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プロローグ







　――異世界、ハルモニア。

　この世界の四つの陸地のうちで最も大きい、南北に大きく分かれた砂時計型の大陸。

　北きた大たい陸りくを支配するのは、ロマンシア帝国である。

　その帝都の城――その奥底にある、うす暗い倉庫の片隅には、古いにしえの宮廷魔導師たちが残した研究成果という名のガラクタの山が積み上がっている。

　開かずの資料室と呼ばれる倉庫で、そんな貴重なガラクタをかき分けていたとき、宮廷魔導師リィト・リカルトはあるものを見つけた。

　透明な硝子ガラス瓶に保存されている、親指の爪ほどの種子だった。

　植物は好きだ――というか、専門というべきか。この世界の植物の種子には、そこそこ詳しいつもりである。

　種子を見ればある程度はどんな植物のものかは推測できるくらいには――しかし。

「……なんだ、これ？」

　その種子の正体は、リィトにもさっぱりわからなかった。

　なにせ銀色で、仄ほのかに青く光っている。

　とても特徴的で、溜息が出るほど美しい。

　持ち前の好奇心が疼うずいた。いいぞ、新種かもしれない。

「いいね、これは研究対象に――」

　そのときだった。

　バタン、と資料室の扉が乱暴に開け放たれる。

　なだれ込んできたのは、帝国精鋭の近衛兵団。

「その場を動くな、手を上げろ！」

「へ？」

「……宮廷魔導師団の総意により、あなたを逮捕する」

　なるほど。

　宮廷魔導師リィト・リカルトは悟った。




　――どうやら、ハメられたらしい。
















１章『植物魔導師、辺境へと赴く』










第１話『クビになろうと思う』




　ごろごろ、がらがら。

　木製のしょぼい車輪の転がる音が、田舎道に響く。

　えっちらおっちら進むのは、牛車だ。馬車ですらない。

（……平安貴族みたいだな）

　リィト・リカルトは前世の高校時代、うららかな午後の古典の授業で読んだいとエモしな古典文学に思いを馳はせた。

　季節は春。芽吹きの季節。

　優しい目をした牛――通称カウカウと呼ばれる家畜が、質素な客車を引いて歩いている。

　このあたりはロマンシア帝都周辺とは違って、舗装されていない道が続いている。

　舗装のない道を行くのであれば、馬スホースよりも牛カウカウのほうが都合がいい。丈夫でスタミナがあるのだ。さすがはカルビ内蔵である。

　スミレ、カニクサ、ナガミヒナゲシ……に似た植物が車窓から見える。この世界ではまだ名はつけられていないけれど、春の雑草たちだ。雑草にだって、ちゃんと名前はある。

　やっぱ、自然っていいな。心が和むよ。

「ふわ……」

　栄華を誇る帝都を出てからすでに十日を超えた旅路。牛車の窓から差し込むうららかな日差しに、リィトは大あくびをした。

「あー、のどかだ。アイス食べたい……もしくはビール……」

　遠い世界の記憶に思いを馳せていると、牛車を操る御ぎょ者しゃが申し訳なさそうに声をかけてきた。

「帝都の坊ちゃん、退屈な旅路でしょう。すみませんねぇ」

　若い女性の御者だ。

　種族は人族ニュート。運送ギルド『ねずみの隊列』に所属している運送屋らしい。茶髪のショートヘアにそばかす顔が、いかにも素朴な田舎娘といった感じ。

　気負いのない軽口は、なかなかいい旅のお供だ。

「牛車ってのろいでしょう、走そう竜りゅう車しゃは無理にしても三頭立ての馬車くらいは用意すればよかったですねぇ」

「いえ、とんでもない。こういうゆったりした旅はいいものですね」

「ひゃー、若いのに達観してるねぇ。帝都の若い子はこういうもんかね」

「ははは、帝都は関係ないでしょう……ふわぁ」

　もうひとつ、大あくび。

　帝都の坊ちゃん、というのはリィトのことだ。

　それもそのはず、リィトの見た目は十八歳。もっと若く見られることもある。この世界でも若者ティーンってやつだ。

「はーーぁ」

　大あくびからシームレスに大溜息を繰り出したリィトの心には、しかし、少しも陰りがない。もう、全然ない。むしろ気分は晴れやか。




「自由だ……圧ッッッッ倒的、自由だ……！」




　静かな、しかし、心からの叫びシャウト。

　リィトはこの旅が始まってから何回目かわからない圧倒的感謝を口にする。

　無職っていいな！

　そう、リィト・リカルトは無職だった。

　なりたてほやほやの、無職だった。

　前職は宮廷魔導師。

　そのまた前職は――転生者であり、救国の英雄だ。




◆




　現代日本での社畜生活。死、そして転生。

　笑ってしまうくらいに、ありがちな話だ。

　三十手前での過労死がありふれてる社会って、マジでどうかしている。

　営業職だった。少しだけ出世して、中間管理職になった。

　第二新卒で入社したときからブラックぎみだった勤務時間が、さらにまずいことになったのは、その頃だった。

　朝九時から深夜三時までの勤務、始発で帰って、また出社。

　残業代？　なにそれ美味しいの？

　繁忙期はそんな有様で、そうでなくともクソ上司からのメールは止まらない。忙しいときに限って、【重要】とか【緊急】とかタイトルに付けられた社内メールを送ってくるのだ。

　そのメールの内容も、数十行におよぶ本文に目を通すと、要するに「営業ノルマが達成できていないから頑張れ」という謎の精神論……という有様だ。

　そんな上司と、会社と上司への不信感でいっぱいの部下の間に挟まれる、中間管理職。

　双方のケアをしなければいけないから、自分の仕事はあと回し。

　唯一、オフィスの観葉植物の手入れをするのが心安らぐ瞬間だった。

　観葉植物に、あれやこれやと手をかける様子を揶揄からかってくる営業部のエースは、かつてはライバル関係だったっけ。

　――結果として、同僚や後輩からつけられたあだ名が「のんびりさん」。

　誰がだ。

　なにが、のんびりだ。

　あくせく働き、キリキリ胃を痛めて、やっと手に入る生活費。

　本当に、ありふれた話だ――嫌になるほどに。

　入社してから三年ほどは、営業部のエースとか言われていい気になっていたけれど、「あれもやれ」「これもやれ」に応えていたら、いつのまにか中間管理職になって、なんでもかんでも背負い込むようになっていた。

　やりがい搾取ってやつだろう。

　いわゆる、凝り性――ちょっとしたやり込みゲーマーになるタイプの性格だったのに、いや、それが災いしてか、就職してからは仕事にすべてのリソースを割いてしまった。

　自由な時間も元気もなくなって、スマホのアプリゲームすらもまともにできなくなった。

　仕事のストレスから逃れるために、会社の観葉植物や自宅にある鉢植えの世話をすることが唯一の趣味になっていた。

　本当は、大人になったら猫が飼いたかった。

　ふわふわで、気まぐれで、可愛い猫との生活に憧れていた。

　けれど、とてもじゃないがペットを飼えるような生活でもなくて、あえなく断念。

　その点、植物は最低限の手入れで元気に育ってくれるのが嬉うれしいところだったのだ。

　ああ、穏やかに暮らしたい――ギスギスした人間関係はもうこりごりだ。

　そんなことを呟つぶやきながら、徹夜三日目に電車の中で目を閉じた。

　会社のフロアにある観葉植物が少し元気がなかったので、家にある栄養剤を今度持っていってあげよう。家で育てているサボテンや鉢植えの手入れも、三日ぶりにしてやらなくちゃ。

　そんなことを考えていた気がする。

　同僚の溜め込んだ経理処理や後輩が抱え込んで〆切間際まで白紙だったプレゼン資料の準備を、大量の栄養ドリンクを飲みまくってどうにか仕上げた帰り道――心臓が妙な感じに脈打って、「あれ？」っと思って――それっきり。

　ぽっくり。

　過労による死を迎えた、のだと思う。

　栄養ドリンクが寿命の前借りとはよく言ったもの。おそらく、あちこちに負担がかかっていたのだろう。わかっているけど、現代を生きる社畜はあれを飲まざるをえないのだ。

　こうして、ありふれた死を迎える瞬間に、強く思った。




　――ああ、本当にのんびり暮らせたら。

　楽しく生きられたら、よかったのに。




　そんな思いを抱いて、死んだ結果。

　異世界で、リィト・リカルトとしての人生がスタートした。

　いわゆる、転生というやつだ。

　驚いた。これって、現実か？

　ひとしきり動揺して――そして、本当に久しぶりにワクワクした。

　転生した異世界『ハルモニア』には魔導というマジカルな技能があって、生まれ落ちたロマンシア帝国は百年以上、おっかないモンスターによる侵略に苦しんでいた。

　リィト・リカルトとして生まれたときに備わっていた植物魔導の適性。そして、ひょんなことから目の前に現れたおっかない師匠とか、応援してくれる幼おさな馴な染じみとか、比較的恵まれた家庭環境とか……色々なことが、リィトにとって好都合だった。

　これ幸いと、リィトは幼少期から膨大な時間をかけて植物魔導の技術を鍛え上げた。

　趣味だったガーデニングに勤しむような感覚で、やりこみゲーマー的な没頭をしてしまったわけである。

　――結果。

　リィト・リカルトはお約束のように救国の英雄となった。

　いや、まぁ、そうですよね。

　転生チートってやつですよね、はい。

　救国とか英雄って……のんびりまったりは、どこいった？

　異世界チートじゃなくて、こっちはスローライフを所望していたのですが？

　そんな思いを抱えながら、こないだの戦――ロマンシア帝国では『対魔百年戦争』と呼ばれている大規模な戦にリィトは終止符を打った。

　おっかないモンスターは地下遺跡ダンジョンへと封印されて、地上には平和が訪れたというわけだ。

　リィト、十六歳の春のことである。

　幼い頃は神童、そして思春期真っ只中に英雄に格上げである。

　……まさか、植物魔導がそんな活躍するとは思わなかったのだもの。

　植物。

　穏やかで健やかでヘルシー、そんなイメージがあるだろう。リィトもそうだった。

　そんなイメージとは裏腹に、実際の植物には岩だろうがレンガだろうが成長を阻むものをメッキメキにぶっ壊すパワーがある。種類によっては毒を吐くし、無毒な植物でも土地を丸ごと飲み込んで町や農地を台無しにすることもある。

　それが、植物だ。

　リィトが操るのは植物魔導。

　ついた二つ名は『侵略の英雄』……いや、穏やかじゃないにもほどがある。

　名誉のために付け加えると、リィトとて食糧難を救うこともあったし、村の復興を手伝うこともあった。そういう活動をしたときには、『施しの聖者』という二つ名がついたこともあったわけで……顔出しＮＧも手伝って、別人だと思われていた可能性もある。

　両極端すぎる二つ名だし、たぶんそういうことだ。

　基本的には、仮面で顔を隠して活動していたのが原因だが――それは、それとして。

　英雄。聖者。

　そんな評判はリィトをじわじわと追い詰めた。

　もともと穏やかに暮らしたいと願うリィトは目立つのが嫌だった。なので、目深にフードを被った魔導師感マシマシのコスチュームで活動をしていたのだ。

　一応、フードのおかげで顔が広く知られていないことだけは幸いだった。

　だが、顔は知られていなくても存在は知られている。

　どこに行っても、正体がバレた瞬間になんとなく遠巻きにチヤホヤされる。

　女の人は色っぽくしなだれかかってくるし、悪い大人がゴリゴリにゴマをすってくる。

　嫉妬や、やっかみにもさらされる。

　――ああ。異世界転生、せっかくのセカンドライフ。

　ただただ、穏やかに。幸せに、静かに暮らしたい――そう願っていたはずなのに。

　転生者ってことで、強くてチヤホヤされるのは、そりゃあ気分がいい。

　それでも、もう限界だった。

『ああああああ、無理、もう無理！』

　帝国を救ってから、しばらく経ったある日の昼下がりのことだった。

　その後もいわゆる傭よう兵へいっぽい冒険者として活動していたリィトは一念発起した。

　自由気ままな（という建前の）冒険者生活に別れを告げ、堅実に働く公務員の魔導師さんになろうと決めたのだ。

　ハイリスク、ハイリターンな冒険者なんかやっているからダメなのだ。

　――そう、宮廷魔導師。すなわち、公務員。

　どう考えても、地味で堅実である。

　この世界で最大の大陸は、北大陸と南大陸と呼ばれる二つのブロックに分かれている。その間は、細い陸地で繋がれているだけだ。

　北大陸の大部分を領土にしているのは『ロマンシア帝国』。

　その帝国の最高機関である、宮廷に仕える叡えい智ちと武力を兼ね備えたエリートたちの集まりだ。

　彼らであればリィトのことを英雄でも聖者でもなく、ただのひとりの同僚として扱ってくれるのではないかという期待もあった。

『俺、宮廷魔導師になる！』

　公務員だ、公務員。

　リィトは勇み足で中途採用試験を受験し、前代未聞の高得点で合格をもぎ取った。

　結果として、一瞬で帝国上層部には正体がバレてしまったわけだが――幸いなことに、帝国側には対魔百年戦争終結の立役者という恩がある。

　仮面で顔を隠していたため、帝国の中枢部にしかリィトのことを知る人がいないのも好都合だった。正体を隠した就職は、あっさりと決まった。

　特Ｓランク冒険者のリィト・リカルトの電撃引退は業界と帝国を震しん撼かんさせたが、知ったこっちゃなかった。




　こうして始まった、宮廷魔導師としての宮仕え。

　いわゆる、国家公務員というやつだ。

　リィトがこないだの大戦の英雄であることは、公然の秘密である。

　帝国は戦後の体制を構築するのに忙しいはずだし、過去の英雄なんかにこだわっている暇はないだろうとリィトは高をくくっていたのだ。

　宮廷魔導師は憧れの研究職で、あらゆる文献や資料を読み放題。

　リィトは大好きな植物や魔導の研究をすることにした。

　そうして、数年の月日が流れた。

　明るい同僚たちに囲まれて、アットホームな職場です！

　――とは、ならなかった。

　嫉妬、やっかみ、嫌がらせ。

　無欲、無気力、出世に無縁――そんな顔をして、王族との謎のコネクションや圧倒的な魔導師としての能力や知識を持ったリィトを敵視する同僚たちはあとを絶たなかった。

　いや、そんなことより別にやることあるだろうと思った。

　そもそも、宮廷魔導師になれば好きな魔術や植物について研究ができると思っていたのに、やれ貴賓への御前講義だ、やれ姫君とのお茶会だ、やれ王家の方々の護衛だなんだと、関係ない仕事が多かった。

　というか、ブラックだった。

　いいところといえば、給与がめちゃくちゃいいくらい？

　そんなある日。

　誰もやりたがらない物置の掃除を引き受けて、意外な発掘物や見たことのないガラクタに好奇心をくすぐられたリィトが残業をしていたときのこと。

「あやつが公爵殿下の茶に毒を入れたのです！」

　ついに、ハメられた。

　皇帝の弟である公爵の茶に毒が入っていた。

　リィトにだけ、アリバイがなかった。

　というか、もとよりリィトを糾弾するための自作自演だった。

　のらりくらりと研究に没頭し、平和になった帝国で勃発した宮廷内での権力争いにちっとも興味を示さないリィトは、彼らにとって気味の悪い存在だったのだ。

　出世競争に必要な人付き合いもアピールもなし。それでいて、クビにもならないし、なぜか皇帝一族やお偉方からたまに声をかけられている。

　英雄でございます、とドンと構えていればまだよかった。

　ヒラ魔導師のはずのリィトが、なぜだか贔屓ひいきされている――そう見えてしまった。

　……今になって思えば、そりゃ嫌われもする。ヒラのふりする「英雄」なんて、嫌味すぎるじゃないか。

　まあ、そういうわけで。

　出世を狙う宮廷魔導師たちには「意図が読めん」と気味悪がられていたし。

　皇帝の座を狙う公爵には目の敵にされていたし。

　けれど。

　正直、ここまでやるのかとビックリした。大人なのに。

　平和に暮らすために命がけで地下遺跡ダンジョンから湧き出してくる魔物たちを封印した戦争はなんだったんだ……ああ、本当に、この職場環境は無理ですわ。

　つまみ出せ。

　追放だ。

　いや、死刑だ！

　そんな声が飛び交うのを聞いて、リィトは思ったのだ。

（こ、これは……っしゃーーっ！　やったね、追放チャンスだ！）

　思わずガッツポーズをしてしまい、シリアスな糾弾場面がちょっと変な空気になったのは申し訳ないと思っている。

　宮廷魔導師になると、自由に職を辞すことも許してもらえなかった。

　あなたは英雄なので、とか。そういう理由で。

　たしかに帝国の英雄が、帝国の中枢から離脱というのは色々とまずいだろう。だが、それはリィトにとってはかなり息苦しい状況だった。

　帝国を救う大冒険なんてするんじゃなかった、とまで思っていた。

　だからこそ。

　濡れ衣、ありがとう。大歓迎だ。

　結局、死刑は免れた。

　リィトの正体を知っている対魔戦争当時の知り合いたちがあの手この手で庇ってくれたそうだ。それに加えて、決定的な犯行の証拠がない。

　……結局、皇帝からの恩赦という形で、死刑という選択肢は消えたらしい。

　リィトに言い渡されたのは、宮廷魔導師の解任、そして、ロマンシア帝国の領土からの追放。

　唯一、腹が立ったのが今までの研究成果やノートを宮廷に没収されてしまったことだろうか。

　だが、そんなことは、どうでもよかった。




　もう、なんのしがらみもない。

　天才児でも、英雄でも、聖者でもない。




　かくして、リィト・リカルトは自由な身分を手に入れた。

　――無職である。
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　いやぁ～。我ながら人生、山あり谷あり。

　物思いにふけりながら、のほほんと流れる景色を眺めていると。

　ガコン！

　牛車が急停車した。

　いや、そもそも徒歩の旅人に抜かれるくらいにゆっくりと進んでいたわけだから、まったく〝急〟ではないけれど。

　とにかく、牛車が止まった。

「お？」

　リィトが牛車の窓から顔を出す。

「あっちゃ……帝都の坊ちゃん、すみませんねぇ。こりゃ、先に進めそうもないなぁ……」

　道の先を巨大な木が塞いでいた。倒木だ。

　悪いことに、道の片側は切り立った崖。もう片側は川、それもけっこうな急流だ。牛車が迂う回かいするのは難しい。

　急ぐ旅でもないので、リィトとしてはなにも困らない。

　旅のひとまずの目的地であるギルド自治区街『ガルトランド』まで、順当に行けばあと一日かそこらの距離。引き返して迂回したとしても、五日後には到着するだろう。

　幸いなことに携行食糧も水も充分にある。

　半日分の道を戻れば、ちょっとした宿場町もあったはずだ。

　旅ならではのイベントと考えれば、回り道も悪くない。

　御者のお姉さんにそう伝えようとしたのだけれど。

「参ったなぁ……明日の夜には自治区に届けなきゃならない荷物があるのに」

「ん？」

「坊ちゃんを送るついでに帝都からギルド自治区まで届ける荷物をいくつか預かってるんです。そのうちひとつが、明日の夕方までに届けてほしいって言われてましてねぇ……」

　御者が申し訳なさそうに肩をすくめる。今まで、旅賃を出したリィトに荷物のことを黙っていたのがバツが悪いようだ。

「なるほど、荷台を空っぽにしておく手はないですからね」

「すみません」

「かまいません。運送ギルドなんだから、効率的な運送を心がけるのはもっともですし」

「でも、これじゃあ遅配確実ですね。あーぁ、違約金がギャラから天引き、さらにノルマ上乗せかぁ……」

　それは聞き捨てならない。

　ギルドは同業者組合ではあるのだが、実態は巨大企業だ。ギルドから斡あっ旋せんされた仕事については、様々な制約があるらしい。遅配による違約金やノルマ上乗せというのがそれだ。

「うーん……」

　リィトは少し考えて、牛車の窓から飛び降りた。

「帝都の坊ちゃん？」

「少し下がってて、えぇっと……」

「メルです」

「僕はリィトだ。メルさん、少し離れてて。できたら、後ろ向いて目をつぶってて」

「立ちションですか？」

「違うよ！」

「……大きいほう？」

「違うってば！」

　なんてことを真顔で言うんだろう。

　ギルド自治区の人間はさっぱりした性格だというが、今のはさっぱりしているにもほどがある。リィトにだって恥じらいはある。

　立ちションではないし、もちろん大きいほうでもないということを強調しつつメルを下がらせて、倒れた巨木に向き合う。

　リィトはそっと、木の幹に手を触れた。




「――動け」




　たった、一言。

　リィトがそう巨木に命じると、太い幹に変化が起きた。

　にょろり、と巨木の根っこが動いたのだ。

　木に意思が宿ったわけではない。

　リィトが巨木の根にかけた魔術は、『生長すく促進すく』と『生命しお枯死しお』だ。

　動かない生き物だと思われている植物も、長いスパンで見れば生長によってムキムキになったり、枝や根っこを伸ばしたりしている。また、枯れていく過程で強度が下がりもする。

　生長と枯死。植物の動きを司るそれらをいい感じに繰り返して、巨木を動かしているわけだ。

　リィトの植物魔導の基本である。

　オーケストラの指揮者のようにゆらゆらと腕をゆらすリィトの動きに合わせるように、巨木の根っこが絡み合って二本足を形作る。

　やがて「よっこらしょ」とでも聞こえてきそうな動きで立ち上がって、とことこと川のほうへと巨木が歩いて行って――。




「ダイブ！」




　掛け声とともに、巨木がすてんと身を投げ出すように転ぶ。

　ざばーん、と景気のいい音。しぶきが上がる。

　リィトが腕を下ろすと、巨木の根っこは再び動かなくなった。

　巨木が川の流れをせき止めることはなかったようで、ひと安心だ。

　向こう岸への橋にもなって、一石二鳥。

「よし、こんなものか」

　植物魔導。

　得意分野だし、この程度のことは朝飯前といったところだ。

　まぁ、火か焔えんで燃やしたり、風の刃で切り刻んだり――といった派手さはないけれど、かなり便利で汎用性のある魔導だ。

　植物がない場所など、この世界にはない。そもそも、植物というのはアスファルトの隙間からど根性で発芽するやつらである。

　さらには種類も性質も豊富。

　衣食住のあらゆる基礎には植物がある。

　もともと凝り性のリィトにとっては、どんな魔導よりも追究しがいのある分野だった。もっとも、おかげでこないだの大戦では英雄とか呼ばれるようになってしまったわけだが。

「もういいですよ、片付きました」

「こ、こりゃすごいっ！」

　メルが飛び上がる。目をキラキラさせてリィトを見つめる表情は、なかなか素朴で可愛らしい。

「いったい、どんな魔法を使ったんですかね!?　風魔術で吹っ飛ばしたとか、それとも念動魔術で動かしたとか？」

　本当に目をつぶっていてくれたらしい。

　とっても素朴。すばらしい。

「えーっと、企業秘密ってことで」

「そんなぁ……自治区に着いたらみんなに自慢したいのにぃ」

「やめてください、それはダメ！」

「ちぇー」

　植物魔導師は数が少ない。

　魔力を駆動して、人ならざる能力を発揮する魔術。いわゆる、魔法と呼んでもいい。

　その魔術を操り、また、魔術そのものを研究開発したり、あるいは今はほとんど普及していない魔導具を作ったり――そういった人間をまとめて魔導師と呼ぶ。

　ほとんどの魔導師の得意な魔術は、火、水、風、土、あるいは光といった属性に分けられている。

　植物を対象にした魔術が得意な魔導師というのは、ほとんど前代未聞。

　というか、リィト以外にはほぼ存在しない。

　万が一のことを考えると、あまり目立ちたくはないのだ。

　英雄という肩書きは、ちやほやされるメリットを遥かに上回る面倒事を引き寄せる。

　リィトはそれを経験上、とてもよく知っている。




　せっかくの無職だもの。せっかくの自由だもの。

　しばらくは、気ままにソロで楽しみたい。










第２話『自由を謳歌しようと思う』




　ギルド自治区の中心都市、ガルトランド。

　断崖絶壁を利用した高い外壁に囲まれた、南大陸の一大都市だ。

　一応は、南大陸の土地はすべてギルド連合の管轄ということになっているが、ガルトランドがほぼ唯一にして最大の都市といえる。他の街とは比べものにならない栄えっぷりだ。

　ロマンシア帝国の都とは、まったく異なる街並みである。

「おー」

　迫力ある街並みに思わず、リィトは感嘆する。

　ロマンシア帝都は背の高い石造りで、とんがり屋根の建物が多くてメルヘンチックだった。

　こちらはもう少し都会的だ。

　真四角のビルっぽい建物が建ち並び、各分野のギルド本部がものものしい建物を構えている。少し無機質な感じといい、街というより要塞っていう感じだな。

　道ばたに止めてある牛車から興味深く街並みを眺めていると、道の向こうの建物からメルが走ってきた。

「坊ちゃんのおかげで荷物もしっかり届けられましたぁ～っ！」

　いぇい、とメルがダブルピースした。

「それはよかった」

「いやぁ、商人ギルド『黄金の道』は特に遅配にうるさいですからねー。もう、本当に助かりましたよ。はー、発掘ギルドや情報ギルドの大らかさを見習ってほしいですよ」

「さすが、色々なギルドがあるんだなぁ」

「ええ、なんせギルド自治区の中心街ですから」

「帝国では冒険者も国が管理してランク付けしてたから、ビックリだよ」

　ついに外国に来たって感じがする。

　異国情緒を胸いっぱいに感じて、ウキウキするぞ。

「へっへへ、配達優先にさせてもらったんで改めて――ギルド自治区『ガルトランド』へようこそ！」

　メルが満面の笑顔を浮かべた。

「ロマンシア帝国の領土である北大陸から独立した、自由の国です！　あ、帝都の旦那から見ると、まだまだ未開の地が多い南大陸への入り口ってことになりますかね……とにかく、超いいところです！」

「故郷の説明が雑だね」

「えっへへ、習うより慣れろって言いますから、オススメスポットとか色々教えますよ～」

「あ、それはありがたいな」

　知らない町に来たら、住民に話を聞くのが一番いい。

　特に、美味い店を探すのは。

　オススメの居酒屋をメルから教えてもらうことにした。

　メルが一緒に飲みたがったが、自由を祝して独り飲みがしたいので丁重にお断りした。ごめんよ。

「それじゃ、僕はここで」

「はい！　今後とも、運送ギルド『ねずみの隊列』をご贔屓に！」

「ああ、ありがとう」

「ガルトランドには百を超えるギルドがあります。たーのしーんでー！」

　メルと別れて、今後の予定を考える。

　帝都を追い出されて、行く先の候補はいくつかあった。

　リィトがここギルド自治区『ガルトランド』に来たのは、ある目的のためなのだが――もう日が傾き始めている。

　まず、向かうのは居酒屋だ。

　この世界にはアイスはないが――ビールならある。
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「ぷっはぁ～っ！」

　美味い、ビール美味い。

　渇いた喉を潤すしゅわしゅわ発泡、鼻に抜ける芳ほう醇じゅんな香り。

　しかも、どうやらガルトランドではビールを冷やして飲む習慣があるようだった。

　いや、最高かよ！

　帝都にもビールはあったが、あれは常温で飲むものだった。要するに、ぬるいのだ。

（ま、冷やすって温めるのに比べて大変だしな……）

　というか、モンスターとの戦いが続く日々だったし、食文化については壊滅的だった。

　――その当時リィトは残念ながら、『神童』と呼ばれる年齢だった。

　そう、未成年。異世界に未成年もへったくれもあるかと思っていたが、意外とそのあたりの決まり事が多い帝国であった。

　早くから魔導師としての頭角を現していたリィトだったが、帝都では成人するまでは飲酒が禁じられていたのだ。帝都の成人年齢は二十歳。なんだよ、異世界。お堅いことを言いやがって。リィトは常々そう思っていた。

　まぁ、ぬるいビールなんて、隠れて飲む気にもならなかったけれど。

　本場ヨーロッパのビールは常温だ、とか知らん。日本人ならキンキンに冷えたビールだ。

　なお、念のため確認したところ、今のリィトはギルド自治区ではバッチリ飲酒可能年齢だそうだ。よきかな。

「はー……旅の疲れが癒やされる……」

「ははは、いい飲みっぷりねぇ。はい、おつまみサービス」

　カウンター席でニコニコとビールを楽しんでいると、女将らしき人が注文していないおつまみを出してくれた。チーズと漬物だ。いぶりがっこチーズ的なものだろうか。

　一口食べて、リィトはうぐっと目をつぶる。

（ぐ……ビールは冷えてて美味いけど、食べ物は相変わらずかぁ）

　チーズが、めちゃくちゃ煙臭かった。

　燻くん製せいどころではない。火事で焼け出されたのかってほどだ。

　しかも、漬物自体の塩っ気がすさまじい。何かの根菜と、干し肉の漬物のようだが……

おつまみではなく、これでは、ただの保存食だ。

　塩気のないマッシュポテトみたいなものを主食にしていた帝国よりはマシだけれど、煙臭いチーズもなんだか味が薄かった。

　そう。異世界ハルモニアは、飯がまずい。

　塩辛いか味気ないか、の両極端だ。

　まぁ、転生前の現代日本、すなわち飽ほう食しょくの時代と比べたらダメだけれども。

（でも、ここで変な顔したらダメだよな……）

　リィトは何も言わずに、漬物とチーズをビールで流し込む。これでも、気を遣うほうなのだ。

　むしろ、気を遣いすぎるくらいの性格だから、英雄扱いも宮廷生活もいまいちしっくりこなくて、疲れてばかりだったのだ。

「……ビールがすすむ味ですね」

　と、一応言っておいた。嘘ではない。

　おかみさんはニッコリと笑う。

「そりゃよかった！」

　出されたものは、「美味い！」と食べる。これ、人付き合いの秘ひ訣けつである。

　それにしても、なかなか繁盛している店だ。

　人族ニュート以外にも色々な種族の姿が見える。酒とつまみのレベルと値段の折り合いを考えれば頷けるし、女将の人柄も人気の秘訣なのだろうとリィトは納得した。

「どんどん飲んでね、あなた若いし可愛いし、カウンターに座ってくれているだけでうちの店の品がよくなるねぇ！」

「あはは、ありがとうございます」

「帝国からの旅人さんなんて珍しいからねぇ。北大陸の帝国とは長らく正式な国交を断絶してるから。もぐりの運び屋でも闇商人でも荒くれ者でもない、こんな美形の旅人さんが来たら、サービスしないとねぇ」

　正式な国交がないが、秘密裏に行われる闇取引はある。

　リィトが足に使った運送ギルド『ねずみの隊列』も、そういうツテを帝国に持っていたわけだ。

「あはは……僕、そんなに帝都から来たように見えます？」

「だって、マントに帝国の紋章があるわよ」

「げっ！」

　気付いていなかった。

　思えば、持ち物のほとんどが帝国から支給されたものだ。

　明日、目的の場所に行くついでに、装備も新調しよう。幸い、今まで溜め込んだ給与のおかげで懐には多少の余裕がある。

　持っている硬貨はどれも帝国通貨だったので、ギルド自治区内で使えるように残りの財産はギルド自治区内で使えるガルトランド通貨に換金した。

　ほとんど価値は目減りしていないか、少し得をしたかという換金レートだった。よかったよかった。

　まぁ、目的のための資金は残しておかなくちゃだけれどね。

（……そういえば）

　ふと気になって、リィトは女将に訊たずねてみた。

　帝国であれば、絶対に持ち出さなかった話題だ。

「あの、お姉さん」

「はいはい、なにかしら」

「えぇっと、リカルトって名前に聞き覚えはありますか？　リィト・リカルト……」

「……んー、ごめんなさいねぇ」

　女将は申し訳なさそうに、眉毛をハの字にした。

「聞いたことない、ですか？」

「ええ。商売柄、色々なお話は聞くほうですけどねぇ。お知り合いなの？　それとも、帝都で有名な方？」

「いえ、違います……僕の名前です」

　冗談めかしてリィトが言うと、女将がぷふっと可愛らしく吹き出した。

「ふふ、あはは！　面白い人ねぇ、若いのに！」

「いやぁ、そんな」

「帝国人で私たちが知ってる人っていったら、皇帝とか将軍……それから、えーっと、あの人ね。『侵略の英雄』でしたっけ。すごく強い魔導師さん」

「……なるほど」

　冷や汗がぶしゃっと吹き出た。

『侵略の英雄』はさすがに知っているか。気をつけないといけない。

「すみません、変なことを聞いて」

「いいえー。そういえば聞いた？　街道を塞いでた巨木の話。あれのせいで帝都に行く人たちが困ってたんですけど、なんと帝都の魔導師さんがたったひとりで撤去してくれたんだって！」

「へ、へぇ？」

「すごいわよねぇ、どんな屈強でマッチョな人なのかしら……」

　うっとりとする女将さん。なるほど、マッチョがお好きなようだ。

　というか、あのメルって子、口が軽いにもほどがあるだろ。

「こ、このチーズとっても燻製が効いていますねっ！」

　と、笑顔で話題を変えておく。女将は上機嫌で微笑んだ。

「それはよかったわ。とにかく、あなたも頑張ってね。まだまだ若いんだから、楽しんで」

　女将はパチンと片目をつぶってみせると、他のテーブルに注文を取りに行った。女将が行く先々で笑い声が起きる。

　うん、本当にいい店だ。

（それにしても、そうか……二つ名しか情報が流れてないのか……）

　さきほどの女将の反応。

　どうやら、リィト・リカルトの名には本当に覚えがなさそうだ。

　追い出された宮廷魔導師としての汚名は届いていないらしい。

　ギルド自治区ガルトランドの『壁』はやはり高いようだ。

　北大陸で大量発生するモンスターから領土を守るために築かれた高い壁のおかげで、モンスターもリィトの噂もここまでは届いていなかったらしい。

（うん、これはいいぞ）

　リィトは酔い覚まし、というか興奮を冷ますためにビールのおかわりではなくフルーツジュースを注文した。

　青臭くてすっぱくて味の薄いジュースを一気に飲み干して、リィトは思わずニンマリと笑ってしまう。

　非公式で帝国と自治区を往き来する運送ギルド『ねずみの隊列』に所属するメルですら、リィトが名乗ったときに少しも驚いたりはしていなかった。

（やっぱりだ……自治区までは僕の名前は届いてない……！）

　つまり。

　ここでは本当に、自由なのだ。
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　酒場をあとにしたリィトは、予約した宿屋に向かうことにした。

　おつまみは、やはり種類も少なく、味もしょっぱいか薄いかのどちらかだったけれど、久々のひとり酒は楽しかった。

「はぁ、自由っていいな～。無職って素敵だ～」

　青い月明かりが降り注ぐ夜道に風が吹いて気持ちがいい。

　ポケットから例の物を取り出す。

　元職場から唯一持ち出した、青く美しい光を放つ、謎の種子だ。

　月明かりに似た、青い光をまとっている大きな種子。どんな植物に育つのだろう。

「この種子、なんだろうなぁ……ふふふ、育てるのが楽しみだなぁ」

　思わず頬が緩む。どんな環境が適している植物かは知らないが、この大きさの種子であればそこそこの巨木に育つはず。

「さて、明日から忙しいぞ。まずは農業ギルドと土地管理局に行って。あとは買い出しと……って、んん？」

　宿までは、あと少し歩けば到着するはずだ。

　けれど、リィトはそれを見つけてしまったのだ。

　路地裏。小さな人影。それを取り囲む、どう見てもガラの悪い連中。

「あー……」

　カツアゲだ。

　あるいは、リンチ。

　どちらにしても、見たくもないものだった。

（……嫌だな、ああいうの）

　目立つのは嫌だけれど、それ以上に目の前で不愉快なことが起きているのは耐えがたい。

　弱い者いじめは、リィトが一番嫌いなものだ。

　目の前で行われている直接的な暴力もそうだし、仕事を押しつけたり陰口をたたいたりするのもそう。そして、それを見て見ぬフリをする奴らもリィトは大嫌いだった。

「おら、お前のとったメモをこっちに渡せ……情報ギルドがこそこそと嗅ぎ回りやがって」

「お嬢ちゃんよぅ、これ以上は乱暴なことしたくねぇんだわ？　頼むぜ？」

「っつーか、おたくがうちのギルドのシマ嗅ぎ回ったのが悪いんだよぉ？」

　チンピラ風の男が、三人。

「警けい邏ら団だんに見つかるとやっかいだ、声を落とせ」

「顔は殴るな、売り飛ばすときに値が下がる」

　そこそこに実力がありそうなリーダー格のやつらが、二人。

　合計で五人。

　それに対して被害者は。

「……うにゃあ……まぁったく、粗暴なやつらは嫌だな……」

　とか、飄ひょう々ひょうとぼやいている小柄な少女がひとり。

　ボコボコにされて地面にダウンしているのに、やたらと根性がある少女だ。

　リィトは種子入れのポシェットに手を突っ込む。

　ポシェットの内部はさらにいくつかのポケットに分かれていて、そのポケットの中にはビスケット――ではなく。

「よ、……っと！」

　種子が入っている。

　リィトの手から節分の豆まきのごとく放り出されたのは、植物の種子だった。ころころとした粒状の種子。

「――すくすくと育て」

　ツル科の植物だ。

　リィトの命令通りに、とんでもない勢いで生長する。

「うわ、な、なんだ……ヘビか!?」

「どうしてモンスターがこの街に……うわー！」

　種子から育った植物が、チンピラ五人をグルグル巻きのミイラのようにしてしまう。仕上げにネムリ草と名付けた花粉に強い入眠効果のある植物を、倒れたミイラの頭に開花させる。

「きゅうっ」

　ミイラにされたチンピラたちはすやすやと眠った。

　これでよし、とリィトは周囲を見回す。

　どうやら誰にも見られていないらしい。少し繁華街からは離れていたのが幸運だった。

「……にゃ？」

　ボコボコにされていた少女が顔を上げた。

　目立った怪我はないようで、ほっとした。

「あれ？　うわ、なにこれ！」

　むくりと立ち上がった少女の頭には、耳が生えている。よく見ると、尻にも尻尾が揺れている。ふわふわの毛に覆われた耳と、ふさふさの尻尾。

　猫人族ニャートだ。

　帝都では珍しかったが、ギルド自治区ガルトランドの街中ではちょくちょく見かけている。

「おあ……わがはいをいじめていた連中に……天罰が下った……だとぅ!?」

　白くてふわふわの髪をした猫人族の少女の目が、キュピーンと光る。

（え、一人称が『わがはい』なのか……癖が強いな、あの子……）

　僕っ娘ならぬ吾わが輩はいっ娘とかさすが猫人族、とリィトが感心していると。

　猫人族少女の瞳孔がかぱっと開いて、リィトをとらえた。

　まずい。

　とっととこの場を立ち去ったほうがいい。

　そう思って踵きびすを返した瞬間に、路地裏から飛び出してきた猫人族の少女の声が、リィトの背中を追いかけてくる。

「そこなお人ーぅ！」

　思わず、振り返ってしまった。

　バッチリ目が合ってしまう。

「あなた、そこのあなたですぅ！」

「ん？」

「うしろを振り返っても誰もいませんぞ」

「えー、あー、もしかして僕になにか用ですか？」

　よし、しらばっくれよう。

　猫耳をぴこぴこさせて、こっちに詰め寄ってくる女の子。

「わがはいを助けてくださったのは、もしかしてあなた様か？」

「違います」

「なう～？　ここにはあなたしかいないですぞぅ」

「違います、違う！」

「でーもーでーもー！」

「とうっ！」

　ぽいっと投げたのは、たまたま持ち歩いていたマタタビの種子。

『生長すく促進すく』によって、たちまち実を結ばせる。

「……ふにゃあ～♡」

　猫人族の少女は、目をハートにして崩れ落ちた。

「わ、わー！　誰かー！　女の子が倒れているぞー！」

　リィトが大声をあげると、大通りの向こうから女性の集団がやってきて、「やだ、大丈夫？」と口々に声をかけていた。

「よし、今だ！」

　ダッシュで逃走。

　宿屋に飛び込んで、高速チェックイン。

「はぁ、はぁ……」

　なんとか逃げ切れた。

　あの女の人たちもいい人そうだったし、ひとまずあの子も安心だろう。

　好奇心旺盛そうな子だったが、妙な噂にならないといいけれど。

「ふぅ……今日は疲れたなぁ」

　熱いシャワーを軽く浴びて、ごろりとベッドに横になる。

　シャワーがあるのも自治区ならではだ。ありがたい。

　旅が続いていたから、久しぶりの寝床。仰向けに横たわると、疲れが背中から吸い取られていくような気がする。

　もちろん、星空の下のキャンプ生活も楽しいけどね。

　リィトは深く目を閉じる。

　久しぶりのビールの助けもあって、すとんと眠りに落ちてしまった。

　明日からは、充実した日々になるぞ。










第３話『土地を買おうと思う』




　翌朝は快晴。微風が気持ちよい天候だ。

　リィトはガルトランドの街へと繰り出した。

　運送ギルド御用達の宿だったこともあり、朝食はものすごく豪華。味は相変わらず、しょっぱかったり味が薄かったりだったが、特にぶ厚く切ったハムだけは、それなりに悪くなかった。

　ギルド自治区の都市『ガルトランド』では加工肉やチーズが盛んに食べられているらしい。ロマンシア帝国に比べれば豪華な食糧事情だが、少し胃にもたれてしまう。

　リィトに限って言えば、野菜だったら上等なものを食べ放題なんだけど。土地さえあれば。

「そう、土地だ」

　リィトはガルトランドの中央地区にやってきた。

　中央地区にある土地管理局。

　南大陸にある、ギルド連合が管理する土地の売買や貸与を行っている公の機関だ。

　土地管理局の見た目はというと、大きなビルのような建物。威圧感がすごい。

　リィトの背丈の五倍はありそうな鉄の扉をくぐると、くたびれた中年のおじさんが「受付はこっちね」と案内をしてくれた。

　うん、優しそうな人だ。

「ご用件は？」

「はい、えーっとですね、実は……」

　今日するのは、大きな買い物だ。

　前世でも今世を合わせても、人生で最大の買い物かもしれない。

　そう思うと、緊張してしまう。大きく深呼吸。落ち着け。

「なんだい、坊ちゃん。もじもじして……あ、もしかして」

「は、はい！」

「おしっこか？」

「違いますっ！」

　どうしてギルド自治区の人間はすぐに他人がおしっこを我慢していると思うんだろう。

　ちなみに大きいほうでもない。

「大きいほ」

「違います、全然違う！」

　リィトの出した大声は、思ったよりも反響してしまった。

　仕切り直しだ。

「こほん」

　リィトは大切に持ってきた財布代わりの革袋を、どさっと机の上に置く。

　こないだの大戦での報奨金や、溜め込んでいた宮廷魔導師としての給料だ。

　色々あって目減りしているが、それなりの額は確保してある。

「え？」

「土地を買わせてください」

「あんたが、土地を？」

「はい」

　こういった商談では堂々としていないと。

　リィトはゆっくりと人差し指をたてる。

「ガルトランドでは南大陸の土地を自由に売買することができると聞きました」

「ええ、そうですが……あなた、所属ギルドはどちらです？」

　リィトの堂々とした態度のおかげか、受付のおじさんが敬語で質問をしてきた。

「ギルドには入っていません」

「ふむ、そうなるとガルトランド周辺の土地で買えるところは限られてしまいますよ」

　ギルド構成員に優先の売買権がある、ということだろう。

　それは仕方がない。得体の知れないよそ者や無所属の人間よりも、街を作り上げている人たちを大切にするのは道理にかなっている。

「問題ないですよ」

「はぁ……どんな土地を探してるので？」

「なるべく、人里離れた土地を買いたいんです。金額についてはある程度余裕がありますので、いくつか条件を出させてくれますか。

　ひとつ、平地が確保されていること。

　二つ、敷地内に川が流れているか泉が湧いているか……とにかく水場があること。

　そして、三つ目は――それなりの荒れ地がいいです」

　平地、水場、そして人目のなさ。

　前の二つはリィトの目的――もうとにかく、大好きな植物と魔導の研究をしまくることのために必要な条件。三つ目の条件は、リィトの自由のために必要な条件だった。

　とにかく目立たず、話題にならず、のんびり自由に暮らしたい。

　さらにいうなら、荒れ地を耕して植物でいっぱいにするというやり込みプレイを思う存分堪能したい。

　英雄とか聖者とか、新進気鋭の魔導師とか。

　もうそういうのは充分に味わったから、しばらくひとりになりたいのだ。

「そうですね、その条件に合うのは……」

　受付のおじさんが土地の目録から一枚のペーパーを取り出した。

「この地図は、古文書ギルドが見つけてきた大昔の地図をもとに作られています。ので、まぁ、参考程度に」

「古文書！」

「北大陸のモンスターの大量発生やら対魔戦争やらの余波で、この百年開拓はあんまり進んでないんだ」

「でも、古文書はあるんですね……」

「昔は物好きの測量家がいたんでしょう。一応、現地に土地管理局が視察にも行っているよ。ずいぶん前に一度だけだが。危険はない土地みたいだが、地図と多少の違いはあるでしょうね」

「なるほど……それも織り込み済みで、この値段ってことですね」

「話が早くて助かります。広さのわりには破格ですよ。それに、地図からそんなに大きく状況が変わっているとは思えない。ほとんど誰も寄りつかないような僻へき地ちですからねぇ」

　リィトは、ペーパーに書かれた条件と頼りにならない地図を見て、大きく頷く。

「ここにします」

「えっ、即決？」

「はい」

「辺境のクソ田舎……じゃなかった、閑静な土地とはいえ安い買い物じゃないよ？」

　受付のおじさんが、値段を指差す。ギルド自治区の管理する土地の中では安い値段で買えるものだが、リィトのような若者が普通に買える値段ではない。

「見間違えてないかい」

　受付のおじさんが、リィトの持ってきた財布をちらりと見る。

「というと？」

「ここ、大金貨ゴルゴルドって書いてあるだろう。銀貨や金貨じゃなくて大金貨ゴルゴルドだよ？　普通は大金貨ゴルゴルドなんて使わないけど、土地売買独特の記法なんだよねぇ。金貨や銀貨と勘違いしてない？」

　たしかに、そこには大金貨ゴルゴルドでの支払い枚数が書いてあった。

　大きな買い物を誰しもすることのできる、ギルド自治区独特の通貨だ。

　貴族や宮廷が富を独占する傾向のあるロマンシア帝国では流通していない。

　提示された金額は、だいたい一億円くらいの価値だろうか。

　かなりの広さの土地の値段としては妥当かもしれない。

　荒野だし、未開拓だし、やや割高感はあるけれどギルドに所属していない人間は多めに金を支払うのがガルトランドの基本らしいということは、リィトもわかってきている。

　むしろ、売ってくれるだけ御の字だろう。

　なにせリィトは、どこのギルドにも入る気がないのだ。

　ほら、人付き合いとか、もうこりごりだし。

「ふむ……」

　受付のおじさんは、暗に「手持ちがちっとも足りないだろう」とリィトを諭しているわけだ。ローン払いはギルド構成員にしか認められていない、という別に知りたくもない情報も教えてくれた。

「なるほど……参ったなぁ」

「うんうん、残念だけど大きな夢を抱くこと自体は悪くない――」

「細かいのがないんです」

「え？」

　どさ、どさどさどさ。

　リィトは追加の革袋を鞄から取り出した。

「これが全財産で……」

「いやいや、待って！　革袋一杯の硬貨はいいけど。さっきも言ったが、金貨だったら足りないよ？　全然足りないよ？」

　大金貨ゴルゴルドは、土地や家の売り買いや大口の取引で使われる通貨だ。

　日常生活での買い物は、ほとんどの場合は銀貨シルバや銅貨ブロド、あるいは鉄イ貨アンが使われる。最大でも金貨で、鉄貨より細かいやりとりには通貨を用いたやりとりではなく、物々交換も盛んだ。

　しかし、リィトが取り出した通貨は、そのどれでもない。

「ミスリル貨なんです」

「へ……？」

　受付のおじさんの顔色が、みるみる青くなる。

「ミスリル貨って、あのミスリル貨？」

「そうです、細かい貨幣は帝国と自治区では扱いが違うと聞いたので」

　ミスリル貨。

　これは滅多にお目にかかれない代物だ。大金貨ゴルゴルドよりも、さらにレア。

　希少金属で作られた硬貨で、多くの国でほぼ等価値で取引することができる優れもの。

　一枚当たりの価値はだいたい百万円程度――大金貨の十倍ほどになる。

「百枚あります」

「うわあああああ！」

「し、静かにしてください！」

　受付のおじさんが叫んだので、周囲から注目が集まる。

　リィトは焦った。目立ちたくないのだ。

「おじさん大丈夫ですか、顔色が悪いですよ……あ、もしかしておしっこですか」

「違います！」

　そうか、違うのか。

　受付のおじさんが、大きく溜息をつく。

「あなたがいきなりミスリル貨なんて出すからですよ」

「でも、土地の売買では使うでしょ」

「若い子がいきなり百枚出してくるのは、なかなかないです。初体験です。もらわれてしまいましたよ、おじさんの初体験」

「ほ、欲しくなかった……」

　受付のおじさんの目の前で、資産を数える。

　ミスリル貨のおかげで購入のメドは立っているが、諸々の手数料や登録料のぶん少しだけ購入金額に足りなそうだった。

「ギルド非所属だと、手数料や登録料の値引きはできないからねぇ……」

「こんなに高いのか……登録料って……」

　そんなぁ、とリィトは肩を落とす。

　他にもいくつか地図を見せてもらったが、最初の土地よりピンとくるものはなかった。なにより、大きな買い物なだけに妥協はしたくない。

　これだけ資産があれば、すんなり理想の土地が手に入ると思っていたのだけれど……こういう面では自分は少し世間知らずなようだった。

「ギルドに入ってはどうです？　見たところ魔導師さんみたいだし。魔術師ギルドか魔導具ギルドにでも入ってくれれば、値引きも多少はできますし、ローンも組めますし」

「急に親切になりましたね」

「いや、ミスリル貨百枚を見せられたら……」

「僕、もしかして金の力で敬意を払わせてしまったってことですか？」

「そういうわけじゃないですよ。そんなことより、やっぱりギルドで稼ぐのはダメなんですか。ここはギルド自治区の一大都市ガルトランド。どんなギルドも選び放題、稼ぎ放題！」

「いや、それは嫌ですね」

　リィトは即座に否定した。

　もう人付き合いとかが発生する組織に入るのは嫌なのです。

「では、諦めますか？」

「いえ」

　そっちも、否だ。

「稼いできます。夕方……いえ、昼過ぎまでには戻りますので、土地購入の準備をしておいてもらえませんか。こんないい土地、すぐに売れてしまうかも」

「は？」

　ぽかん、とする受付のおじさんをあとに残して、リィトは財布を鞄に戻して駆け出した。

　土地を購入しても無一文になってしまったのでは仕方ない。

　購入資金の他にも、がっつり稼いでおかないと。

　ギルドなんていう人間関係の巣窟に足を踏み入れなくたって、できることは、あるはずだ。

「じゃ！」

　駆け出すリィトの背中を呆然と見つめる受付のおじさん。

「いやぁ、いい土地って……こんな荒野が？」

　妙な子だ、と呟いて、あれこれと書類を取り出す。

　普通なら虚言としか思えない「昼過ぎまでに大金を稼いでくる」という言葉だが、とりあえず登記の用意だけはしておこうと思ったのだ。




◆




「うーん。とはいえ、どうしたものかなぁ」

　リィトは街中を歩き回りながら考える。

　手数料と登録料で、数百万円相当が必要らしい。

　時間をかければ稼げなくはない金額だ。

　帝国で冒険者をしていたときには、国から発注されるクエストをこなして賞金を得ていた。危険で難易度の高いモンスター討伐などは金貨五百枚から千枚ほどの成功報酬を得ることができた。

　だが、そんなクエストは年に数本出るかどうかだし、北大陸では新たにモンスターは出現しない状況になっている。対魔百年戦争は帝国の勝利に終わったのだ。

「となると、経済活動になるけど……」

　なるべく、高く売れるものが必要だ。

　リィトにできるのは、植物を育てること。

　農作物はあまりに作りすぎれば価値が暴落する。たくさんあっても、人間が食べられる量には限りがあるからだ。

　ならば加工品の材料で、保存がきくものがいい。

　なるべく単価の高いものであれば、さらに好ましい。

「まずは、市場調査かなぁ」

　街角の貼り紙いわく、ちょうど商人ギルドの主催する大型バザールが開かれているらしい。

　なにかヒントがあるかもしれない。




「おお、これはすごい！」

　バザールは大賑わいだった。

　客寄せの威勢のいい口上や値切り交渉をする軽妙なやりとりがあちこちから聞こえてくる。

　きょろきょろとしているリィトに声をかけてくる商人がいた。

「へい、らっしゃーい！　ミーのお店によっていくニャーッ！」

「わっ、えっと」

　猫人族だった。

　やばい、もしかしたら昨晩の子か？

　そう思ったが、どうやら別べつ猫人じんのようだった。昨日の子はふわふわの白い髪と毛足の長い尻尾が印象的だった。

　目の前で耳をぴこぴこさせているのは、赤毛で毛足が短い尻尾を持っている。

「ミーの名前はミーア。商人ギルド『黄金の道』で一番の商人ニャーッ」

「へぇ、やり手なんだ」

「もっちろん！　見るニャ、この品揃え！」

　ずらりと並んでいるのは、色とりどりの硝子瓶。

　効果効能と値段が書かれたポップが、わかりやすくてお洒落だ。

　売り子をしているミーアの元気なキャラクターとも、よくマッチしている。

「これ、全部ポーションかい？」

「そうニャ！　最近は品薄続きのポーションも、ミーの店ならちゃーんと手に入るのニャ！」

「え、品薄？」

「市販ポーションの最上位、『ハイポーション』が全然手に入らないのニャ。傭兵ギルドや探検ギルドとかの戦闘系のやつらがピリピリしてて困るニャー」

「それって理由は？」

　ギルド自治区のポーションは、薬師ギルドが製造販売していると聞く。工房が爆発でもしたか、ストライキでも起こったか。

「原材料不足ですニャー……ハイポーションの原材料、赤ベリーが日照りや嵐で壊滅したのニャ……野生で採れる量なんてたかが知れているし、畑で育てると薬効が落ちるしでニャー」

「ふぅん」

　リィトは、店頭に置かれている妙なものを指差した。

「赤ベリーってのは、これ？」

「そうニャ」

　ころん、と一粒。

　ベリーの実が、いやに恭しく店先に置かれている。宝石を置くようなベルベットの台に鎮座しているのだ。それほど貴重ということなのだろう。

「ミーが死ぬ気で仕入れた一粒なのニャ！」

　店先に陳列されている、真っ赤に輝く木の実。

　リィトはそれを買うことにした。

　なんと、銀貨シルバ一枚の値段。

　正直、かなり高い。感覚としては、五千円程度だろうか。

「まいどありニャ！」

「これって、相場が銀貨一枚なのかい？」

「まさか。高騰してるにゃ。普通ならカップに山盛りで銀貨三枚ってところかニャー」

「ちなみにハイポーションは一本いくらだっけ」

「今だと、大金貨ゴルゴルド二枚だニャ」

「大金貨!?」

　家や土地の取引に使う通貨を、ポーションに？

　とんでもない高騰じゃないか。

「要するに市場にはないと思えって感じニャ……安いときには、銀貨シルバ二枚か三枚、安売りなら銀貨一枚だニャ」

　つまり、本来はハイポーションが買えるような値段で原材料の赤ベリーがたった一粒を買うような、異常事態ということか。法外な値段での売買でも採算がとれないほどの状況といえる。

　なるほどね、とリィトは唸る。

「ふーむ……」

　見つけてしまった。

　これ、ビジネスチャンスだ。

「ねぇ、ミーアさん」

「なんニャ？」

「もし、赤ベリーを定期的に供給できる……しかも、それはミーアさんに独占して卸すって話が舞い込んだら、どう思う？」

「やべぇ奴らのシノギだと思うニャ」

「もし、全然ヤバくない人の良心的な商売だとしたら？」

「絶対に食いつくニャ！　でも、そんなウマい話はないのニャ……」

「おっけー、ちょっと待っていてくれるかい」

　リィトはバザールの開かれている公園の裏手にある空き地に駆け込む。

　先ほど買った一粒銀貨一枚の超高級赤ベリーを地面に置く。

「――芽吹け、育て、繁殖せよ」

　赤ベリーが、たちまちリィトの周囲に生い茂る。

　たわわに実った赤ベリーを丁寧に収穫して、証拠隠滅のため、残った低木は『生命枯死』の魔導で土に帰ってもらった。

　リィトがいたロマンシア帝国では、ポーションが品薄になったことなど一度もない。

　安いポーションから、最高級のハイポーションまで、すべてにおいてだ。

　原材料の栽培については、植物魔導を使ってリィトが一手に担っていたからである。

　供給も値段も安定していたものだから、まさかポーションで大金が稼げるとは思わなかった。

「って、しまった。入れるものがないな……」

　急いで買ってきた籐のカゴ一杯の赤ベリーを、ミーアの店に持っていく。

　少し遠くから様子を観察してみる。

　ミーアの店の様子はごみごみと繁盛することもなければ、客足が途絶えることもないといった感じ。ただ、目の肥えていそうな買い手が満足げな顔をしているのが目立った。

　たぶん、彼女は幼く見えるがいい商人なのだろう。

「……もうひとつ、カゴを買っておこう」

　リィトはもうひと仕事をしてから、ミーアの店を訪れた。

「これ、よかったら買い取ってくれないかな」

「ニャーーっ！　あばばばばば」

「赤ベリーだよ。カゴいっぱいにある」

「はわわわ」

「こっちが干した加工品。これでもポーションの原材料にはなるはず」

「保存がきくやつ！」

　乾燥させた赤ベリーは少しかさが減っているが、生のものと同じくらいの量はある。

　大きな街なので、魔導師がいる商店がすぐに見つかって助かった。

　植物魔導だけでは上手に乾燥させるのは面倒なため、風魔導を使える魔導師を探して依頼したのだ。口止め料として、乾燥させた赤ベリーの何割かを渡す羽目になったけれど。

「これ、君に預けられるかな。もし希望するなら、定期的に卸せる状態にあるよ」

　赤ベリーの種子は、すでにより分けて保存してある。

　腰を据えて栽培できれば、量産は難しくないだろう。

　乾燥も急がなければ、天日干しでできるだろうし。

　ただし、一気に売ってしまえば、市場価格が下がってしまう。

　品薄・高騰の状態をある程度維持しつつ定期的な購買ルートを自分だけが握っている状態――それがミーアにとっては理想なはずだ。

「じゅるり……」

　ミーアがリィトの持っているカゴと、リィトの顔を何度も見比べる。

「い、いくらニャ！　いくら欲しいのニャ！」

「……これくらい。手付金でね」

　リィトはミーアに金額を提示した。

　今まで溜め込んできた全財産を土地の購入で放出する予定のリィトとしては、譲れない。

　値切られたときのための保険と、もし交渉が成立した場合に少しでも手元に残るように、金額を上乗せした形。

　決して安い金額ではないが、ミーアは真剣に検討してくれている。

「なるほど……うん、わかったニャ！」

　ミーアはしばらくじっと考えて、取引が妥当だと判断を下した。

「このビッグチャンスをものにするには、猫も虎になってガオーッと他人の家を襲撃しなきゃいけないニャ」

「……。虎穴にいらずんば虎児を得ず的な？」

「ニャ？　よくわからにゃいけど、そゆことでいいニャ！」

「……うん。とにかく、これで交渉成立だね」

「だニャ！　……ほんとにヤバいスジの若旦那とかじゃないのニャ？　絶対に本当ニャ？」

「違う違う、そこは安心してほしい」

　というか、ヤバいスジの若旦那がいるのか、この世界にも。

「それなら安心ニャ！」

「あ、でも仕入れ先は今後はちょっと遠いところになるけど」

　購入予定の土地の場所を伝えるとミーアは少し驚いた顔をしたけれど、必ず買い付けに行くニャ、と意気込んだ。

「ところで、お客さんの名前は？」

「リィトだ」

　名前も知らない初対面で大口取引。持ち込んだ商品とリィトの主張の妥当性を検討して信用してよいと判断をしてくれたのだろう。

　リィトを肩書きや前情報ではなく、行動で判断してくれた。

　そう考えると、ちょっと嬉しくなってしまう。

「ありがとう、ミーア。交渉成立だね」

「やったーっ！　これでノルマ無視してだらだら寝てた分の借金を全額親方に返せるニャ！」

　ミーアは大喜びした。

　……本当に、いい商人だよね？




◆




　ミーアから受け取った手付金を持って土地管理局に戻ると、受付のおじさんが驚いたような嬉しいような複雑な表情でリィトを出迎えてくれた。

「本当に戻って来やがった、まだ昼休憩前だってのに……」

「すみません、休み時間間際に」

　ランチタイム前に大きな仕事が舞い込んでくると、わりとウザい。

　前世でも勤め人としての経験はそれなりにあるため、気持ちはよくわかる。

「……ふん。そういう気遣いをしてもらえるだけで、ありがたいですよ。世の中、受付係はなにを言ってもいい自律式ゴーレムかなにかだと思っているやつが多くて困りますよ。まったく」

　ぽろりと受付業務の闇を垣間見せるおじさんに、土地購入分の硬貨と事務手数料を耳を揃えて渡す。

　リィトが持参したミスリル貨と、ミーアに取引の前金としてもらった大金貨ゴルゴルドだ。

　何度も数え直して、受付のおじさんは大きく頷いた。

「これで売買契約に入れますね……まだ若い坊やかと思ってたら、あなたホントに、いったい何者ですか？」

「ははは……まぁ、このとおり帝国出身で」

「見ればわかりますよ、紋章付きは目立ちますから」

「ですよねー……近くに服屋ってあります？」

「服飾ギルドの小売店が二つ隣です」

「あとで行ってみます」

「……あと三十分でタイムセールですよ」

　ぷい、と書類に視線を戻しながら、おじさんが小声で教えてくれる。

　めちゃくちゃ親切なおじさんだった。




　登記と支払いの準備は日没までには完了するらしい。

　迅速な対応だ。おじさん、ありがとう。

　リィトはそれまでの時間潰しに、少し街をぶらついてみることにした。




◆




　うーん、とリィトは伸びをした。

　タスクを終えてぶらつく街。

　うん、とても晴れやかな気分だ。

　露店で買ったソーセージとバゲットをぱくつきながら、ガルトランドの街を歩く。本当に、活気のある街だ。帝国からの旅人を珍しがっても、誰もリィト個人のことなど気に留めない。久しぶりの行楽をリィトは楽しんだ。

「これ、本当に似合ってるかな」

　服飾ギルドのタイムセールに行くと、店員のお洒落な女性に取り囲まれてアレコレとコーディネイトしてもらえた。

　ざっくりとした素材のシャツとゆったりとしたズボン。

　リィトのリクエストもあり、アウトドアに適した素材でできている。

　そして、なかなかにお洒落だ。

　タイムセールということもあり、かなり安く着替えを手に入れた。

　服を着替えてしまえば、すっかりリィトは街の雑踏に溶け込むことができるようになったようで、視線がほとんど気にならない。モブだ、やったね。

「……とはいえ、これ以上は無駄遣いできないな」

　土地を買ったあとに残った金は、だいたい三十万円ほどだった。

　このあとの生活の準備にかかる金もあるわけだから、ほとんど無一文に近いだろう。

　破格の値段で広大な土地を買えた。

　明日からは、リィトは開拓者だ。

　誰もいない土地、なににも縛られない時間。

　好きな植物を思いっきり育てる自給自足の生活が始まる……最高だ。ちょっと考えるだけでも、心が踊る。

　ひゃっほぅ、と叫び出したい気分だ。

「そうだ。苗とか種子を仕入れておこう」

　リィトの植物魔導はとても強力だ。

　けれど、あくまで生長や枯死を司り、品種改良などができる能力なわけで――つまりは、種子や苗がないと始まらない。

　逆を言えば、種子は絶対に発芽させられるし不意に枯らしてしまうことはほぼない。種なら数粒、苗もあれば畑いっぱいに繁殖させられる――リィトは自分の能力に感謝した。

　手持ちの金で色々な種子を試せそうだ。

　戦闘用に持ち歩いている種子はあるが、そんなものを育てたいわけじゃない。そういうのは、もうたくさん。

　美味しい野菜に、瑞みず々みずしい果物。

　それに、ちょっと変わった花なんかを開発するのもいいね。

　ただし、あまり魔導魔導に頼りすぎないスローライフが理想だ。

　チートを使って楽しいのは、最初だけ。

　――上手くいきすぎては、何事もつまらないからね。
















２章『植物魔導師、荒れ地に立つ』










第４話『ここをキャンプ地にしようと思う』




　ギルド自治区ガルトランドから、鈍行の馬車で一週間。

　のんびりした旅の果てに、リィトは購入した土地にたどり着いた。

　上南大陸の境目にあるギルド自治区ガルトランド。

　南大陸は、ガルトランドを中心に開拓が進められている真っ最中だ。

　リィトの購入した土地は、一応は開拓されてガルトランド所有になってはいるけれど、ほとんど未開の地といった様子らしい。

　ここまでの道中、めぼしい遺跡や狩り場の近くには街や集落もあったけれど、このあたりには人っ子ひとり見当たらない。もはや、陸の無人島といった感じだ。

　ひとつ、平地が確保されていること。

　二つ、敷地内に川が流れているか泉が湧いているか……とにかく水場があること。

　そして、三つ目は――それなりの荒れ地であること。

　リィトの示した条件のうち、ひとつ目と三つ目はしっかりクリアしているようだ。

　しかし。

　書面上では、それなりには植物が自生している土地だとあったのだけれど、実際にリィトの目の前に広がっている光景は違った。

「……思っていた以上に荒れ果ててる」

　荒れ地だ。

　大地はひび割れ、地面からぴょんと生えた草は枯れている。

　雑木林があるけれど、まったく生気がない。

　一応、地図上では大きめの泉がありそこから川が流れているはずだが、視界に入る範囲では確認できなかった。

　そこそこ広い面積の土地を買ったので、それは仕方ないけれど。

「これって、こんな……」

　リィトは震えた。

　書面上でも、あまり豊かな土地ではないと思っていた。

　けれど、予想以上だ。こんな酷い荒れ地だなんて――、

「最っっっ高だーっ！」

　晴天に拳を突き上げる。

　やった、やったぞ！　最高のシチュエーションだ！

　何度も叫んで、飛び跳ねた。

　リィト・リカルトは燃えていた。

　すごい、やったぞ、最高だ。

　見渡す限りの荒れ地から、自分だけの理想の土地を作り上げられるんだ。

　乾燥した土地もあれば、書面が正しければ湿地もあるはずだ。

　たったひとりしかいない開拓隊だから、一気にはできないけれど――やることは山積み、やりたいことはてんこ盛り。

「すごい、こんなワクワクするのなんて……いつぶりだろう……っ」

　リィトは思わず、目を閉じる。

　こんなに気持ちが震えるのは、この世界に転生してきたとき以来かもしれない。植物魔導適性という能力のおかげで、たくさん楽しいことはあった。リィトの性分にぴったりの植物魔導を突き詰めて、めちゃくちゃ強くなってしまった。反面、そのせいで時間が経つにつれてリィトには選択の余地がなくなっていってしまったのだ。




　けれど。

　今は、自由荒れ地が目の前に広がっている。




「ふふ、ふふふっ」

　リィトは背負っていたバッグを地面に下ろす。

　色々と買い込んできた種子と苗を取り出した。

　野営用のテントと煮炊きのための道具も一式揃っている。

「……お前は、もう少しだけ待っててくれよ」

　小さな瓶に入れられた、青く光る不思議な種子。

　帝都にいれば大図書館で調べることもできたはずだが、この土地ならば実際にこの種子を育てることができる。

　どちらが面白いかなんて、明白だ。

　テントの設営、開始。

　汗水垂らして、悪戦苦闘。

　寝泊まりのできるキャンプが完成する頃には、すっかり日が暮れていた。

「うーむ、結局ちょっと魔法でどうにかしてしまった」

　テントを支えるポールがどうしても立てられなかったので、持ってきた種を『生長すく促進すく』で育ててポール代わりにした。

　テントを夜露や突然の雨から守ってくれる天蓋、いわゆるタープがないのも不安だったので乾いた土地でも育つ木の種子を蒔いて茂らせてしまった。

　西の地平線が薄紫色に染まり、もうすぐ夜が来る。

　薪にするのに適した木を一瞬で育てて、切り倒す。

　切ったばかりの水分が多い木材は焚き火には適さないので、『生命しお枯死しお』で少し乾かそうと思ったのだが――。

「あれ、おかしいな」

　上手に乾燥せずに、薪のほとんどがカラカラになって朽ち果ててしまう。

　枯葉と枯れ枝はたくさんできたけれど、火を付ければすぐに燃え尽きてしまうからゆっくり焚き火をすることはできない。

「ふむ、雑木林で拾ってくるしかないかぁ」

　そもそも、枯死と乾燥は違うのだ。

　時間をかけてゆっくりと乾かすのが、長く燃える薪を作るコツなのだろう。

　最初の夜から、ちょっとした課題発見。

　いいね、面白い。

　メモ帳に「薪作り研究」と書いた。

　メモ帳といってもガルトランドの市場で鉄イ貨アン一枚で投げ売りされていた紙の束を束ねたものだ。むしろこういうハンドメイドがいいのだ。

　メモ帳には「謎の種、育てる」とか「ログハウス作り」とか色々と書いてある。やりたいことメモをじっと眺めてしばらく考える。

　うん、全部楽しそうだ。

　でも、本当にやるべきことは。




　――好きなことをして、楽しく自由に暮らす！




　リストの一番上に、大きく書いた。

　よしよし、これでいい。

　やり込みがいのある毎日の始まりだ。

　少し離れた場所に立ち枯れた木を数本見つけたので、そこにブドウの種子を蒔いた。ブドウのツルが枯れ木に巻き付いて見事な棚を形成する。

　乾いた土地で育てるのに適しているフルーツだ。今夜の夕食にしよう。

　ぷちん、と瑞々しく弾けるブドウの実を噛みしめて空を見上げる。

　ここはリィト独りしかいない、リィトだけの領地。

「ここが僕のキャンプ地だ！」

　都会では見られない満天の星空に、リィトの声が響いた。










第５話『人工精霊と謎の種Ｘ』




　翌朝。

　テントに朝露がついているのか、ひんやりとした空気にリィトは覚醒した。

　いや。

　寒いのは朝露のせいだけではない。

　とてつもなく冷たい視線を感じて、リィトはゆっくりと瞼まぶたを開けた。

　リィトの体に馬乗りになって、じぃっとリィトの顔を見つめている無表情な美女。透き通るような白い髪に、紅玉色の瞳。

　年齢はリィトよりもわずかに年上、といったところだろうか。

　聡明そうな顔つきに、氷の美貌。よく通る、抑揚の希薄な声。

　手足はすらりと長く、これまた白い服を着ている。

　この世界から薄皮一枚とちょっと浮いている。なぜってその輪郭はわずかに、ホログラムというかピクセルっぽい虹色の四角に揺らいでいる。

　人工精霊タルパ。

　名はナビ。
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　転生者として過ごしている中で、ひょんなことから生成してしまったリィトの守護者だ。いや、保護者というか、なんというか。

　とにかく、とても便利で、

「……我が主人あるじリィト・リカルト、起床を要求します。ナビが寂しいので」

　とても、口うるさい。

　人工精霊タルパは失われた古代魔導の奥義で、帝国では半自律式魔力生命体とか名付けられたはずだ。まだ存在自体が極秘扱い。

　モンスターが湧き出てくる地下遺跡ダンジョンに潜入した際に偶発的に発見された技術だ。

　数体の人工精霊タルパが宮廷魔導師によって捕獲され、トップの魔導師たちによって実験的に使役されている。もっとも使役といっても命令されて動く雑用人形程度だけれど。

　だがナビは自律型の人工精霊タルパだ。自分の意思で動く。

　特別製――色々あってリィトが一から創り上げた人工精霊タルパだ。

　今のところは人工精霊タルパはリィトにしか作れないが、研究成果を根こそぎ帝都に置いてきた今となっては、他の魔導師が再現する可能性もなくはない。まぁ、相当に時間はかかるだろうけれど。

　人工精霊タルパにとって主人の命令は絶対だ。

　前世でいえば、「Hey,si○i！」と呼びかければアプリを起動したり明日の天気を教えてくれたり、ちょっと小洒落たやり取りをスクショさせてくれたりする存在のようだ。

　けれど、ナビは少し違う。

「マスター、返答を要求します。寝過ぎて脳みそ腐りましたか」

　ひとりの、人格ある精霊だ。

　リィトがそうあってほしいと考えて、そう作ったから。

「おはよう、ナビ。久しぶりだね」

「笑顔で誤魔化すおつもりなのですね、マスター」

　だからちょっと口も悪いし、寝起きの主人のほっぺたにけっこうな強さでグリグリと人差し指アタックをかましたりもする。

「おーきーろーでーすー」

「な、ナビ。わかった、起きてるから」

　痛い、だいぶ痛い。

　ナビが無表情な、けれど明らかに非難する視線でリィトを見下ろす。

「起動リクエストが長期間なかったため、ナビは緊急モードにて顕けん現げんいたしました。マスター、なにがあったのですか」

「なにが、かぁ……」

　リィトはもごもごと誤魔化した。

　相手も意思ある精霊だ。悪いとは思っているのだけれど――やっぱり、上手く丸め込みたいところだった。

　ナビはこう見えて、リィト過激派。

　本人がなかば望んでいたことであっても、宮廷を追放されたなんて知れば三ヶ月くらいはノンストップで帝国と同僚を罵り続けただろう。

　義憤に駆られてのこととはいえ、リィトを思ってのこととはいえ。

　正直ちょっと面倒くさいので、帝都を完全に離れるまではナビを休眠モードにしていたわけだけれど。

（起動を完全に忘れてたとか言えない……！）

　じーっと穴があくほど見つめられると、罪悪感がすごい。

　見ないで。

　そんな、穴があくほど見ないで。

「……マスター。あなたがナビの力をなるべく使わずに過ごしたいという考えなのは理解しています」

「うん」

「しかし、マスターに求められないとナビは悲しく思います」

「うん……ごめん」

「人工精霊タルパは自律駆動をする道具です。道具なのです、マスター」

　ナビは「道具です」と念押しした。

「――道具は、使われないと寂しいのですよ」

　声に少しだけ感情が滲にじんでいる。

　リィトは素直に頭を下げた。

　それなりの期間一緒に過ごしてきたナビのことを道具だとは思っていないけれど、ナビの言葉を否定するのもちょっと違う。

　正直に、今に至るまでの経緯を伝えた。

　かなりマイルドに伝えた結果、ナビが帝国や同僚たちを口汚く罵るターンは一時間ほどで収まった。かなりの戦果だ。ただし、その内容はとてもではないが人に聞かせられないものだった。

「……完了ふぅ、スッキリしました」

「スッキリとかするんだ、道具なのに」

「マスター、なにか？」

「なんでもありません」

「……頼みますよ、マスター。ただでさえ、道具に疑似人格を与えている時点でちょっとアレでアレなのですから」

「アレって言うなよ！　せっかくちょっとしんみりしてたのに！」

　リィトがツッコミをいれると、ナビは少しだけ嬉しそうに微笑んだ気がした。

「――ご下命を。マスター」




　人工精霊タルパ、ナビ。

　ナビゲーターのナビだ。




　リィトが転生者としてこの世界ハルモニアにやってきたときに、自分にだけ聞こえる声があることに気がついた。

　いわゆる、ゲームのナビゲーター的なシステムメッセージ。

　植物魔導にのめり込む前のリィトにとって、ちょっとした鑑定や索敵、マッピングなどをこなしてくれるその声は相棒のようなものだった。

　リィトは転生してから、ナビの存在を隠し続けていた。

　見せびらかすようなものでもないし、悪目立ちもしたくない。そもそも、ナビの存在は他の人には認識できなかったのだ。

　それに、なにより。

　なんでもかんでも、上手くいったらつまらない。

　試行錯誤が楽しい。

　ナビの声は転生したときから聞こえていた。

　始めは、ただの音声ナビゲーションだった。

　ある日、リィトは音声に話し掛けてみることにした。

　たしか、朝食が美味しかったとか、天気がいいとか、そんなことを。

　少し戸惑ってから、音声はリィトに返事をした。

　それから、リィトと音声の間に不思議な友情が育まれていった。

　――ある地下遺跡ダンジョンの隠し部屋に、人工精霊タルパを生成する古代魔法が隠されていた。

　リィトはその魔法を使って、ずっと自分に寄り添ってきてくれた音声に精霊としての体を与え、ナビと名前を付けた。

　――便利なナビゲーションではなくて、気の置けない相棒になってほしかったから。

　そうして生まれたのが人工精霊、ナビ。

　自分を道具だと言い張るくせに、寝ぼけ眼のリィトを勝手に叩き起こしてドヤ顔をしている愉快な相棒だ。

　気が乗らなければリィトの頼みも普通に断る人工精霊タルパに、リィトは久々に、頼み事をした。

「マッピングを起動、頼んだよ」

「了承。マスターを中心とした半円状の地形測量を開始します――」

　誇らしそうに嬉しそうに、魔導を起動するナビ。

　今日は機嫌がよさそうだ。

　やっぱり、ナビはただの道具なんかではない。
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　ナビの簡易マッピングでちょっとした地図を作成した。

　久々にリィトの役に立って満足したナビは、また休眠モードになってくれた。人工精霊タルパは主人の意思と連動している。呼び出せば起動し、そうでなければ休眠しているのが基本だ。

「さて、と」

　地図とペンを片手に、周囲を歩く。

　細かいところは修正が必要なのも、リィト好みだ。

「平地はここだけで、あとは雑木林や山地か……川の様子を見ると、たぶん泉は山の中に湧いてるんだろうなぁ」

　今回買い取った土地は、東に山がある。南には深い森、西には断崖絶壁と荒れた海。北部だけは平地が開けているので曖昧だが、それらがリィトの土地の境界線ということになっている。

「ま、近くに誰も住んでいないけどルールは守っておいたほうがいいからね」

　土地を勝手に使うのは、当然よろしくない。

　悪目立ちすることは避けたいし、そもそも買った土地だけでも広大だ。焦って権利のない土地まで手を伸ばす必要もない。

「せっかくだし、少し山登りでもしようかな」

　むこうに見える、東の山。

　山肌にはある程度木々が茂っているようだし、もっと近くに寄れば土地の状況も少しはマシだろう。地図上では確認できる川がないのが気になるところだから、水場を探しておきたい。

　植物魔導で土質改善をすることもできるが、なんでもかんでも魔法頼みじゃ芸がない。

　テントを畳んで、リィトは歩き出す。

　牛車もない徒歩での移動は、久々のことだ。
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　数時間後。

　歩いても歩いてもたどり着かない東の山に、ちょっと心が折れそうだった。

　道中はなだらかな丘がずっと続いていて、登り坂だったのもキツい。

「はぁ……はぁ……」

　やばい、死にそう。

　植物魔導で作り出した、いい感じの棒というか、杖というかにもたれかかって大きく息をつく。余談だが、こういった冒険にはいい感じの棒が必要だ。

『ここからここまで、俺の陣地！』

　とか、そういう楽しいやり取りには欠かせない。まぁ、ナビに言ってみたところ無視されてしまったけれど。

　いい感じの棒は、本当であれば拾うのがベストだが、この土地にある枯れ枝はどれも脆もろくて、冒険の相棒としてはちょっと頼りなさすぎた。

　歩きに歩いて、東の山は、目の前だ。

　いや、ずいぶん前から体感としては目の前だった。

　歩いても歩いても、麓ふもとまでたどり着かない。

　開けた平原と山の大きさのせいで距離感がバグっていたらしい。ふ、不覚。

「くぅ……きっついぞ……」

　さらには、先ほどからずっとなだらかな登り坂が続いている。

　この丘を超えれば、山の麓まではもうすぐだろう。

「ま、魔導で……全部やったら……つまらないし……」

　こういう苦労も楽しみのうち。

　そう言い聞かせる。

　……いや、違うだろ。

　リィトは思い直す。

　ちょっとしたやり込みゲーマーだった前世でも、『やり込み』には時間をかけてもマップ上の移動に労力を費やしただろうか？　いや、ない！（反語）

　折しも、自力で丘のてっぺんまで登りきったところだ。

「よし……やるか」

　ツル科の植物の種子を革袋から取り出して、足もとに蒔く。

「――すくすくと育て」

『生長促進』の魔術によって、すぐに蔦つたが伸びていく。

　伸びた蔦が種子を運び、運んだ先でまた芽吹いて育つ。

　太いツルが二本、緩やかに蛇行しながら丘の下まで伸びていく。

　二本のツルを繋ぐ枝が、等間隔に茂る。

　――そう、レールだ。

「あとはトロッコだな」

　足もとに蒔いた種子に手をかざす。

　もう一度、『生長促進』。

　ツルは育って絡み合い、リィトの思い描いた通りのトロッコに姿を変えていく。まるで、なにもない空間からトロッコが出現したように見えるだろう。

　この世界にはありふれた植物だが、何世代もかけてリィトが品種改良を施したものだ。リィトの魔力と相性がよく、植物魔導の基礎である『生長促進』だけで様々なことができるようになった。

　ベンリ草。

　リィトは、この可愛いツル科の植物にそう名付けていた。

　センスとか知らない。わかりやすいのが最高。

　とにかく、レールとトロッコ作りなど朝飯前なのだ。

「……よぅし、仕掛けは流々だ」

　出来上がったトロッコに乗り込む。

　真円に育ったツルは、レールとしっかりと噛かみ合った。

　あとは仕上げをご覧ろうじろ、だ。

　トロッコに荷物を載せて、ぐっと押す。

　丘のてっぺんから、トロッコはゆっくりと動き出す。

　車輪が充分に回転し始めたところで、リィトは自分もトロッコに乗り込んだ。ガルトランドの服飾ギルドで買った服は、機能性にも優れているらしい。

「いっけぇ～！」

　傾斜によってぐいぐいと加速していくトロッコ。

　普通の車体ではなく、あちこちから枝や葉っぱが飛び出しているベンリ草トロッコだ。少しの不安はあるけれど、一応はリィトの魔導でブレーキはかけられる。

　もちろん、速度を操る魔導なんて使えないから、太めの枝で車輪を挟み込んで抵抗をつけて減速させる仕組みだけれど。いわゆる、ディスクブレーキというやつ。

「おお、おお～！」

　走る、走るぞ。

　自作のトロッコで、風を切って斜面を走り下りていく。

「ひゃっほーぅ！」

　これは、最高だ。

　ジェットコースター的な楽しさがある。

　もしかしたら、動力さえどうにかなれば、下りだけではなく登りもどうにかなるかも。そうなれば異世界に列車が開通か……面白いかもしれない。

　この世界ハルモニアは、動物と荷車に移動が頼りきりだ。

　旅もそうだし、輸送もそう。

　こないだの戦では、モンスターどもに奇襲をかけるためにレア属性の氷魔導師を集めてソリで高速移動をする作戦をとったこともあった。

　でも、それは一度きりの奇策として忘れ去られている。

　魔導という技術を限られた人間、つまり魔導師たちが抱え込んでいるせいで、まったくもって世の中はつまらない。人々はアクセク働くばかりである。

　そんなことを考えていたときに、ふと思った。

「……これ、ちゃんと止まるか？」

　一応、ブレーキは取り付けてある。

　だが、思ったよりもスピードが出てしまっている。

　まずい、これはまずい。

「うわっ！」

　最初に構築したレールが途切れる。

　トロッコは爆速で直進した。暴走トロッコである。

　平野を爆走するトロッコの上で、リィトは腕組みをした。

「絶対まずいよな、これ、絶対まずい……！」

　進む先には、巨大な岩。

　この速度でつっ込めば、ただでは済まない。

　手持ちの草花の種子をすべて使ってもふもふのクッションを作ることはできるだろうが、種子の無駄遣いがすぎる。

　なにもないところから種子を生み出すことはリィトの植物魔導でもできないのだ。種子の仕入れにガルトランドまで戻るのも手間だ。種子を使うのは、できれば最終手段にしておきたい。

「ぶ、ブレーキ……！」

　車輪を強く挟み込む。

　急ブレーキをかければスリップの危険はあるけれど、岩に激突するよりはダメージが少ないと思う。

　一応は、高級ポーションの素である赤ベリーも少し持っているしね。

　ガガガガ、と耳障りな音とともに車輪を挟み込んだ枝がきしむ。

　なんだか焦げ臭い匂いがする。

　摩擦で枝や車輪が過熱されているようだ。

　白い煙も上がってきた。

　いきなり燃え上がることはないだろうけれど、これはまずい。

「けほっけほっ！　と、止まってくれ……って、あぁ!?」

　車輪が小石に乗り上げた、ガコンという衝撃。

　空高く投げ出されるリィトの身体と荷物。

「う、うわあああーっ！」

　まずい。

　このまま地面に叩きつけられたら、大怪我するぞ。

　リィトはポシェットから種子を取り出し、落下地点に投げつける。

　最終手段だ、しかたがない。命あっての物種である。

「すくすくと育て！」

　投げ出したのは、花の種子。

　セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケノザ、スズナにスズシロ。

　ナノハナ。

　コスモス。

　オミナエシ。

　ローズマリーに、ヤマツツジ。

　その他、諸々……によく似た、ハルモニアの植物。

　前世ではそんな風に呼ばれていた、色とりどりの花の種子だ。

　趣味で栽培していた花々を、一気に開花させる。

　柔らかい下草と低木の若草と花が、リィトの身体を受け止めた。

「……ぷはっ！」

　花のクッションから顔を出す。

　東の山が目の前に広がっていた。

　さきほどの荒野よりは柔らかい土。

　水を含んだ土の匂いがする。

　大の字に寝転がる。空が、青い。

「……ふふ、あっはは」

　いやぁ、本当に楽しいなぁ。

　種子の多くを使ってしまったが、まぁ、また集めればいい。

　振り出しからのスタートというのも、悪くないじゃないか。

　そんなことを思いながら、リィトは空を眺めて上機嫌だった。

　――投げ出された荷物が、ほとんど壊れていることに気がつくまでは。
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　テント。

　焚き火台、すすけたランプ。

　折りたたみテーブルと簡易チェア。

　……すべて破損してしまった。

「嘘だろ……」

　無事なのは毛布くらいだ。苦労して家財を運んだのに、まさか到着してすぐに破損するとは思わなかった。上手くいってばかりじゃつまらないとはいえ、これはツイてなさすぎる。

　リィト自身が身につけていたポシェットや貴重品は無事だったのが不幸中の幸いだ。

「ま、特にこいつが無事でよかったよ」

　謎の種Ｘ。

　隠居生活のお楽しみのひとつが、こいつの育成だ。

　数年間の宮廷魔導師としての社畜生活で得た退職金代わりだ。ここで紛失でもしようものなら立ち直れない。

　なくさないように、謎の種Ｘ入りの小瓶をポシェットの奥に改めて押し込んでおく。

「しかし、悠長なこと言ってられなくなったな……」

　テントも焚き火台も、簡易家具もなにもなくなってしまった。

　せめて今夜寝泊まりする場所くらいは確保しないと、野宿だ。それはさすがに、ちょっと嫌だ。

　仕方がない。

　ベンリ草の出番のようだ。




　さて、と。

　リィトはかろうじて無事だった杖を構える。

　別に杖なんてなくても魔法は使えるが、こういうのは気分が大切だ。

　宮廷魔導師時代は、「杖なんて使うやつはニワカ」みたいな風潮があったので無駄に指パッチンとかしていた。かっこいいと思うんだけどね、杖。

「まずは小屋だね。すくすくと育て！」

　杖を掲げて、『生長促進』の魔法を使う。

　リィトの魔力と相性抜群に品種改良したベンリ草が、リィトの思い描いていた通りの小屋を作り出す。

　見た目は完全にログハウスだ。

　高床式になっていて、もしここが水はけの悪い土地だったとしても床上浸水の心配はしなくてもよさそう。

　階段を六段上がると小屋をぐるりと取り巻く縁側というかベランダというか、という空間がある。鉢植えを育てたり、朝食を食べたりするのにもってこいのスペース。

　ドアの向こうは楽しい我が家だ。

　今回は種子をばら撒まかずに、色々と考えながら地面に配置した。

　小屋全体は広すぎないほうがいい。

　気ままなひとり暮らしだから、１ＬＤＫあたりがいいだろう。広々した３ＬＤＫなんて持て余すし、毎日の掃除が大変だ。

　こんなふうに建物自体の構造や間取りをイメージして種子を置くと、魔法での操作が最小限に済む。

　こないだの戦のときには、あらかじめ斥候に種蒔きをしておいてもらってモンスターたちの群れでいきなり発芽――というテロじみた作戦もとったわけだが、それと似たような考え方だ。

　準備八割、仕事は二割。

　これ、物作りをやり込むときの鉄則である。

　内装は思い描いたとおりの仕上がりだった。

　ベンリ草の匂いが瑞々しい、木の空間。

「ベッド、すくすくと育て！」

「椅子とテーブル、すくすくと育て！」

　最低限の家具も揃えたところで、日が傾き始めた。

　夕食はどうしようか。

「……ついでだから、家庭菜園の下準備だけしておこうかな」

　ひとりで管理できる畑の大きさをイメージしてみる。

　実際に農業や園芸をするのは初めてだから、小さめから始めよう。

　畑にするための土地を決めて、種子を置く。

　ベンリ草の種子だ。

　別にベンリ草をさらに育てようというわけではない。

　もの作り以外にも、こいつはリィトの手足のように使えるのだ。

「――すくすくと、育て」

　ぼこ、ぼこ、ぼこ。

　太く逞たくましいベンリ草のツルが、まるで大蛇がのたうちまわっているかのように土を掘り返す、掘り返す、掘り返す！

　生長と枯死を高速で繰り返すことで、まるで意思を持っているかのように動くベンリ草。

　リィトの力では、到底耕すことのできない深さまで容赦なく土を攪かく拌はんしていく。土に空気を含ませて、ふんわりさせるのがコツである。

　暴れ回るツルによって土がかき混ぜられていく。

　ベンリ草は、朽ちれば良質な肥料になってくれる。

「――朽ちて眠れ」

　ぴた、とベンリ草の動きが止まる。

　ぼろぼろと朽ちて柔らかくなった土の上に散らばっていった。

「よし、ちょっとは肥やしになるかな」

　作った畑の広さは、だいたい二十五メートル四方。

　大農場などではないけれど、リィトひとりが幸せに暮らすための畑としては充分な広さ。

　試しに、いくつかリンゴの種子を蒔いてみた。

　使い捨てではなく、これから手をかけて面倒を見る畑なので、木と木の間には適度なスペースを空けておく。

　今蒔いた種は帝都に出回っている、赤くて小さくてちょっと酸っぱいリンゴだけれど、これからは品種改良にチャレンジするのもいいな。

　蜜がたっぷり入ったリンゴを、久々に食べたい。

「すくすくと育て」

『生長促進』の魔導で、畑の一角が小さなリンゴ畑になった。

　実った果実をもいで、一口囓かじってみる。

　じゅわっと果汁が飛び出てきた。

「す、酸っぱい！」

　うん、やっぱり酸っぱい。

　それでも、長い一日で乾いた喉が潤った。

「……っていうか、これはクレームものだぞ？」

　リィトは土地管理局でこう言ったはずだ。

　なるべく平地で。

　人目につかない。

　水源の確保できる土地、と。

「全然、ないじゃないか。水源なんて」

　事前に見せてもらった地図によると、泉のようなものがあると記載されていた。そこから流れる川もあるはずだ。

　だが、まったくもって見当たらない。

「うーん……騙されたのか？　あのおじさん、そういうタイプには見えなかったけど」

　人は見かけによらない、とはいうけれど、彼が悪意ある人間には思えない。

　おそらくは、単純なミスによるものだろう。それはそれで困るけれど。

　とにかく、水の確保についても考えなくてはいけない。

　一応、荒れ地を開拓してのんびりスローライフをやり込もうという意気込みでここまで来たのだ。もしものときのために、水の確保のためのちょっとした策はある。

　水の問題は死活問題。あと回しにするのは気が引ける。

　畑仕事に使う水の調達は、ぜひ自分で取り組んでみたい。

　けれど、まずは自分が使う生活用水を早急に確保するべきだろう。

「……うん、ここまできたらやっちゃおうか」

　リィトは種子入れのポシェットから、その他の種子とは別に取り分けていたものを小屋の近くに埋める。一応は、これもベンリ草の一種。

「さて、上手くいくかな」

　さっそく、『生長促進』で育てる。

　地中深くに根が伸びていき、行き着いた地下水を汲み上げた。

「よし、あとはこうして……こう……っ」

　集中、集中だ！

　水を汲み上げることに特化したベンリ草は、地中に生えている部分はリィトの鳩尾みぞおちあたりまでの低木。

　リィトはその低木の枝に集中して、『生長すく促進すく』と『生命しお枯死しお』を繰り返す。

　ねじって、ひねって、管をつなげて――蛇口を作る。

「よし！」

　とりあえず見た目は、完璧に木でできた水道の蛇口だ。

　地中深くには、おそらく水脈もあるだろう。

　これだけ地表がカラカラに乾いていると不安だけれど……まぁ、なるようになるさ。

　期待半分、不安半分。

　おそるおそる蛇口をひねる。

　ちょろ。

　つー……。

「うん、少ない！」

　うん、水が出た。労せずして、清潔な水が出た。

　でも、とても少ない！

　リィトは前世の出張先で宿泊したビジネスホテルの水圧がまるでないシャワーを思い出していた。しかし、地下水脈までこんなに水が乏しいのだとすると、この土地は本当に乾いているんだな。先行きが不安だ。

「……ま、時間かければちゃんと水も溜められるし」

　これで、リィトが使うくらいの水は問題なさそうだ。

　となれば、もうひとつ。

「……種のひとつくらいは、育てられるかな」

　ベンリ草細工で、小さな鉢植えを作り上げる。

　軽石と柔らかく耕した土を鉢植えに重ねていく。

「うーん、埋める深さはこれくらいかな？」

　いきなり地植えにするにはリスクがある。

　まずは鉢植えで発芽させたい。

　大きさと形状からして、おそらくは樹木の種子のようだから、地面に植えるまでに苗木くらいまでは育てておきたいところだ。

　鉢植えの表面を、地下水で軽く湿らせておく。もう夜だから、水をやるのは明日の朝だ。

　植物魔導を操り、様々な植物の知識を蓄えてきたリィトすらも知らない謎の種子Ｘ――ついに、植えてしまった。

　いったいなにが育つやら。

　宮廷魔導師の資料室にあったということは、貴重なものであることは間違いないと思うのだけれど。正直、かなりドキドキする。

　それと同じくらい、ワクワクも。

　やりきった感とともに眠気に襲われたリィトは大きくあくびをした。

「ふぁ……ちょっと早いけど寝ようかな」

　鉢植えを眺めながらリンゴを三つ平らげて、リィトは新築の我が家に入った。

　寝室のベッドは、いい感じの雰囲気があるアンティーク調にしてみた。

　でも、マットレスがない。

　なにかふかふかの植物でも生やそうか、と少し考えたけれどリィトはそのままごろりと横になった。

　数少ない無事だった荷物に、毛布があったのがラッキーだ。

「……おやすみなさぁい」

　ナビも休眠モードだし、誰が聞いているでもないが、そう呟いた。

　満月が昇ってすぐにベッドに入ったのなんて、久しぶりだ。

　いいね、隠居生活っぽい。

　鉢植えはベッドサイドに作った、小さなテーブルの上に。

　東の山に面した窓から朝日も差し込むはずだし、ちょうどいい。この世界ハルモニアでも、お日様は東から昇るのだ。

　さあ、明日はなにをしよう。

　あれこれ思いを巡らせながら目を閉じると、すぐにリィトは眠りの世界へと落ちていった。




　――その窓の外に、小さな人影が動いていることにも気付かずに。










第６話『花人族』




　翌朝。

　謎の種子Ｘの鉢植えには（当たり前だが）なにも変化がないことを確認してから畑に出た。

　家の前の小さな畑で、リィトは首をひねった。

「あれ？」

　畑の一角には、リンゴの木。小さくて赤くて酸っぱいリンゴが生っている。

　不可解なのが、その隣だ。

「……んー？　こんなの生えてたか？」

　畑の一角に、見慣れない草が生えている。

　しおしおと萎れているが、なにかの野菜か薬草だろうか。

　葉っぱがハート型で、可愛らしい。

「ふむ、見たところベリー系の植物かな？」

　ポーションの原料になるベリー系の植物は、用途やランクによって実の色が異なる。けれど、葉っぱはすべて同じような見た目をしているため、見分けるのが難しい。ちまたには、苗木鑑別師という職業があるほどだ。

　リィトの見立てでは、おそらくは桃色の実が特徴の、春ベリーだろうか。ラズベリーにそっくりのお味がするので、リィトはけっこう気に入っている。『ラズベリーにそっくりで賞』をあげたい。

「まぁ、回復効果はそれほどでもないんだけどね」

　軍隊やモンスターと戦う冒険者御用達の回復薬ポーションの原料といえば、赤ベリーや青ベリー、そして超貴重種の金色ベリーなどだ。

　それに比べると、春ベリーは回復効果に乏しい。ポーションにしても人体への効果は期待できず、酸っぱいジュースにしかならない。

「こんなもの、誰が植えたんだろう？」

　昨日はこんなのなかったし、たった一晩でこんなに育つはずはない。

　謎だ。謎の草だ。

　キョロキョロと周囲を見回してみる。

　ふと、視界の隅でなにかが動いた。

　小さな人影が、昨日リィトが激突しそうになった大岩の影に隠れたのが見えた。というか、小さな足音も聞こえた。

「え、人……？」

　東の山と、荒れた土地。

　それくらいしかない場所で、人がいる。

　……心霊現象？

「え、やだやだ怖いんですけど!?」

　おばけだったらどうしよう。

　そういうのは苦手なのだ。

　でも、ただ草を植えてるだけの幽霊ってなんだ？

　畑を守るのは、リィトしかいない。

　おっかなびっくり、岩に近づく。

「だ、誰だい？　そこにいるのはわかってるんだぞ、手荒なまねはしたくないんだ」

　暴力的な植物繁茂による殲せん滅めつ戦せんを得意としていたリィトは力の加減が苦手だ。

　ガルトランドでチンピラを相手にしたときには、不意打ちで眠らせることができたからよかったけれど……真っ向から対決、しかも、植物魔導を使うとなると相手が無事で済むかどうかはわからない。とはいえ、リィト本体の戦闘力となると、だいぶ不安があるし。

「僕の畑に春ベリーを植えただろ？　勝手に畑に変なものを植えないでほしいんだけど……って、言葉通じるかい？」

　もしも、モンスターの類だとしたら例外的に知能の高い種類でなければ言葉による意思疎通は難しい。

　どうしたものか、と思いながら大岩に向かって杖を構えていると、蚊の鳴くような声がした。

「……う、あ、」

　鈴の転がるような、というにはあまりにか細い声。

　でも、確実に女の子の声だ。

「返事をしろ。人の畑に勝手に手を入れるのは……」

　おそるおそる、一歩足を踏み出した。

　岩陰には大きな花が咲いていて――、

「あ、うあ、こ……こわい、ひと……ですか？」

　その花が、振り向いた。

　振り向いて、喋しゃべった。

「え……女の子？」

　岩陰にへたり込んでいたのは、女の子だった。

　ピンク色の髪。

　花だと思ったのは、髪飾りだった。

　いや、違う。

「……髪に、花が咲いてる？」

　ピンク色の髪をゆるく編み込んでいるのは、植物の蔓だ。

　大ぶりの花が白く咲いている。

　髪飾りではなくて、本物の花だ。

　めちゃくちゃ、可愛い。

　花のように可憐な少女、という陳腐な比喩を受肉させたみたいなコテコテの美少女である。

「……ナビ、起きて」

　リィトが呼びかけると、空中にふわりと白い人工精霊タルパナビが出現する。

「――再起動完了おはようございます」

　その様子に、花みたいな美少女はぱちくりと大きな目を瞬かせる。若草色の瞳が特徴的だ。

　ピンク色の髪、葉っぱの色の瞳。

　ほぼ間違いないだろうけれど、一応。

「鑑定を頼むよ……この子の種族を教えて」

「了解しました、マスター」

　ナビは間髪入れずに、魔力による鑑定を開始する。

　頼れる相棒のはじき出した鑑定結果は、リィトが思っていた通りのものだった。

「――推定年齢は人族ニュートに換算して十四歳。身長、体重、スリーサイズは乙女の秘匿事項とします。種族は――花人族フローラと断定します」

「花人族！」

　この世界には、人族ニュートと呼ばれるいわゆる人間の他にもたくさんの種族がいる。ちょっとずつ、見た目に特徴があるのだ。

　猫人族や犬人族などは、帝都でもギルド自治区でも街中でよく見かける。

　けれど、花人族。

　開拓が進んだ土地では、姿を見ることがない。

　帝国がモンスターたちと長らく戦いを繰り広げていた北大陸では、リィトが知る限りはまったく目撃例がなかった。

　自然に生き植物を育むのに長けた、花人族。

　文献や伝聞では知っていたけれど、実在するとは驚きだ。

「そこの素敵なお嬢さん、最高だよ！」

「え、は、は、い……えっと……？」

「マスター。花人族からマスターへの警戒レベルが上がりました。少々行動がアレがアレで極めてアレなのでは」

「アレってなんだよ、アレって！」

「秘匿事項です。マスターの名誉に関わりますので」

「名誉毀損で訴えてやるぞ」

　リィトとナビが軽口をたたき合っていると、ふるふると震えている花人族の少女がリィトを上目遣いで見つめる。

「あ、こ、こわいこと、する、ますか……？」

　たどたどしい舌っ足らずの声で必死に話し掛けてくる少女の手には、春ベリーの苗が握られている。

　間違いない、畑を荒らしたのはこの子のようだ。いや、荒らしたといっても畑に作物を植えたわけで。むしろ、お手伝いだろうか。




　――リィトは少女に向き直る。

　――きみの名前は？

　――他に花人族はいる？




　どうして春ベリーを勝手に植えたの？

　色々と聞きたいことがあるけれど、まずやるべきことはひとつ。

「……キミ、大丈夫？」

　リィトは少女に手を差し伸べた。

　じっと自分を見上げる少女。

　その手に抱えている、春ベリーの苗にリィトは目を留めた。

「ん？」

　ハート型の葉っぱがキュートな春ベリーの苗。

　しおしおと元気のない葉っぱは、緑色が薄くて黄ばんでいる。さらには葉のところどころが赤黒く変色している。

　病気だ。

　植物の病気はやっかいだ。

　しかも、植物を育てるのに長けている花人族の少女が手を焼いているということはやっかいの中でもやっかいなものなのかも。

　震えている花人族の少女を怖がらせないようにしながらも、リィトは興味津々で苗に手を伸ばす。

「……もしかして、その苗が上手に育たないんじゃない」

「あ、あの……あっ」

　あわわ、と震える少女。

　まともに言葉を喋れていない。

　ナビが無機質な声でナビゲーションをしてくれる。

「花人族は開拓された土地には住まないため、人族ニュートの言語を理解しないというのが定説です」

「ふむ」

　少女は大切そうに苗を抱いている。

　他人の畑に勝手に苗を植えるほど、この苗を育てなくてはいけない理由があるらしい。

「安心して、大丈夫」

　リィトの言葉に、花人族の少女の表情が緩む。

「……君、名前は？」

「ふ、らう」

「フラウ？」

　こくこく、と花人族の少女はヘドバンかってほどに激しく頷く。

「そ、そう、です！　フラウ、が、名まえの、フラウなのですっ！」

　ものすごいカタコトだった。

　言葉が通じるのが嬉しくて仕方がない、という様子だ。

　どうやら簡単な言葉がわかるようだし、意思疎通はできるみたいだ。

「僕の専門は植物魔導だよ。それに元宮廷魔導師で――」

　肩書きで相手を安心させられるなら、安いものだ。

　人の噂が立つような人もいない荒れ地だしね。

　けれど、少女はきょとんとしてクビを傾げている。

「……？」

　ほほう、とリィトは唸った。

　この子には宮廷魔導師というものに関してなんの知識もないらしい。この分だと、侵略の英雄の噂だって当然知らないだろう。

　リィトは一気に少女に心を開いた。

　この子は絶対にのんびり隠居生活を送るのに脅威にはならない。

　と、同時に。

　リィトは春ベリーの病状を理解した。

「この苗の病気、僕なら治せるよ」

「……あ、え？」

　少女の目が、輝いた。




◆




　畑に戻って、春ベリーの前にしゃがみ込む。

　リィトの隣には、ちんまりと花人族の少女フラウが座り込んでいる。

「水切れと鉄欠乏。ベリー類、とにかく春ベリーは鉄分を食う植物だからね」

　リィトは説明をしながら、持ち歩いている鉄粉を畑に撒いた。

　昨日は土をほぐしただけなので、土壌の性質までは気にしていなかった。

「鉄粉を土に撒くのは、その場しのぎだけどね。君の苗を育てるだけなら問題ないだろう」

「……は、い」

　こくこく、とリィトの言葉に頷くフラウ。

　言っていること、わかっているのだろうか。

　リィトは作業を進めながら、この少女との距離感を測りかねていた。

　期待に満ちたキラキラの視線が、ほっぺたに突き刺さっている。

　う、うわ、か、か、かわい――

「マスター、困っていますか？」

「僕が植物のことで困るとかありえない」

「無自覚ですか。アレすぎます」

　春ベリーへの処置は、手早く終わった。

　昨日から出しっぱなしだった地下水をたっぷりとやった。あまり一気に水をやるのはいただけない。根腐れを起こさないように、注意が必要だ。

「――『植物つや治癒つや』。すこやかに治れ」

　リィトは春ベリーに手をかざす。

　生命欲を活性化する癒やしの力だ。効果は植物限定だけれど。

「まぁ、植物自身の治癒力を応援してやる程度だけど。病気の原因をきちんと取り除いてやらなくちゃいけないし」

　万能の治癒力なわけではないが、この世界ではリィトしか使えないオリジナルの魔導だ。

　ほとんどの魔導師は生涯をかけてオリジナルの魔術を開発することを目標にしているわけなので、規格外の力ではあるのだが。

　まったく、誰も植物に興味を示さないなんて信じられない。

　幼い頃、神童と呼ばれていたリィトを鍛えに鍛えてくれた師匠ですら、始めは「は？　植物ぅ？」とコンビニ前でガンつけてくる不良みたいな表情で首を斜め四十五度に傾げていたものだ。

　……あの日々を思い出すだけで、ちょっと胃が痛い。楽しかったけど。

　そんな思い出に浸りながら『植物治癒』を続けていると、春ベリーが応えてくれた。

　葉っぱの茶色く枯れた部分がなくなり、全体的にツヤが出てきたのだ。

「……お、来たね」

「あっ！　あぁっ！」

　フラウが、身を乗り出して声をあげた。

　春ベリーが蘇よみがえっていく。

　ぱちぱち、と手を叩いて喜ぶフラウの髪の花に異変が起きた。

「え？　……えぇっ！？」

　大きな花がひとつ咲いていた蔓のつぼみが、次々に開花したのだ。

　色とりどりの花が、フラウの髪に咲き乱れる。

　嬉しいと、花が咲くのか。

　初めて目にする花人族の生態に、リィトは感嘆した。

　植物好きのリィトにとって、文献で読んでいた花人族というのは興味深い存在である。うわ、見たことのない花が咲いてる！

　みるみる艶々になった春ベリーの葉っぱに、ぽたりと滴しずくが滴したたる。

　――フラウの涙だった。

「あ、りがと……ありがと、ございます！」

「へ？」

　ぎゅうっと、リィトは温かい体温と優しい香りを感じた。フラウだ。力一杯、リィトにぎゅうぎゅうと抱きついてきている。

「フラウのマスターへの好意が上がりました」

「ナビ、休眠オフ」

　ふわ、とナビが空中にかき消える。

　涙をこぼしながら「ありがと、ございます」と繰り返すフラウを、リィトは抱きしめ返す――セクハラとか言われないよね、大丈夫だよね。
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　彼女を抱きしめないという選択肢はなかった。

　だって、こんなに震えている。

「……春ベリー、すぐに収穫できるようになるよ」

「う、うぅ、あり、がとっ」

　ぽろぽろと泣いているフラウ。

「ねぇ、フラウ。君、もしかして……病人を助けたいんじゃない？」

「……っ！」

　驚きと尊敬の視線。

「退屈」とか「駄作」とかいう不名誉な花言葉がつけられるくらい、育てるのも簡単なベリー。ジュースの原料にしかならない春ベリーだが、この世界のベリー類なので治癒効果がある。けれども、とても限定的な治癒効果だ。

　春ベリー、――それは植物を癒やす植物だ。

　半分が植物である花人族も春ベリーを治療薬として使っているはず。










第７話『住民（花人族）を受け入れようと思う』




　東の山の奥に、集落があるとは思わなかった。

　花人族の隠れ里。

　山奥にある、樹齢何年だったか想像することすら不敬な感じの枯れ巨木。その木の虚うろや、そんじょそこらの若木の幹ほどもある枝に設えたツリーハウスが花人族の集落だった。

　巨木はすでに寿命を終えて久しいようだけれど、倒れることなく腐り落ちることなく花人族の暮らしを支えていた。

　フラウの家で、リィトは彼女の話を聞いていた。

　かなり辛抱強く、簡単な言葉で質問を繰り返す。

「フラウ、つまり君たちはこの春ベリーの実を使った水薬を常飲しているんだね。君たち、春ベリー、飲む？」

「ぁい」

「でも、一昨年から春ベリーが不作になってしまっている。しかも、今シーズンは苗を植えるそばから枯れてしまうと……これ、全部、枯れる？」

「ぁいっ」

「それで、春ベリーの水薬……僕らがポーションと呼んでいるものを飲んでいないと、君たち花人族は老人や子どもから弱って死んでしまう」

「ぁいっ！」

　集落の片隅で、フラウは涙ながらにリィトの事情聴取に答えていた。

（ふむ、水不足がかなり深刻みたいだ。山は潤っているから、地下水かなにかが通っているのかなぁ……）

　とにかく雨が降らない。

　不自由な言葉でフラウが伝えてくれた事情は、思ったより深刻そうだ。

（おそらくは春ベリーの『植物治癒』の効能でこの劣悪な環境で発生する病気を押さえ込んでいたんだな。でも、春ベリーが先に参ってしまった……）

　集落には病人が大勢いた。

　全員、ぐったりとして元気がない。

　この村の長の娘であるフラウは、どうにか春ベリーを栽培しようと必死に駆け回っているらしい。そこに現れたリィトが見事な畑を耕したため、こっそり忍び込んで春ベリーを植えさせてもらったというわけらしい。

「質問というか。マスターは彼らを助けるのですか」

「ああ、そのつもりだよ」

　ナビの声に、リィトは頷く。

　人助けという気持ちもある。でも、それ以上に花人族への興味が尽きない。

　あの頭に生えてる葉っぱ、あれはどうなっているんだろう？

「えぇっと、君たち！」

「――っ！」

　基本的に無口な花人族。

　フラウが片言で言葉を喋ることができるけれど、他の人たちは喋れないらしい。そのかわり、とても表情豊かだ。

「今から、うちの畑に春ベリーを植えよう」

「――っ!?」

「僕は地下水を汲み上げられる。土地が潤って鉄分もしっかり補えれば、あとは僕の『生長すく促進すく』でどうにかなると」

「ぁ、ほ、んと？」

「うん。でも、水まきや土地の治療には人手が必要で――」

　ふいに、フラウがすくっと立ち上がった。

　可愛い頬を興奮で赤く染めて、ぐっと両手で拳を握っている。

　そして、リィトにはわからない身振り手振りでリィトたちを遠巻きに眺めていた花人族たちに、なにかを伝えているようだ。

　リィトの語ったことを伝えてくれている。

　そして、たぶん、リィトに協力をしようと説得をしているのだ。

「……初対面なのに、信じてくれるんだ」

　英雄の肩書きもない、ただのリィトなのに。

　肩書きではなく、自分を見てくれる相手なんて久しぶりだ。

　ほどなくして、フラウはまだ動ける花人族たちと一緒にリィトのもとに戻ってきた。

「……これだけの花人族が手伝ってくれるなら、かならずあの畑は上手くいくよ」

「……ほ、んと？」

「ああ。なんていったって、花人族は大地と共に生きる種族なんだろ。きっと僕なんかよりも、ずっと土いじりが上手いはず」

　フラウはぐっと背筋を伸ばして頷いた。

　春ベリーにはもうひとつ花言葉がある。

　――「不名誉を覆す気高さ」。
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　三日後。

　リィトは村を挙げての大歓迎を受けていた。

「あ、あの……こんなご馳走食べきれないんですけど」

「アリガト！　アリガト！」

「この王冠もちょっと……」

「アリガト！　アリガト！」

「あと年頃らしき娘さんたちを侍らせるのもやめてください、その、あなたがた全体的に小さいので犯罪感が出てしまっているので」

「アリガト！　アリガト！」

「……ダメだ、ラチがあかない」

　この集落で人族ニュートの言葉がある程度理解できるのは、フラウだけらしい。フラウが教えた「アリガト！」をひたすら繰り返してダンシングナイトを過ごしている花人族たちは、みなキラキラした尊敬の眼差しでリィトを見つめていた。

　頭を抱えて、状況を整理する。

　王か教祖か救世主かというくらいに歓待されているリィト。

　その原因は、蘇らせた春ベリーだった。




　ベンリ草で作った水道で地下水を汲み上げた。

　ちょろちょろとしか汲み上げられないけれど、いくつも水道を作れば必要な量はなんとか確保できた。

　ベンリ草はリィトの魔力さえあれば、どんな土地でも育ってくれる優れものだ。

　花人族たちが徹夜でバケツを交換してくれたおかげで、ロスもない。

　乾ききった土に、少しずつ水を含ませていく。

　痩せた土地に鉄分を与えて、肥料を与えて、蘇らせていく。

　深い経験と繊細な技術が必要なその作業を、花人族たちは完璧にやりきってくれた。それを目の当たりにして、リィトは感動していた。

　植物に対して、こんなに一生懸命な存在を自分以外には知らなかったから。

　すごい。

　正直、感服だった。

　地面に植えた春ベリーの苗（花人族たちの「宝」だそうだ）を、最後の仕上げで一気に芽吹かせたのはリィトの『生長すく促進すく』だけれど、それを可能にしたのは花人族だ。

「「「アリガトー！　アリガトーッ！」」」

　最高潮の盛り上がりを見せている花人族たち。

　その手には、たわわに実った春ベリーの枝が握られている。さっそくジュースにした春ベリーで乾杯をかわしている人々が、リィトを褒め称える。

　ベリー酒もあるようだが、さすがに発酵が間に合わないらしい。

　ぐったりとしていた人たちも回復して宴に参加しているのを見て、リィトはほっと胸をなで下ろした。

　というか、意外と体育会系の飲み会ですね？　いや、ノンアルだけどさ。

「アリガトーーーーッ！」

　何度目かわからない乾杯に、リィトは盃さかずきを掲げた。

「……ははは、どういたしまして……」

「マスター、おめでとうございます」

「え？　なにがだい、ナビ」

「……北大陸がモンスターの脅威を脱したのはマスターの働きによるものですが、マスターがこれほどまでに感謝の言葉を述べられているところをナビは観測しておりません」

「……うん、それはそうかも」

　胸がじんじんと温かい。

　感謝される、っていうのは悪くないみたいだ。リィトはこの土地で他人と関わらずに、ひとりでスローライフを満喫するつもりだ。

　けれど、今までリィトが接してきた「他人」と花人族の人たち――特に、リィトのそばにぴったりとくっついているフラウは違うみたいだ。

「……それに、これは大収穫だよ。こっちに来てから、こんなに美味いものを食べたのは久しぶりだ」

　花人族の料理は、森でとれたものばかりを使っている菜食だけれど、味付けが絶妙だ。

　素材の味がダイレクトに感じられる。

　味付けが薄いわけではなく、下ごしらえがきちんとされた丁寧なお味。

　花人族たちが作るベリーのジュースも、妙な味がするポーションとは比べものにならないくらいに美味しい。

「君たちの力を借りれば、今後も美味い料理が作れそうだ」

　異世界メシマズ問題に心を痛めているリィトとしては、色々と試したいことがあるのだ。野菜ばかりの食卓ではあるが、大豆が作れたら、大豆ミートのハンバーガーとか作ってみたい。

　……しかし、それにしてもだ。

　リィトは、さっきから気になっていたことを、意を決して口にする。

　隣に座っている、花人族の少女についてだ。

「あの、フラウさん？」

「ぁい？」

「あの、そんなくっつかないで……くれないかな……」

　そう。さっきから距離が近いのだ。というか、ゼロ距離なのだ。

　ぴったりとリィトにひっついたフラウが、離れてくれという言葉に悲しげに眉をさげる。

「……むー」

「不満を顔全体で表現しないで……」

「なあ、ナビからもなんとか言ってよ……」

「マスター。そういう『困っちゃうなぁ』という態度は、少々アレかと」

「アレってなんだよ」

「検索えっと。以前おっしゃっていた、やれやれ系の――こほん。緊急休眠おやすみモードに移行します」

「う、裏切り者……」

　そのとき。リィトにぴっとりくっついていたフラウが、すくっと立ち上がった。

「フラウ？」

「～～っ！」

　たたた、とフラウが駆け出す。可愛らしい髪に生えている花が、満開に咲き乱れている。

　フラウの走っていく先……宴会の輪にやってきた花人族の女に、フラウが抱きついた。

　女性はとても痩せていて、病み上がりなのが一目でわかる。フラウと同じく髪の毛にゆるく絡みつくように生えている蔓は萎れているが――フラウによく似た、美人だった。

　女性に抱き着いたフラウは、遠目から見ても震えているのがわかる。泣いているのだ。

「……そっか、なるほど」

　女性は花冠を被っていて、そして、フラウにそっくりだった。

　彼女はフラウの母――この花人族の集落の長だ。

　母や仲間を助けるために、フラウはたったひとりでベリーを蘇らせようと奮闘していた。

「……助けてあげられて、よかったな」

　元気を取り戻した族長を見て、「アリガトー、アリガトー」とフラウに教えられた人族ニュートの言葉を繰り返す花人族たちに囲まれる。

　リィトは少しだけ、ほんの少しだけほろりとしてしまうのだった。

「あ、の、」

　透き通るような声に顔を上げる。フラウだ。

　手に分厚い辞書を抱えている。表紙の文字を見るに、古い人族ニュートの辞書のようだ。これで人族ニュートの言葉を勉強していたらしい。

　フラウの隣には、族長が立っていた。

　とても綺麗な女性だ。

　威厳があるし、病気から回復したばかりなのに瑞々しい美貌。

　フラウと同じ桃色の髪は腰より長く、背も高い。豪華な花冠が神々しいまである――いかにもファンタジーな美女。

　フラウがおずおずと口を開く。

「フラウ、たち、助けました。ありがとー。そして、あの、そ、のぉ」

　隣に立つ母からなにか伝えられて、それをリィトにわかる言葉に直そうとしているらしい。

　通訳というやつだ。フラウも気持ちが高ぶっているのか、カタコトだ。

「え、と、教えてほし、のは、あなたのお名前、なのです」

「え？　……あっ」

　しまった、とリィトは頬を掻く。

　今の今まで、名前も名乗らずにきてしまった。さすがに礼儀知らずだったな。

「……リィトです。リィト・リカルト」

「りぃ、と、さま！」

「いや、様はいらなくて……」

　その言葉をさえぎるように、フラウは「リィトさま、リィトさま！」とリィトを連呼した。小学生の頃に流行ったイワンの馬鹿ゲームみたいな連呼の仕方だ。ピザって十回言ってみて、みたいなアレ。

　花人族の代表として、フラウはぺこりと頭を下げた。




「りぃとさま。あなたの畑で、はたらきたいのが、わたしたちですっ！」




　やっぱりその言葉は片言だったけれど、切実さは痛いほどに伝わった。
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　その夜。

　花人族たちの宴を抜け出して小屋に帰ったリィトは、ぼんやりと考え事をしていた。

　窓からは満天の星空が見える。

　ナビを起動すると、涼やかな声がリィトに問いかけた。

「質問。マスターは花人族を配下にするのですか？」

「配下じゃないよ、この畑の……小作人？」

「どっちもどっち、では？」

「……それはそうかも」

「誰にも干渉されずに好きなことをして自由に生きる、とマスターはおっしゃっていました。彼らをこの畑に関わらせることは、その目標と矛盾しませんか？」

　リィトは肩をすくめる。

　もちろん、誰にも干渉されずたったひとりで生きるなんて不可能だ。

　衣食住は植物魔導で最低限はどうにかなるけれど、たとえば本物の肉は店で買わないと手に入らない。大豆が育てば、肉っぽいものは手に入るだろうけれど。

「……せっかく買った土地の開墾には人手がいるし、彼らは春ベリーを安定して栽培したい。それに、ちょっと春ベリーの他にもベリー類の栽培をしないといけないからね。無料の労働力が手に入るなんて、願ってもないさ。Ｗｉｎ－Ｗｉｎってやつだと思う」

「労働力ですか」

「ああ。自治区の商人さんに、赤ベリーの安定供給も約束しちゃったからね。労働力はいくらあってもいいさ。使えるものは使わないと」

　精一杯、悪ぶった。

　無表情無感情を気取るナビが、ふと笑った気がする。

「マスターはお優しいですね、相変わらず」

「優しくないよ、せいぜいお人好し」

「自分で言ってしまうと、少しアレです」

「だから、アレってなにさ」

「マスターは偉大で優秀な反面、おひとりですべてを背負い込みすぎるきらいがあります……使えるものは使うというのならば、ナビのこともご活用ください」

「今日は素直じゃないか、ナビ」

「……。マスターのそういった言動は、本当にアレでアレです」

「ナビも照れたりするんだね」

「……マスター」

「ごめん、揶揄いすぎた」

　いつも言葉を濁す相棒と笑い合って、眠りについた。

　翌日、フラウを通してリィトの畑に花人族を招き入れることを伝えた。

　盛大な宴・ザ・セカンドシーズンが始まって、リィトは花人族秘蔵のベリー酒をしこたま飲まされることになったのだった。
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特報号外！　情報ギルド【ペンの翼】より

　帝都からスゴ腕の魔導師、南大陸に来たる!?




　謎の魔導師の活躍が話題となっている。

　当ギルドの記者マンマによると、南大陸随一の都市であるギルド自治区ガルトランドにて超スゴ腕の魔導師が目撃されている。

　運送ギルド『ねずみの隊列』のメル氏の証言によると、謎の魔導師らしき人物は帝都から単身でギルド自治区に入国したと見られている。

　マンマ記者が決死の潜入取材によって遭遇した魔導師の立ち回りは見事だった。触手のようなものを自在に操り、街の治安を乱した者達を一撃にて沈めた手腕はかなりの手て練だれであることが窺うかがえる。




「わがはいの分析ではぁ、あれはまったく本気出してない感じだにゃぁ～」




　マンマ記者はこのように証言している。

　深刻化していた赤ベリー不足の解消にも、謎の魔導師が関わっていることを情報ギルドは独自のルートで入手した。




　治癒ポーションの原材料である赤ベリーが歴史的な不作により高騰していた問題について、冒険者大国として知られる北大陸のロマンシア帝国との貿易問題に発展する可能性があったため、ギルド構成員の一部からはこの魔導師を探し出し表彰を行うべきであるという声もあがっている。
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　ふわふわ尻尾の猫人族マンマはガルトランドの朝市をぶらついていた。

　情報ギルド『ペンの翼』の記者である彼女の朝は早い。いや、正確には全然寝ていないのである。徹夜明けというやつだ。

　〆切を倒した朝に黒ベリーの抽出液、要するにコーヒーを啜すすりながら朝市で売られているドーナツを齧るのがマンマのお気に入りだ。固くてバサバサのドーナツだけれど。

「ふにゃぁ～、わがはいの記事は今回も大人気だったのだ」

「うなーっ!?　そのドーナツは売り物なのニャ！　ミーの店で勝手をするニャ、ばかーっ！」

　出店のテントの横に座り込んでコーヒーをはふはふしているマンマの横で、短毛の猫人族の少女が大声をあげた。

　商人ギルド『黄金の道』のエース、ミーアだ。

　地獄の品薄になっていた赤ベリーをどこからともなく入手してきて、さらには安定的な仕入れルートを押さえたとなれば、ギルドの中でも一目置かれる存在になる。

「ふふん。ドーナツは〆切明けのわがはいにこそふさわしいのである」

「ぐぎぎぎ、朝っぱらから労働するミーこそドーナツ食べるべきニャ！」

「ふぁ～。ごほーびを先に食べようなんて、ふてぇやつであるにゃぁ……って、あいてっ!?」

　はふぅ、とあくびをするマンマの顔面に、細身な尻尾がアタックをかました。

「ふにゃ、なにをするぅ～！」

「ミーがあくせく働いている横でドーナツを満喫しているやつは、こうニャ！　こうニャァ！」

「ふにゃぁ～～～～っ」

　情報ギルド『ペンの翼』の記者マンマ。

　商人ギルド『黄金の道』の商人ミーア。

　猫人族同士、昔からの腐れ縁だ。

　どちらも耳の早さと足の軽さが命の仕事をしている同士、お互いに持ちつ持たれつの関係だ。

「というか、ミーは朝市で荒稼ぎしたあとで旅に出るのニャ！　鈍行の馬車で一週間もかかるし、とっても大変なハードワーク週間なのニャ！」

「うにゃ……運送ギルドを紹介してあげてもいいけどぉ～？　走竜車の特急なら、三日で着くにゃ～……ふぁーあ……ぐー……」

「寝るニャよ！　まだ話の途中～っ！」

「はっ！　すまぬ、わがはいとしたことが……。しかし、ミーアよ。そのような遠方に、なにゆえ出向くのである。行商ギルドに鞍くら替がえかにゃ～？」

「ちがうニャ」

　ミーアがぷるぷるとかぶりを振る。

　腰を据えて商いに勤しむ商人ギルドと、各地を旅する行商ギルドは姉妹ギルドだが、ちょっとしたライバル関係にあったりもするのだ。

「聞いて驚け……例の魔導師に、色々売りにいくのニャ！」

「…………にゃ？」

「信じられにゃいくらいクソ田舎に引っ込んでしみゃった例の魔導師のライフラインを、ミーが確保するって約束したのニャ」

「………おい」

「フニャ！　首根っこ掴むにゃよ、暴力反対～っ！」

「その出張、わがはいも同行するぞ」

「は？」

「ふふふにゃ～……今、自治区で魔導師フィーバーが起きてるのにゃ。にゃんといっても、情報ギルド『ペンの翼』の美少女記者を救ったヒーローなのである……」

「おま……今、自分で美少女って言ったニャ、マンマ」

　一応、それは事実だ。

　猫人族はその愛らしい容姿から、ギルド自治区では大人気。かくいうミーアも商人ギルドで新規出店する店があれば、臨時看板娘として駆り出される。自慢ではないが、営業スマイルの効果はバツグンだ。

「むっふぅ、密着取材であるぞぅ？　わがはいの記者魂がうずくのにゃあ～……っ！」

　にぱぁっ、と笑顔のマンマに、ミーアは渋い顔をした。

「あまり記事にされると、商売がやりにくいのニャ！　ミーが大もうけしたいのニャ！」

「むふふ……出発するときに起こしてくれにゃ……ぐぅ」

「ニャッ、寝たぁっ！」

　じゃれ合う二人を乗せた特急走竜車が、辺境に向けて出発したのは昼前のことだった。










第８話『豊作すぎると思う』




　リィトの開拓ライフに誤算があった。嬉しい誤算だ。

　花人族フローラたちはリィトの想定の何倍も勤勉だったのだ。

　ナビと一緒に分析をしたところ、花人族は数人の子どもたちを育てる小さな集団を形成している。それがいくつも集まったのが、この土地に生活する花人族のコロニーのようだった。

（あれだな、プレーリードッグの生態に似てるかも）

　ずっと昔、動物園の立て看板で読んだ内容を思い出す。

　群れの最小単位がコテリー、それが集まってコロニー、それがさらに集まったらタウン。

　フラウたちの群れは、わりと小規模なコロニーというところだろうか。

「それにしても、すごい効率だ。統率がとれまくってる……！」

　そもそも、花人族の植物にかける情熱がすごい。

　なんと、リィトが眠っている間にも、自発的にシフトを組んで畑の手入れを続けてくれたのだ。二十四時間態勢で。

　こうして、リィトの買った土地の土壌改善が驚くべきスピードで進んだ。

　その結果、リィトの『生長促進』の魔術で、ベリーがめきめき育っていく。

　……そういうわけで、思った以上の収穫が得られたのだ。




　春ベリー：五〇カゴ

　赤ベリー：二〇カゴ




　これが、今日一日の収穫だ。

　春ベリーは花人族のためのもの。

　赤ベリーはリィトの商売のためのものだ。

　ハイポーションの原材料で、帝国の冒険者や戦闘員系のギルドからの需要は尽きない。

　ギルド自治区で一粒銀貨シルバ一枚＝五千円になっていた。

　二〇カゴもあれば、かなりの供給だろう。

　カゴ一杯でも卒倒しそうになっていた猫人族の少女を思い出して、心臓麻痺に効くポーションの用意でもしておいたほうがいいだろうかと考える。

「まぁ、安定供給ができるなら、もっと値段は下がるだろうけどね」

「たくさん、つくれ、ました♪」

　花人族のフラウが嬉しそうに笑っている。

　彼女も二十四時間体制で働いているはずなのに、輝く笑顔をリィトに向けてくれる。

「うーむ、ブラックの才能がある……」

「ぶら……？」

「ごめん、なんでもないよ」

　春ベリーの確保が彼らの生死に関わるから仕方ないにしても、近いうちにこのブラック勤務はやめさせないといけない。

　どうやら、花人族は光合成によってエネルギーを充填できるらしい。

　食事が簡素でもやっていけるのは、そういう理由みたいだ。

　だが、夜の間は光合成をするわけにもいかないだろうし。

　働きすぎは、絶対によくない。

「リィト、さま？」

　難しい顔をしていると、フラウがリィトの顔を覗き込んでいた。

　あいかわらずの美少女だ。

「それにしても、フラウはどうやって人族ニュートの言葉を覚えたんだい？」

　フラウが大事に抱えている古い辞書が、彼女の教科書だろう。

　けれど、完全な独学はありえない。

　人族ニュート語の文字の読み方や基本的な文法などのきっかけが必要だ。

　この世界、ハルモニアの識字率はあまり高くない。

　リィトの感覚では読み書きがきちんとできるのは、四人にひとりくらいか。

　こんな人里離れた辺境の花人族の少女に、文字と言葉を教えるなんて相当の変人だろう。

　フラウの抱えている辞書を貸してもらう。

　何度もページをめくって学習しているのがすぐにわかるボロボロの辞書。

　ぱらぱらと中身を見ても、変わったところは見つからない。

　最後に、奥付を確認すると。

「うわっ!!」

「ど、ど、どうし、ました、か？」

「……。なるほどね」

　そこに記されていたのは、辞書の前の持ち主――フラウにこの辞書を授けた者のサインだった。署名は、『偉大なる大魔女』。

　癖のあるトメハネには、見覚えがある。

「し、師匠……」

「だ、いじょぶなのは、リィトさま、なの？」

「フラウ、心配してくれてありがとう。色々納得しただけだよ……さすが、師匠だ」

　転生者であるリィトが神童、魔導師として覚醒したのには、いくつか理由がある。もちろん、リィトのやり込み資質やナビの存在などもある。

　が、師匠との出会いは大きい。

　誰よりも自由で、誰よりも傍若無人はちゃめちゃで、誰よりも優しい人だ。

　基本的に自由な旅人なので、ひとところに留まることを知らない。

　こんな辺境で、花人族の少女に気まぐれに人族ニュート語の読み書きを教えるくらいのことはするだろう。

　師匠が教えたなら、たったひとりの少女が人族ニュート語を学び続けても不思議じゃない。あれは、そういう人だから。

　もちろん、師匠が去ってからも学び続けたフラウの努力に拍手である。

　フラウがなにも喋れなければ、ここまで上手くことが運んだとは思えない。

　というか、上手く運びすぎた。

「いっぱい、できましたっ！　アリガトー！」

「うーん、作りすぎだよね？」

「そ、う、ですか？」

「うん……君たち、これ全部食べるつもり？」

「こっち、ぜんぶ、飲みます」

「うんうん」

　こっち、と春ベリーを指差すフラウ。

「そっち、ぜんぶ、いりません」

　次に指差した「そっち」はもちろん赤ベリーだ。

　リィトが必要なのは赤ベリーだから、まさにＷｉｎ－Ｗｉｎの関係だ。

「いや、いやいやいや。それにしたって……」

　今まさに収穫できた分はさておき、目の前にはベリー畑が広がっている。

　植物から収穫を得るというのは難しいもので、ちっとも見返りのない期間というのが続いたあと、もう獲れて獲れてしかたがない時期というのが来る。種類によるけれど。

　ベリー類なんかは、特にその「ウハウハ期」が顕著な植物で、むしろ実をとらないでおくと、実が腐ってしまったり、栄養が未熟な実に行き渡らなくなってしまったりと、困ったことが起きる。

　つまり。

　これからは、この山のようなベリーが毎日収穫できてしまうのだ。

　消費との勝負だ。

「春ベリー以外は、なにか作付けしたい植物はあるかい？」

「……んっと、おいも」

「芋か」

　育てやすい芋は、帝国でも自治区でも人気の穀物だ。

　味気ないマッシュポテトは、リィトが転生してから嫌と言うほどに食べた。モンスターとの戦争状態だったから、食糧事情が悪かったのだ。

　隠居生活のついでに、美味しい食べ物を増やしたい。

　品種改良には、リィトといえどもトライアンドエラーが必至なのだ。

「ゆくゆくは、ジャンクフードとかも食えるようになるといいな……」

　異世界生活は悪くないが、食べ物だけはやや不満が多い。

　しょっぱいか、味が薄いかの味付け。

　限られた品目ばかりのメニュー。

　農耕があまり発達しておらず、芋や小麦などの限られた作物ばかり育てているからだろう。

　この世界で美味しい料理を食べられるようになりたい。

　ギルド自治区のビールは悪くなかったし、枝豆とかあったら美味しいだろうな――それはそれとして、ベリーの処理だ。

　これ、たぶんお金になる。

　そして、リィトの野望の第一歩にも。

　春ベリーで作った美味しいポーションの味を思い出しながら、リィトは思考を巡らせる。

　作物は、作るだけではダメだ。

「赤ベリーの卸し先は決まっているから、まぁいいとして」

「り、ぃと、さま？」

　きょとんとした顔でこちらを見上げるフラウ。

　そのとき。

　ナビが起動した。

「マスター、領域内に侵入者が」

「ん？」

「猫人族のようです、二匹」

「こらこら、匹って言わない。人権問題になるよ」

「この世界に人権という概念があるとは、ナビは驚きです」

「もう、またそういうこと言って……」

　帝国の一部地域でリィトが『施しの聖者』とも呼ばれた理由は、ただただ当然に人に親切にしていただけだった。それらの振る舞いすべてが、異世界ハルモニアでは信じがたい善行として捉えられたのを思い出す。……わりと野蛮な異世界である。

「排除しますか？」

「いやいや、やめてね。ナビ」

　リィトは、ナビの指差す方向を見る。

　真っ平らな地平線を背にして、一台の特急走竜車が走ってくるのが見えた。

「お客さんだ、おもてなしの準備を」

「いぇっさー、ですっ」

　ぴしっ、と敬礼をするフラウ。間違いなく、師匠仕込みの敬礼だな……とリィトは遠い日の修行を思い出して遠い目をした。

「フラウ、村のみんなを集めてくれ」

「はいっ！」

　また、ぴしっと敬礼。畑仕事をしている仲間の元に走っていった。

　フラウのピンク色の髪の毛に咲く花が揺れて、いい香りがあたりに広がった。

　フラウの背中を見つめながら、ナビが抑揚のない声で言う。

「マスターも、立派な村長ですね」

「……やめてくれよ。気ままな隠居生活を手伝ってもらっているだけなんだからさ」

「ナビの予想ではそれは上手くいかぬかと。マスターは、アレですので」

「だから、アレってなにさ」

　猫人族二人を乗せた走竜車が、どんどん迫ってくる。

（……ん、二人？）

　リィトは首をひねった。

　領地に呼んだのは、商人ギルド『黄金の道』のミーアだけのはずだけれど？










第９話『通販生活を始めようと思う』




「ウニャーーーーーーーーっ!!」

　ベリーの山と畑を前にして、商人ギルド『黄金の道』のエースは倒れた。

「す、すごすぎるニャ……赤ベリーが、こんなにたわわに……！」

「まさか、花人族の土地だとは思わなかったよ。文字通り、思わぬ収穫だ」

「ニャッホー！　この品質なら、市場を制圧できるニャ！　経済戦争大勝利だニャッ！」

「無邪気に転げ回りながら、とんでもないこと言ってるなコイツ」

「リィト氏、ここは我がギルドと専属契約を頼みたいのニャッ」

「専属契約？」

「そう！　今後もここの場所のことは、ミーとリィトの秘密の契約なのニャッ！」

　なるほど、専属契約か。卸先に困らない、というのは悪くない提案。

　ただ、リィトにも野望がある。

　薬臭いポーションにばかり、このベリーを使われてはたまらない。

「……こっちの指定する品目も一緒に買い取ってくれるなら、いいよ」

「その話、乗ったニャ！」

　びし、とミーアは決めポーズをした。

　なんだか、元気系アイドルみたいな子だな。

　猫耳がピコピコしているところはＶＴｕｂｅｒっぽいけれど。

「花人族たちが歓迎会の準備をしてくれているから、楽しみにしてて」

「ニャンと！」

「どうやら彼ら、わりとお祭り好きみたいだから」

　花人族は不作が解消されてみると、わりとパリピだった。

　朝はみんなでダンスを踊り、農作業が終わったら春ベリーのジュースで乾杯、ことあるごとにリィトとナビを巻き込んで楽しげに過ごしている。

　ギルド自治区からの客人が来るとフラウを通して伝えると、みんな大喜びで歓迎会の準備をしているのだ。

　フラウいわく、「とっても、よろこぶのが、ねこです！」とのことだった。

　ナビに「猫人族が喜ぶものがある、ということですね？」と即座に訂正していた。暇なときにはフラウに人族語講座を開いてあげているようだ。ナビもああ見えて、面倒見がいいのだ。時折、リィトも講師をさせられている。

　とにかく、商売の話はあっさりまとまった。

　作った農作物は、これで換金できる。幸先よろし。

　さて、次の課題だ。

　はしゃぎ回るミーアの横で、ふっさふさの尻尾を揺らしている長毛種の猫人族に目をやった。

　短毛のミーアとは雰囲気の異なる、気だるげなもふもふ美少女だ。

　手頃な岩に座り込んで、ふぁーあと大あくびをしている。

「ミーアの安請け合いは相変わらずにゃぁ……ふあ、長旅で疲れたにゃ……」

「えぇっと、君は？」

「にゃんと、わがはいを覚えていないとは……さすがは、注目のスタァである」

「どこかで会った？」

「うにゃ……では、ヒントですぅ。悪漢に襲われるヒロイン！」

「まったく覚えがない」

　ナビに訊ねてみると、ギルド自治区ガルトランドでチンピラに絡まれていた女の子のようだった。

　リィトは「あー……」とあの夜のことを思い出す。

　ほろ酔いで気分がよかったのもあり、ちょっと調子に乗りすぎた日だ。

「ああ……あの子か」

「にゃふふ、勇姿はしっかりと報道しておいたから感謝してほしいのだ」

「報道？」

「うむり～。わがはいは、マンマ。情報ギルド『ペンの翼』のエース記者ですぅ」

「情報ギルド……っ！」

　まずい、とリィトは思った。

　情報ギルドは、隣の夫婦喧嘩から極秘の地下遺跡情報まで、あらゆる情報を売り買いしている。

　帝都にも小さいながら支部があって、冒険者相手にいい商売をしていた。眉唾モノの情報は安く、信頼性の高い情報ほど高額。ただ、ゴシップ的な噂話については、町中にガンガンばら撒いていくスタイルだ。

　妙な噂になったら、まずい。

　ここは情報統制を確実にしておきたい。

「ひ、ひひひ、人違いじゃないか？」

「マスター、嘘が下手ですね」

「ナビ！」

「ふんにゃあ！　空中から謎の美女が！　めもめも」

　顕現したナビを見て、マンマがメモ帳にペンを走らせる。

　これは本格的にまずい人材が入り込んでしまった。

「ねぇ、マンマ」
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「わがはい、帝都からやってきた天才魔導師の情報が欲しいにゃ～♡」

「うわ、やめろ。尻尾を振るなよ、尻尾を」

「にゃ～♪　洗いざらい話してしまうといいで・す・ぞ♡」

「くっつくなって、うわ、やめろ……もふもふの尻尾でほっぺたをなでないでくれっ……！」

「……。マスター、デレデレですね」

「やめろナビ……っ、冷たい目で見ないでくれ……っ」

　もふもふの魅力には抗いがたい。

　いやいや、ここは毅然とした態度を貫かねば。

　相手はいたいけな猫人族だ、それに有名になんてなりたくない。

　ここでまったりと、大好きな植物をいじって暮らしたいんだ。

「……報道するなら、別のことにしない？」

「うにゃ？　いい情報を持っているのかにゃ」

「ああ。たしか君、これが好きだよね」

　ぽとり、と種を畑に落とす。

　よく耕された土に落ちた種は、少しの魔力であっという間に育ってくれた。

　ガルトランドの街で使った、マタタビだ。

　東の山にも自生しているようで、フラウたちはこれを集めている。




「はっ！　そいつはよくないですにゃ、へろへろになっちゃう……」

「大丈夫。無理矢理、君に嗅がせたりはしないよ」

「ほ、本当かにゃ……？」

　疑わしげなマンマであった。

　そのとき。

「リィトさまっ！」

　ナイスなタイミングで、フラウが走ってきた。

　手には木を削り出した壺を抱えている。

　花人族が食料の保存に使う食器だ。春ベリーをふんだんに使った、彼らの健康を支えているベリー酒もこの壺で作られているらしい。

「ねこさんたち、よろこびます！」

　ツボから漂う匂いに、マンマが「ふにゃ……」と目を輝かせる。

　ミーアも興味津々で寄ってきた。

　花人族に、酒造の文化があってよかった。

「これ、なんだにゃ？」

　よくぞ聞いてくれました。猫人族には、効果てきめん――。

「……マタタビ酒だよ」

　リィトの言葉に、マンマとミーアは「ふにゃあっ♪」と歓声をあげた。




◆




　花人族の宴は相変わらずご機嫌なものだった。

　歌って踊って、飲んで騒いで。

　その、翌日。

「ふ、不思議にゃ……マタタビ酒でぐでんぐでんになったときの、頭ぐぁんぐぁんがない……」

「毛玉げろげろもないニャ！」

　マンマとミーアは、宴を満喫してツヤツヤした顔色で目覚めた。

　やっぱりな、とリィトは思う。

「花人族の酒造技術、というか加工技術、すごいな」

　都市部には生息していない種族で、かつ、他種族とのコミュニケーション手段を持っていなかったことで知られていなかったみたいだが、花人族の加工品は段違いに美味い。

　いや、他のメシがまずいというのもあるけれど、とにかく、美味いのだ。

「……というわけで、ここら一帯の領主として正式に申し入れをしたい。商人ギルド『黄金の道』で、赤ベリーの他に花人族の酒を扱ってくれないかな」

「了解ニャ！　これは金の匂いがするニャッ！」

「で、そっちのマンマ」

「ふにゃ？」

「情報ギルドで扱うなら、こっちの情報がいいだろ？」

「こっち？」

「自治区から遠く南下した土地で作られる、知る人ぞ知る名酒。謎多き花人族の秘宝！」

「えー、なんか地味ですにゃ……『荒廃した土地を耕す謎の魔導師！』のほうがかっこいいのと思いますのにゃ……」

「甘いな」

　リィトは、ぴっとマンマに指を突きつける。

「情報というのは、小出しにするのがいいんだ」

「む？　情報ギルドのスゴ腕記者ことわがはいに、情報の売り方の講義ですかにゃ……？」

　耳をピコピコ動かすマンマ。言葉とは裏腹に、興味津々のようだ。

　リィトは畳みかける。

「どうやら、この土地が開拓されるのはほぼ初めてらしいじゃないか。たしかに自治区からは遠すぎるし、目立った地下遺跡ダンジョンもないし、荒廃しているしカラカラに乾いているし、開拓する旨味はないよね」

「ふむ？」

「でも、実際は花人族が住んでいた。これは、ギルド自治区からすれば発見だろ？」

「たしかに、そうとも言えるのであるが……うにゃ？」

「その開拓情報を、小売りにするんだよ。ミーアがうちから仕入れる酒についての情報を、マンマが売る……味は抜群だから、必ず売れる。そうすると、この美味い酒はなんなのか、誰が作っているのか、知りたくなるのが人情だ」

「その情報を、わがはいが売ると？」

「ああ。場所を特定されないように、僕の正体を知られないように、少しずつ客を焦らすんだ」

「ほうほう」

　いいぞ、とリィトは思う。

　マンマが前のめりになってきた。

「勝手に情報を漏らさないと約束してくれるなら、この土地の情報は定期的に売るよ」

「ふむぅ……」

「ネタは多いよ？　花人族の生態、南大陸の荒廃地域の現状、それに今は話せないこともね」

「うにゃあ……は、話してくれないのであるか!?」

「情報ってのは、タダで仕入れられるものじゃないだろ？」

「ぐにゅっ」

「ミーア。質問なんだが、商人ギルドは仕入れをタダでするものか？」

「ニャッ、ミーか？　そんなウマい話、あるわけないのニャ。仕入れ値と売値をどう調整するかが、商人の腕の見せ所ニャ。……む、情報ギルドってのは、そう考えるとセコい商売だニャ」

「ふにゃ、み、ミーアまでなにを……」

「というわけで、マンマ。取引だ」

　いい感じにリィトのペースになってきた。

　たじたじしているマンマに、条件をつきつける。

「僕が流した情報に限って、いくらでも売っていい。他の情報ギルドには売らないよ、専売だ」

「せ、専売……っ！」

「そのかわり、さらに協力してほしいことがある」

「ふにゃ……協力……？」

「青く光る不思議な種について、情報があれば教えてほしい。あと、そういう文献が多そうな図書館とかあれば、その情報も」

　あの不思議な種子。

　植物魔導に精通しているリィトがなんの種子だか見当がつかないというのは、気持ちが悪い。実際に育てるのと並行して、なにか情報があればいいとは思っていたが、帝都を追い出されてしまうと、図書館に行くこともままならない。

　リィトのサポートをしてくれているナビは、この世界『ハルモニア』についての基礎知識を教えてくれたり、リィトが見聞きした情報をまとめてくれたりはするが、それだけだ。

「どう？　悪い話ではないと思うんだけど」

「むむむ……」

「ミーはノリノリだニャッ！　マンマ、ミーたちで天下をとれるチャンスだニャ！」

「む、たしかにそうであるがぁ～……！」

　いいぞ、もう一息だ。

　流通と情報を握れれば、農作物を売るのに一番大切なモノが手に入る。

　ブランディングだ。

「あ、村の作物を売りさばく手伝いをしてくれるなら、特典をつけよう」

「特典？」

「うん、協力してくれるお礼に――」




◆




　マンマとミーアは、特急走竜車でガルトランドへと帰っていった。

　二人を送ってきた運送ギルドの御者も、宴会の片隅でぐでぐでになっていたため予定より一日遅れての出発らしい。

　花人族たちは、今日も今日とて農作業だ。

　どんなに宴会が盛り上がっていても、絶対に朝の農作業を欠かさないのが彼らのスゴいところだ。農作業という仕事が好きでたまらない様子。なんて勤勉なのだろう。

　こういう彼らにこそ、のんびり過ごすことを教えていかないといけない。

　作業を抜けて二人のお見送りにやってきたフラウが、ちょっと寂しそうに呟く。

「かえっちゃいました」

「帰っちゃったね」

「……うぅ」

「でも、定期的に来てくれることになってるよ」

「てーき、てき」

　フラウが大事に抱えている辞書をめくる。

「あー、ちょくちょく来るってこと」

「ほ、んと！　ですか！」

「うん、本当だよ」

「わぁ……」

　フラウが目を輝かせている。

　外の世界に憧れがあるのだろうか。フラウはいつも、人族ニュート語辞典を抱きしめている。ナビとの特訓のおかげで近頃はかなり流りゅう暢ちょうに喋れるようになってきているようだが、まだ知らない単語も多い。

　辞書以外にも何冊か絵本を持っているようで、どれも師匠の署名があった。懐かしい筆跡に胃痛に襲われるリィトだった。

　いや、もうリィトは師匠から免許皆伝を受けていて、あの理不尽に厳しい指導にさらされることは、もうないはずなのだけれど。

「マスター、大丈夫ですか？　心拍数の急激な上昇を感知しました」

「ありがとう、ナビ。問題ないよ。たぶん」

　とにかく、もうリィトは自由だ。

　この広大な大地で、のんびり過ごす準備は万端なのだから。

　農作業を終えた花人族たちが、リィトの周りに集まってきた。

　心配そうにこちらを見ている。

　背丈が小さく、子どもみたいな彼らの見た目に癒やされる。

「ム……アリガト？」

「アリガト？」

「アリガト……？」

　唯一知っている単語でコミュニケーションを果敢にはかるパーティーピーポーっぷり、嫌いじゃない。

「……とにかく」

　リィトは、こほんと咳払いをした。

「流通経路は確保したから、どんどん作物を作ろう。種子ならたくさんあるから、好きなモノを好きなだけ」

　リィトの言葉をフラウが他の花人族に伝えると、たちまちお祭り状態になる。なんか踊ってるし。やっぱりパリピだ、こいつら……と、リィトは思った。




◆




　それから一ヶ月もしないうちに、猫人族コンビがやってきた。

「リィトの旦那ァ！　す、す、すごいことになったニャッ！」

「ふにゃぁ……もっと情報ないのかって聞かれまくりで、しらばっくれるのに疲れたのでありますぅ……」

　血相を変えてリィトの小屋に飛び込んできた。

　謎の種子Ｘの鉢植えを手入れしている最中だったリィトは、往復にかかる時間を考えるとほぼトンボ返りだったであろう二人にお茶を淹れてあげた。

　これは最近になって花人族が栽培を始めたもので、リィトの手持ちの種子のなかでもけっこう値の張るものだ。

　茶葉の加工も花人族にとっては朝飯前のようで、たいへん美味な緑茶に仕上がっている。飲めばホッコリ。

「す、すごい売れ行きなのニャ！」

「えぐくもなく、酸っぱくもないベリー酒なんて史上初ですからにゃ～。すでに考察ギルドが色々と嗅ぎ回っているのである～」

「そうなのニャ！　レシピとか出どころを聞かれまくるから、全部マンマに流しているのニャッ！」

「にゃふ～、わがはいはリィトに言われたとおりの、ちょぴっとの情報だけを小出しにしているのにゃ……客が勝手に熱狂してくれるのであるっ」

「少しでもなにか知りたい客が、商人ギルドこっちにまで探りをいれてきてるのニャッ！　色んな商品を買ってくれるから、売上がっぽがっぽだニャ！」

「情報ギルドこっちにも一口だけでも飲んでみたい客が情報をもとめて殺到しているのでる……ミーアに試飲会の日時を横流ししてもらうだけでもガッポガッポっ！　考察ギルドの連中の鼻を明かしてやったですにゃ……っ！　わがはい、感無量っ」

　赤ベリーの納品のときに、お試し用の春ベリー酒と春ベリージュースをミーアに預けた。それから、花人族とベリー酒に関する、本当にちょっとした情報も。

　二人はそれを上手く使って、ギルド自治区ガルトランドで順調に財産を築いているようだった。ちなみに、領土とリィトに関する情報は絶対に流さないようにと釘を刺しているが、このぶんだと約束は守ってくれそうだ。

　ギルド自治区で、二人が作物と加工品の評判を高めてくれている。

　その間にも、リィトと花人族が共同で耕している畑では様々な作物の安定供給を始めていた。

（帝国ではマトモに使える土地が少なくて、プランターばっかりだったからな……地植えし放題はありがたいぞ！）

　猫人族コンビが商売繁盛している間に、リィトも充実の日々を過ごしていたのであった。

　モンスターとの大戦中に、趣味で密かに品種改良していた豆類や野菜類のいくつかは問題なく育ってくれている。

　カラカラの大地を汲み上げた地下水でギリギリ潤している状態なので、水をふんだんに持っていく作物はまだお預けだ。

　キュウリとかスイカとか、そういうのはキツい。

「うーん、水不足の原因は年間通して調査しないとわからんか」

「うにゃ、リィト氏？」

「いや、ひとり言」

　さて、とリィトは居住まいを正す。

　今回、猫人族コンビに来てもらったのは、収穫したベリーと酒類の卸の他にも理由がある。

「どう？　まだこの土地のことを調べたり、俺の個人情報で稼いだりしたい？」

　リィトの問いに、二匹はぷるぷると首を横に振った。

「「ノーにゃ！」」

「お、息が合ってるね」

「リィト氏と組めば、ドバッと稼いでも、次の月には閑古鳥……そんな悲しい日々とはオサラバできそうだニャッ！」

「ふにゃ……同意ですぞぅ。グルメ情報があんにゃに売れるとは、わがはい夢にも思わなかった」

「……そりゃ、基本どこもメシマズだからね」

　第一段階はクリアだ。

　リィトはとりあえず、美味いメシを食いたい。

　のんびり隠居ライフも、メシがまずければ台無しだ。

　もちろん、自身の植物魔導で育てた作物は味もばっちり。えぐみも少なく、美味い野菜や果物ばかり。

　ただし、加工品となれば話は別だ。リィトには料理の心得は、あまりない。

　花人族たちの醸造技術は優れているものの、基本的には茹でるとか蒸すみたいな原始的な調理しかできないようだ。それでも、帝国やギルド自治区の、塩辛いばかりの芋よりは幾分美味しいけれど。

（うーむ……あれだけ発展しているギルド自治区でも、『魔物との戦争と軍事極フリの帝国よりはちょっとマシ』程度だもんな……たぶん、美味いものを食おうっていう文化自体がないのかもしれない）

　少し込み入った話なので、傍らで聞いていたフラウが目を白黒させている。

　ナビがかみ砕いて説明をしてくれているので、心配はないだろうけれど。

　話の内容を理解したフラウは、「すごい、です！」とパチパチ拍手をしている。なにがスゴいのかはわからないけれど、とにかく畑をもっと広げてもいいというのはフラウたちにとって喜ばしいことらしい。

　そういえば、最近ちょっと花人族の人数が増えている気がする。

　始めは三十人かそこらのコロニーだったのだが、農作業をしている人数が少し多い気がする。

　もしかして、殖ふえた？

　いや、それとも移住者とか……あるいか、気のせいか。

　妙だな。いや、特に人数が増えて困ることはないのだけれど。

　物思いにふけっていると、ちょいちょいと服の裾を引っぱられた。

　ニャンコ娘二人が、リィトを上目遣いで見つめていた。

「ん？　なんだ」

「ひとつ、ここの領主であるリィト氏にお願いがあるニャッ！」

「お願い？」

　たしかに土地の持ち主ではあるから、領主ではあるか。

　少しくすぐったい呼び名だけれど、「村長」とかよりはいい。長と名の付く肩書きはこりごりだ。統一騎士団長とか、宮廷魔導師長とか……係長とか、バイト長とかね。色々経験したけれど、肩書きなしの気ままさが今は一番ありがたい。

　それで、お願いとはなんだろう。

「ここの村の名前を教えてほしいのであるが」

「……名前？　ここの？」

「ふにゃ……わがはい、困っているのですにゃ……神秘と謎の辺境の大地、あるいはベリーたわわプレイス……色々な呼び名を駆使して情報を売っているのにゃが、やっぱり呼び名がほしいのにゃ～」

「なまえっ！　なまえ、ここのなまえを知りたいのが、フラウです！」

「フラウもかい？」

「はいっ」

「ふーむ、名前かぁ……」

　ナビがぽそりと呟く。

「懸念。マスターは名付けのセンスが少々アレであるというデータがあります」

　む、とリィトは思わずナビを横目で睨にらむ。

　長年の相棒とはいえ、聞き捨てならなかった。

　人工精霊タルパであるナビは真っ白くて体温を感じない、涼やかな美女だ。だが、たぶん腹の中は真っ黒なんだと思う。

「マスター、なにか失礼なことを考えていらっしゃる？」

「そっちこそ」

「ナビはただ、マスターのネーミングセンスがアレと申し上げただけです」

「アレってセンスに溢れてるってこと？」

「逆のアレです」

「やっぱ失礼だな！」

　まったく。まぁ、たしかに「ベンリ草」とかはその場のノリでつけた名前ではあるけれど。

「……で？　どうするのニャ、村の名前」

「やはりここは、リィト氏につけてほしい。あとから由来とかの情報も売りたいしにゃ」

「はやく、はやくニャ！」

「にゃふ～」

「いやいや。待ってくれ、急かさないで」

　リィトは、うーんと考える。

　この土地は、ギルド自治区の土地管理局からも見放されたような荒地だ。

　水分に乏しく、作物を育てるのにも苦労する。

　でも。

　ここでならリィトは英雄でも聖者でもない。誰もリィトに干渉してこない。

　くだらない嫉妬も、足の引っぱり合いも、はたまた窮屈な崇拝もない。

　そうだ、例えるならここは――。

「……決めた」

　リィトが閉じていた瞼を開けると、期待に満ちた猫人族ズと目が合う。

　ずっと、こんな暮らしがしたかった。

　転生して、戦って。

　英雄とまつりあげられて、宮廷魔導師として働いて。

　やっとたどり着いた、ここは。

「……トーゲン村」

　そんな名前が、ふさわしい。

「と、ぉげん？」

「うん。僕が昔住んでいた国では、こういう場所のことを桃源郷って呼んでいたんだ」

　もちろん、本当の桃源郷はもっと恵まれた環境だろうけれど。

　でも、そんなことはどうでもいい。

　だけど、これからだ。

　これから、ここはリィトにとっての桃源郷になっていく。

「だから、トーゲン村……って、どうかな」

「おおーっ！」

「ニャー、なんかカッコいいのニャッ！」

「うむうむ、悪くないですにゃ～。詳細不明の外国語が由来というのは、なかなか民の心をくすぐる情報ですのにゃ」

　リィトのネーミングセンスを心配していたナビも、悪くない反応をしてくれた。

　リィトは、何度か「トーゲン村」と呟いてみる。

　口馴染みもいい。それに、なんだかワクワクする。

「よし、今日からここはトーゲン村だ」

　リィトの言葉に、周囲で様子をうかがっていた花人族たちが飛び跳ねた。

「「「「アリガトーッ!!」」」」

　完全にパリピモードである。

　ナビとフラウが、花人族たちに「トーゲン村」という言葉を教えてからは鳴り止まないトーゲン村コールが響き渡ったのであった。

「うーん、また宴モードになってしまった」

「提案。マスター、例のアレを召し上がるのもよいのでは」

「あ。たしかに」

　例のアレ、というのは今回の取引で手に入れた現金でミーアから購入したものだ。

　高級バーベキューセット。

　植物ではどうにもならないモノのうちのひとつが肉である。

　大豆ミートを将来的に作りたいという気持ちはあるけれど、今はまだ夢のまた夢だ。とりあえず、美味い料理が食べたい段階。

「新鮮なお肉なら、焼けばとりあえず美味いもんな」

「同意いたします、マスター。流通している肉類は保存のための塩漬けにより、過度な塩分量となっている傾向にあります」

「うん、どこ行っても塩っ辛いもんなぁ……」

　だが、今回は違う。

　ミーアが肉屋から直接買い付け、運送ギルド『ねずみの隊列』の口利きで、氷魔法で保冷してもらった新鮮な肉の塊を手に入れたのだ。

　日持ちするものではないし、美味しいうちに食べてしまいたい。

「よし、昼はバーベキューにするか！」

「むー、いいニャ！」

「ふにゃあ……あの甘露なるマタタビ酒が忘れられないですにゃ……」

「時間が許すなら、よかったら二人も一緒にどうぞ」

「「ニャッフーッ!!」」

　飛び跳ねる猫人族。

　やっぱり猫もお肉は好きだ。

　本当はお魚でも咥くわえさせてあげられればいいのだが、残念ながらトーゲン村には目立った水辺はなし。

　農業用水の確保についても、頭の痛い問題だ。

　まぁ、今はとにかくバーベキューだ。










第10話『久々の肉にテンションが上がるのは仕方ないと思う』




　どどん、と鎮座する肉をミーアたちが切り分けてくれる。

　花人族に肉食の習慣はないようで、フラウたちは遠巻きにして物珍しそうにバーベキューの準備を眺めていた。

　その代わり東の山からよく乾いた薪を集めてくれたので、火をおこすのには苦労しなかった。

「味付けは、塩と……それから、ハーブ類ね」

　上南大陸では、胡椒は超高級調味料だ。

　主な味付けは塩で行われる。リィトが栽培し、乾燥させ、調合したハーブで香りをよくしていく。ハーブ塩は魔法の粉なので、なんでも美味しくなるのだ。

　ハーブ塩はトーゲン村での生活で、リィトが完成させた偉大な研究成果である、

「ふぅ。色々と作付けしておいてよかったな！」

　リィトも料理の心得はないので、目分量で塩とハーブを肉にまぶしていく。やはり、香辛料があるだけで、全然違う。食欲をそそる匂いがたちのぼる。

　鉄板はないので、直火でいくことにする。

　耐火性能を上げたベンリ草で串を作って、肉と野菜を刺していく。

　見るからにバーベキューという感じの串ができあがった。

「おおお～っ！」

「猫人族はタマネギとかニンニクはダメだろ？　こっちの串が、君たちの分ね」

　猫人族用に作っておいた串を焼く。

　一応は、人族の仲間ではある猫人族。猫と同じようにネギやニンニクが命にまで関わるわけではないが、念には念を入れておいたほうがいいだろう。お腹壊すぐらいはあるかもだし。

「にゃんと、門外不出のわがはいたちの弱点をわかっているとは……リィト氏、何者であるか……!?」

「えっ、あ、門外不出なの？」

　猫にタマネギは絶対ダメって、常識だと思っていた。

　前世では激務からの現実逃避でもふもふを飼う妄想をしていたから、知識だけはあるリィトだった。

「そうニャ、お腹痛くなっちゃうニャ」

　ウキウキでバーベキューを始めるミーアの横で、マンマはすでにご機嫌に酔っ払って、液体みたいな猫になっていた。

「ふにゃぁ～♪　マタタビ酒うみゃ～～♪」

「あ、マンマずるいニャ！　ミーにもよこすニャッ！」

「にゃふふぅ、早い者勝ちぃ」

「ウニャーッ！」

　お酒大好き猫人族ズを横目で眺めながら、リィトはバーベキューに向き合う。

「……さて」

　まずは、焚き火が落ち着くまで待つ。

　遠赤外線を発する、いわゆる熾おき火び。これでじっくりと肉を焼き上げるのだ。

　肉の香ばしい匂いがあたりに漂い、花人族たちすら肉と一緒に焼かれている野菜に普段とは違うエキスを感じているのか、ごくりと喉を鳴らしている。

　リィトも、真剣そのものだ。

「さぁ、できた」

　じっくりと焼き上げた肉や野菜を配る。

　花人族はジューシーな肉にはどうしても手が伸びないようだったので、野菜串を別に作ってあげた。野菜なら、文字通り売るほどあるのだ。

「いっただっきまーす！」

　新鮮な肉は、帝国でもギルド自治区でも高級品。

　さらに輸送のために自治区にいる魔導技師（自治区では魔導を使える人間は限られている）に氷魔導を依頼したとなれば、かなりのコストがかかっている。肉そのもののありがたさも、高級品へのありがたさも、一緒に味わうことにしよう。

　ぱくり、と肉を頬張る。

　まず、塩ニンニクのパンチ！

　噛みしめると焦げ目のうまみを追いかけて、肉汁がじゅわっと溢れてきた。

　塩辛くもない。

　味が薄くもない。

　和牛の柔らかさとまではいかないが、何百回噛んでも噛みきれない筋張った肉でもない――。

「う、うっ……！」

　呻くリィトに、周囲が慌てふためく。

「りぃとさまっ？」

「むむ、事件のかほりである」

「大丈夫か、リィト氏ぃ!?　ま、まさか毒かニャッ!?」

「……はぁ」

　最後の溜息は、ナビだ。

　リィトは、万感の思いで言葉を絞り出す。

「う……～～っ、美味いっ！」

「進言あのねぇ。マスター、今のはあまりにもアレです。ベタです」

「いや、本当に美味しい！」

　シンプルな味付けだけれど、めちゃくちゃガツンとくる味だ。

　水っぽくもないし、具材が溶けてもいないし、味もしっかりついている。

　こうなってくると夢が広がる。他にも、ちゃんと具の入っている濃厚なシチューや、香辛料たっぷりのカレーなど、作りたいモノはまだまだあるのだ。

　でも、今はこのシンプルなバーベキューが大成功したことを噛みしめたかった。

「美味い……感無量だ……」

「もー……び、びっくりしたニャ」

「ふ、ふえぇ」

「ふにゃ……いけないリィト氏だにゃぁ～、フラウを泣かしたのである！」

「えっ!?　わ、ご、ごめんよ」

　リィトになにかあったのかと心配したあまり泣きだしたフラウに平謝りすることになった。




　肉汁のしみた野菜は花人族たちにも大好評。

　マタタビ酒でご機嫌な猫人族ズと、陽気な花人族によるダンスパーティーまで始まった。

　しかし、やはり昼からバーベキューは最高だ。

　畑仕事にバーベキューと来たら、魚釣りも楽しみたいところだけれど……近くに手頃な水場がないのが悔やまれる。

　買った領地の西にあるはずの断崖絶壁と激しい波がしぶきをあげる海は、のんきに魚釣りとか言っていられない荒海みたいだし。

　リィトにしきりにお酌をしたがっているフラウに「いや、手酌でね」と遠慮しながら、真っ昼間からのバーベキューを楽しんでいると、休眠モードになっていたナビが突如顕現した。

　真剣な表情。

　リィトは、ナビの様子に姿勢を正す。

「……マスター」

「どうした」

「報告まずい、敵性反応です」

「……人？」

「いえ」

　ナビは声を低くする。

「――獣型モンスターです」




◆




　異世界というからには、モンスターがいる。

　ドラゴンとかゴブリンとかツノウサギとか、定番のやつらでどいつもこいつも凶暴だ。

　ロマンシア帝国のある北大陸は、百年前に突如あらわれた地下遺跡ダンジョンから湧き出てくるモンスターによって戦乱状態となっていた。

　南大陸は、当時すべてのギルドを統括していた大統領によって、上南大陸を細長く繋いでいる陸地に、巨大な城壁を築いた。

　切り立った渓谷を利用した、大城壁に守られた都市。それが、今のギルド自治区の中心地ガルトランドの前身だ。

　モンスターの大発生を境に上南大陸の架け橋となる陸地は封鎖され、往き来は厳しく制限された。

　つまり。

　南大陸には、ほとんどモンスターはいないはずなのだ。

「なんで、こんなとこにモンスターが？」

「南大陸にモンスターがいない、というのは北大陸の定説です。ナビは北大陸での活動と地下遺跡ダンジョン攻略に合わせてチューニングされたサポートシステムです。南大陸では精度が落ちていた可能性を考慮するべきかと」

「……つまり？」

「定説と実情の相違。つまり、南大陸にモンスターがいるとしても、不思議ではないかと」

　ふむ、とリィトは唸る。

　たしかに、南大陸の事情はリィトもほとんど知らない。

　帝国側にいると、ギルド自治区のことには疎くなってしまうのだ。

　定説を鵜呑みにすることしかしていなかった。

　もしも、南大陸にも少ないながらモンスターは存在するとしたら？

「あー、そうしたらこのあたりの土地が全然開拓されてないのも頷けるかも」

　そして、土地の広さのわりにはあまりにも値段が安かったのも。

　土地管理局も、一言くらい注意してくれてもいいものだけれど。

「……花人族たちのコロニーが栄えていないのも、そういうことか」

「それ以外にも理由はありそうですが」

「数は？」

「一匹ですが、中級以上かと」

「なるほどね」

　下級、中級、上級。

　モンスターは危険度によってランク分けがされる。

　下級ならば、一般的な兵力で相手になる。

　中級ならば魔導師が必要。

　上級ともなれば、魔導小隊含む、それなりの兵力で対たい峙じする相手となる。

「撤退しますか？」

「まさか」

　リィトは肩をすくめてみせる。

「トーゲン村を放棄するにはおよばない。物足りないくらいだ」

　転生者にして英雄として、そして鬼のような師匠の弟子として。

　リィトは幼い頃から、決して戦闘に特化しているわけではない植物魔導を駆使してモンスターと戦ってきた。

　――特級モンスターと、だ。

「ま、バーベキューの煙に誘われてやってきたのなら、僕のせいだしね」

　宮廷魔導師として暮らしてきた日々で、少しは鈍ってしまっているかもしれない。むしろ、腹ごなしのいい運動だ。




『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!』




　出現したモンスターは猛虎型の獣だった。

　見たところ、中級から上級といったところだ。

　本来は魔導小隊の出動案件だが――リィトの敵ではない。

「ウニャーーーーーっ!?　なななんだニャ!?」

「ほにゃ？　わがはい、酔いすぎたぁ？　げ、げ、幻覚がぁ～～」

「り、ぃとさまっ！」

　平和なバーベキュー会場に悲鳴。

（……とっとと片づけちゃおう！）

　懐かしさすら感じる咆ほう吼こうに、リィトはポケットから種子を取り出す。

　戦闘特化ベンリ草。

　ギルド自治区でチンピラ相手に使ったものを汎用あるいは捕縛用、あるいは雑魚用とするのならば、もう少し殺傷能力に優れている。

　トゲがびっちりとついているのだ。

　毒を纏まとわせることもできるし、麻痺や昏こん睡すいを誘う成分を分泌することもできる。念のための護身用に持っていてよかった。

　せっかく耕した土地に、こんなモノを蒔くのは気が引けるけれど。

「ナビ、みんなの避難を！」

「はい、マスター」

　指示と、応答。

　同時に、リィトは『生長促進』の魔導を発動した。

　リィトの魔力を糧にして、爆発するように成長したベンリ草は、まるでリィトの手足のように意思を持った動きで猛虎型モンスターに襲いかかる。

　あたふたと逃げ惑う猫人族の美少女二人組の首根っこをナビがむんずと捕まえる。パニックを起こしかけているので、そのまま引きずって避難させるつもりだ。ナビは見た目に反して、それなりの豪腕である。

　花人族たちに戦闘能力があるとは思えないので、彼らもなるべく遠くへ避難させたいところだ――と、リィトが考えていた、そのときだった。

「やーーーっ！」

　フラウの母、つまりは花人族の長が可愛らしい声で号令をかけたのだ。

　リィトはモンスターを押さえ込みながら、「ん？」と首を傾げる。

　号令？

　まるで、集団戦のような――。

「「「やーーーっ！」」」

　族長の号令に、花人族たちが応える。

　人数は少ないが、統率の取れた一糸乱れぬ動き。

　毎日の農作業でよく知っている、ぴったりと息の合った花人族の連携だ。

　彼らの手に握られているのは、

「マタタビ酒!?」

　先程まで、マンマとミーアが楽しんでいたマタタビ酒だった。

　東の山でとれたマタタビを使って、花人族たちが漬け込んでいた名酒だ。

　猫人族コンビがすっかり虜になっている、美味で甘露な酒である。

　花人族たちは、マタタビ酒をぐいっと口に含むと勢いよくモンスターに吹きかける。かなりの近距離で危険もあるはずだが、彼らは怯まない。

　リィトのベンリ草がガッチリとモンスターの四肢を拘束しているとはいえ、勇猛果敢と称してもいいくらいの戦いぶり。

　たちまち、猛虎型モンスターの四肢から力が抜けていく。

『ＧＹＡ……、ぐぅにゃぅ……』

　まさに、猫にマタタビ。

　マンマとミーアが飲んだときと同じように、モンスターもへろへろに酩めい酊ていしてしまった。花人族たちは、念には念を入れるように丸まって眠ろうとするモンスターにマタタビ酒を浴びせ続ける。

　ものの数分もたたないうちに、モンスターは昏睡してしまった。

　実際のところ、リィトがベンリ草で猛虎モンスターを押さえつけていなければ何人か怪我人は出ていたかもしれない。

　けれど、そうはならなかった。

「……念のため、麻痺させておいてよかった」

「さすがです、マスター」

「いいえー。しかし、驚いたな……花人族が、あんなに見事にモンスターに対応するなんて」

「分析ふむ。この土地は、このモンスターに定期的に襲撃を受けているのでは」

「ありえるね。花人族たちは、彼ら特有の病気の予防のため春ベリーのジュースや酒を主に飲んでいる。マタタビ酒を飲む様子は、僕らがここに来てからは見てない」

　ということは、だ。

　飲まない酒を造る理由なんて、いくつかしかない。

　売るか、他人に飲ませるか。あとは神様に供えるとかもあるか。

　花人族たちは、地産地消のプロだ。リィトが提案して実行に移すまでは、作物を売るという考えはなかったようだ。作るのは好きだけど、作りっぱなし。宗教っぽいものについては観察しきれていないが、捧げ物のようなことを日常的にしている様子もない。

　となれば、「他人に飲ませる」のが本筋だろう。

　花人族のマタタビ酒は、この猛虎型モンスターと戦うための道具だったのだ。

「……猫人族が来たときに、すぐマタタビ酒を用意したの……そう考えると意味深すぎないか……？」

　あの二人がぐでんぐでんに酔っ払ってしまうと知っていたってことだ。

　いや、もちろん他意はないと思う。

　花人族たちには、敵意とか意地悪というものが存在しなさそうだ。ただただ土と向き合う、素朴な種族。

「うん、一応マンマとミーアには黙っておこう……」

　モンスター退治用のお酒を喜んで飲んでいたっていうのは、微妙な気分になるだろうし。

「ふにゃぁ……リィト氏の活躍……これ、情報売っちゃダメですにゃ……？　吟遊ギルドの連中がほしがるのにゃ……」

「ニャニャ！」

「ダメです、取引を打ち切るよ？」

「ぐぬぬぅ……マンマ、そのメモは捨てるニャッ。ビッグビジネスチャンスをみすみす逃すのは馬鹿だニャッ」

「フにゃ～……」

「マタタビ酒おまけするから、頼むよ」

「むっ!?　そ、それなら仕方ないですにゃ～」

　まんざらでもなさそうな、マンマ。なかなかのウワバミだ。

　とうの猫人族ズは、自分たちが飲んだものの正体には思い至っていないようだった。基本的に猫人族は、楽しくて美味しくてノホホンとしたものが大好きな――わりと刹那主義的な種族なんだろう。

　ナビがモンスターの活動停止を確認し、リィトに向き直った。

「マスター、当該モンスターの処理はいかがいたしますか？」

「んー、そうだな」

　基本的に、帝国でのモンスターへの対応は「排除」だ。

　リィトの知り合いでどういう理屈か知らないが大型モンスターを飼い慣らして使い魔にするという離れ業を行う馬鹿がいたけれど、そうでないなら帝国式が無難だろう。

　さて、どうしたものか。

　リィトが考えていると、花人族が動き出した。

「ん……？」

　完全に沈黙した猛虎の尻尾を、花人族たちがヨイショヨイショと引っぱっている。

　小さな体で農作業をもりもり進められる、力強い手足でモンスターをずりずり引きずっていく。

「東の山に返そうとしてる……？」

「そのようですね、マスター」

「襲われたのに、どうして……？」

　不思議に思っていると、フラウが辞書を見ながら説明してくれた。

　たどたどしさは残るが、かなり複雑な内容も話せるようになってきている。ここ数日の上達がめざましい。

「あの……畑、守ってくれる、のが、あの猫さんです」

「モンスターが、畑を守る？」

「疑問。先ほど襲われていたようですが」

「それは、フラウたちも、はじめてでびっくり、です。……たぶん、お肉のにおいで、おなかすいたと思う、ます……いつもは、畑、とか、木の実を食べて散らかす、動物を、おいはらってくれるです」

「ふむ……」

「お礼に、お酒、あげます」

「あぁ、なるほど」

　花人族の天敵は、あの猛虎型のモンスターではないのだ。

　もっと小さい、東の山に生息している小型の獣なのだろう。

　畑を荒らす獣の天敵は、モンスターだ。

　猛虎型のモンスターと花人族は、どうやら共生関係にあるようだ。

　マタタビ酒は、彼らが身を守りながらもモンスターをねぎらうためのアイテムらしい。

（よ、よかった……うっかり毒でやっつけたりしないで……っ！）

　植物というのは、だから面白い。

　花人族と猛虎型モンスターの不思議な共生関係のような、不可思議な法則がそこかしこに隠されている。

　やり込み気質のリィトにとっては、たまらなく面白いのだ。

「……手伝うよ」

　リィトもモンスターを山に戻す仕事に加わる。

「そこのお客さんも、よかったら手伝ってくれるかい？」

「ふにゃ？」

「トーゲン村が守られた記念だ、みんなで働いて飲み直そう」

「ニャ！」

「お肉も野菜も、まだまだあるからね」

　猛虎型モンスターと同じくマタタビ酒でちょっと千鳥足のマンマとミーアが、行列に加わる。

　モンスターのふさふさの尻尾を掴んで、全員でヨイショヨイショと引っぱった。

「ふにゃあ……力仕事とか久々ですにゃ」

「いくニャッ！」

　山奥に開けている広場まで、猛虎型モンスターを引きずっていくと任務完了だ。花人族が声を揃える。




「「「アリガトーッ！」」」
















３章『植物魔導師、仲間を増やす』










第11話『帝国の第六皇女』




　ロマンシア帝国、帝都。

　北大陸を支配する大帝国の、軍事中心地だ。

　白亜の城と名高きロマンシア城に、凜りんとした少女の声が響いた。

「リィト・リカルトを追放した？」

　アデリア・ル・ロマンシア。愛称はアデル。

　ロマンシア帝国第六皇女だ。

　ついでに、第十五騎士団の名誉騎士団長でもある。

　皇族、しかも皇女が名誉騎士団長に就くというのは、通常は名前だけ。

　式典に騎士団の制服を模したドレスを纏って、形だけ出席する。そのはずなのだが、アデルは違った。

　北大陸を百年にわたって苦しめたモンスターとの攻防の最前線に立ちたがる、じゃじゃ馬おてんば姫だ。

　第六皇女という、継承権争いと薄い存在であることや、与えられたのが第十五騎士団という、いわば予備隊に近い弱小騎士団であることもあって、お目こぼしをされている状態だ。

　いや、正確にはアデル自身がたゆまぬ努力によって、騎士団を率いて実務に耐えうる――あるいは、それ以上の実力をそなえているのだが。

　北大陸の各地にある地下遺跡ダンジョン跡地の巡回任務から戻ったアデルは軍服を脱ぎ捨て、今は淡い空色のドレス姿だ。美しい金髪と、同じく空の色をした瞳とよく調和するドレスである。

　歳としは十九。美しい盛りのアデルは、声を震わせていた。

「信じられませんわ、リィト様を追放……？　あの方が、いったいどれほど我が帝国の勝利に貢献してくださったか、宮廷魔導師たちはわかっていますの？」

　皇女アデルはロマンシア帝国の騎士として、対魔戦争の最後の一年間だけだがリィトとともに戦った。

　いわば、戦友。

　リィト本人が、身分や実績を隠して宮廷魔導師として暮らしたい――要するに、英雄という栄誉を捨てたいと願ったときに、紆余うよ曲きょく折せつありながらも手を回した張本人だ。

　自分の活躍を頑なに隠そうとするリィトの功績を、皇帝に知らせたのもアデルだった。植物魔導などという、戦闘には役に立たないとされてきた超マイナーな魔術を操る者が巷ちまたで噂の「天才」であるとは、誰も思わなかった。

　リィトを、尊敬していたから。

　彼が幸せに暮らせるならば、リィトの望みを叶えたいと思ったのだ。

　なにより、リィトの優秀な力を帝国に留め置くことができるなら――それは、ロマンシア帝国にとっても、そして、アデルにとっても喜ばしく多大な益になることであると判断した。

　それなのに。

　不在中の報告を宮廷魔導師から受けている最中に、思わぬ報告を受けることになったのだ。




　リィト・リカルトが追放された。




「……恐れながら、リカルト殿の実績を考えると必要以上の好待遇であると、宮廷魔導師団内からも不満の声があがっておりましたゆえ」

「……不満？」

　実績に、不満がある？

　好待遇というのは、彼の正体を知っている一部の皇族や有力将軍が、リィトに親しげにしていたから？

　――なんと、くだらない。

　アデルは震えた。

　怒りに、震えた。

「気に入らないとか、生意気だとか……女だから、とか……っ！」

　みし、めき、と不穏な音が煌びやかな姫君の部屋に響く。

　美しく着飾った第六皇女アデル。

　その手には、扇が握られている。

　ロマンシア帝国では、古来から貴婦人は優雅で優美な扇を持つことが通例となっているのだ。

　しかし。

　アデルの扇は、貴婦人の持つ艶やかな木製、あるいは象牙でできたものではない。

　鉄扇である。

　その扇がミシミシ、メシメシと嫌な音をたてているのだ。

　魔導の類いではない。

　種族特有のスキルでもない。

　――アデルの、筋力である。

　怒りのあまりに握りしめられた扇が、悲鳴をあげ――。

「……わたくしの走竜車の用意を」

　バキャッ、と断末魔とともに、砕け散った。

　麗しい姫君から放たれるはずもない、剣呑な眼光が宮廷魔導師を射貫く。

「は、はい？」

「リィト・リカルトを追います。お父様には文にてお知らせいたします。準備ができ次第、南方へと出発します」

「し、しかしアデリア様。今週は上級貴族と軍上層部との会食が予定されておりまして、」

「どうでもいいです」

「なっ」

「ですから、どうでもいいと申しています。お父様の差し金でしょう、わたくしの婚約相手を見繕うための……」

　アデルの指摘に、宮廷魔導師は押し黙ってしまう。

　図星だった。

　対魔戦争と戦後の混乱で遅れたアデルの結婚話が急ピッチで進められている。第六皇女ともなると、おそらく有力伯爵家との政治的な繋がりを強めるために嫁がされる、あるいは、まるで武勲の褒美のように軍上層部の独身将校に嫁がされるのだろう。

　いずれにせよ、アデル本人にとっては面白いものではない。

　アデルが望むのは、騎士団の一員としての自分なのだ。

　幼い頃から鍛え続けてきた肉体は、もはや鋼鉄のフィジカルと化している。

　宮廷魔導師は、ごくりと固唾を呑む。

（こ、こ、殺される……っ、筋肉皇女に殺される……っ！）

　筋肉皇女。

　それが、アデルの数ある二つ名のうちのひとつである。

　もちろんその二つ名は、本人のいないところで使われているのだが。

　鍛え上げた肉体は着痩せする。

　ドレス姿のアデルからは想像できないが、彼女は正直――脱いだらすごい。

　宮廷魔導師の怯えを感じ取ったのか、アデルは低く呟く。

「……御安心なさい。ロマンシア帝国の直営墓地が新しく整備されているそうですから。走竜車の手配、お願いいたしますね」

「は、は、はいぃっ！」

　逃げるように部屋から転げ出ていく宮廷魔導師の背中を、磨かれぬままに曇った水晶玉のような目で見つめる。

　暴力姫騎士、筋肉皇女。

　自分が揶や揄ゆされていることは知っている。

　それでも、近くにリィト・リカルトがいるのなら耐えられた。

　アデルが心から尊敬する彼だけは、アデルを「女ながらに騎士の真似事をしている」と馬鹿にすることはなかったから。

「……はぁ」

　思わず、深い溜息。

　帝国からの追放となれば、南下して南大陸へ入ったと考えるのが順当だろう。リィトほどの魔導師であれば、海を渡ったと考えることもできるが――リィトは前々から、『誰もいない広大な土地でのんびり植物を育てたい』みたいなことを漏らしていた。

　ならば、追いかける他はない。

「……リィト様」

　追放なんて許せない。

　もし、リィトが望んで出ていったのだとしても、説得しなくては。彼はロマンシア帝国になくてはならない存在だ。

　少なくとも、さよならも言えずに別れるのは嫌だ。

　アデルは立ち上がり、外出用の軍服に袖を通した。

　走竜車の支度ができ次第、出発しよう。

「……その前に」

　くぅ、と切ない音を立てる腹を押さえる。

「そ、その前に腹ごしらえねっ。腹が減ってはステゴロはできぬよ」

　アデルは、ある場所へと向かう。

　第六皇女の身分を最大限に発揮して作らせた、秘密の場所。

　――アデルの食料庫だ。

「ふふ、うふふ……」

　宮廷魔導師に作らせた、氷魔導で半永久的に真冬の気温と湿度を保ち続ける氷室。そこには、塩辛いばかりの加工肉でも芋でもなく――新鮮な鶏肉が保管されていた。

「うふふふ、やっぱり筋肉には――コレですわね」

　第六皇女アデリア・ル・ロマンシアは自ら包丁を取り出す。

　彼女は自らの肉体を磨き上げることに関しては、一切の妥協を許さなかった。その結果として、トレーニング効果を最大限に発揮するためのタンパク質補給に、たったひとりでたどり着いたのだ。

「ササミ♪　ササミ♪」

　アデルは厳しい鍛錬の傍ら、あらゆる肉を美味しくいただくための工夫も積み重ねてきた。

　軍用食品の開発以外には手が回っておらず、料理の文化が大きく衰退して久しいロマンシア帝国――その国に生まれ育ってなお、プロテインを愛するアデル。

　彼女はやはり、変わり者の姫君であった。










第12話『自由研究に勤しもうと思う』




　リィト・リカルトのトーゲン村での暮らしは、おおむね順調だった。

　特に、通販事業は軌道に乗っている。

　主商品は、ベリー各種と加工品。

　品薄の赤ベリーの安定供給はもちろん、使い道のない春ベリーを使ったベリージュースにベリー酒の売れ行きも好調だし、マタタビ酒は猫人族ニャートたちに静かなブーム。猫人族自体が比較的珍しい種族のため、大量に売れるわけではないけれど、猫人族の可愛い姿が見られるということで彼らのパトロンたちがこぞって買い付けてくれるようになった。

　担当者であるミーアは、すでに商人ギルド『黄金の道』のエース商人となっているらしい。

　ほぼ休みなく、ギルド自治区とトーゲン村を行ったり来たりしている。

　よく取材と称してマンマと一緒にやってくるが、あれは仕事にかこつけてマタタビ酒を飲みに来ているのだ。

　人生、いや、猫生？

　猫人生、楽しんでいるなぁ……とリィトは微笑ましく見守っているのである。

　リィトはおかげで作物の作りすぎの心配も、金の心配もなくなって、のびのびと自分の畑を耕したり、品種改良に精を出したりしている。

「さすがはマスターです、今月の収支は宮廷魔導師としての収入を優に超えています」

「まぁ、魔導師団内の平均賃金でってこっちからお願いしてたからね」

　妙に高給取りにしてもらって、悪目立ちするのは避けたかったのだ。

　結局は追放の憂き目にあったわけだが、リィトとしてはトーゲン村に越してきて生活の満足度が格段に上がったため、今となっては宮廷にはなんの未練もない。

　それと、もうひとつ順調なこと。

「リィトさまっ！」

「フラウ」

「お昼の時間です、リィトさま。今日はこの間作付けしたカブが食べ頃ですよ」

「ありがとう、昼はフラウが作ってくれたの？」

「はいっ」

　フラウは、元気よく頷く。

　ミーアから買い付けた可愛らしいエプロンがよく似合っている。

　このところ、フラウの人族ニュート語の成長がめざましい。

　ずっと基礎的な学習を続けていたところに、リィトとナビという話し相手ができたのだ。実践に勝る勉強はなし――メキメキと上達を続けている。

　ほとんど会話には困らないレベルになっている。

「フラウ、だけどその『リィトさま』っていうのはやめてね」

「えっ、ダメですか」

「うん。照れるというか、他にも僕のことそう呼ぶやつがいるんだけどさ……こう、ちょっと思い込みの激しいやつでさ」

「思い、こみ……？」

　そう、思い込みである。

　ちょっと一本気すぎる知り合いがいるのだ。

「その人は、お友達ですか？」

「ん？　うーん……友達かと言われると微妙だな。でもまぁ。信頼はしているよ」

「……？」

　頭の上にハテナマークを飛ばしているフラウに、リィトは苦笑して言い直す。

「うん、まぁ……友達かな」

　続けて、フラウに言い聞かせる。

「信頼してくれるのは嬉しいんだけど、フラウには普通に呼ばれたい……とにかく、リィト『さま』はやめてくれ」

「えっと、じゃあ」

「リィトさん、あたりで。呼び捨てでもいいよ」

「よ、呼び捨ては、フラウ、恥ずかしい、ですっ！」

「じゃあ、リィトさんで」

「はい、頑張りますね……リィト、さん」

「よくできました」

　親指を立ててみせると、フラウは花のようにはにかむ。ピンク色の髪を彩るつぼみがいくつか、ぽんっと咲いた。

　嬉しいと花が咲くシステム、実に興味深い。

「ま、このやりとり、ほぼ毎日してるんだけどね……」

　いつになったら「さん付け」に慣れてくれることやら。

　まぁ、そんなにこだわってはいないのだけれど。

「さて、カブだっけ」

「はい、フラウがカブを茹でました！」

「そっか、茹でたのか」

「お芋もありますっ」

「あー、芋ね……もうすでに一生分食べている芋ね……」

「はい、フラウが蒸かしました！」

「そっかー、蒸かしたのかー……」

　トーゲン村での暮らしは、おおむね順調だ。

　でも、上手くいってないこともある。

「うーむ、難しいなぁ」

「そうですか？　このところの収支はガッポガポですよ」

「ナビ、僕は商人ギルドを牛耳りたいわけじゃないよ。のんびり土いじりをして、美味しいごはんにありつきたいってだけだ」

　せっかくの隠居生活なのだ。

　始めこそ、植物魔導『生長促進』や『生命枯死』を活用していたが、もうそれもお役御免。魔導を使うとしても、品種改良に腰を入れて取り組むときくらいにするとリィトは決めている。

　日常の農作業は、あえて魔導なしで取り組んでいる。

　そういう、ゆったりとした時間がいいのだ。

　こう、源泉掛け流し的な農業というか……なにを隠そう、前世では攻略サイトを参考にせずにやり込むゲームが一番面白い派であった。

　むしろ、マイナーゲームの攻略ブログを運営していた側である。

　特に、気の遠くなるような試行回数を求められるタイプのゲームが、前世のリィトの得意分野だった。

「質問おや。現状、美味しいごはんにはありつけていないのですか？」

「うーん……まぁ、美味しいけど……料理とは言いがたいんだよね……」

「なるほど」

　基本的に、野菜がメイン食材。

　野菜はリィトが自ら品種改良をしているだけあって、文句なしに美味い。

　ただし、調理法は限定的だ。

　茹でる、焼く、ちょっと手間をかけて蒸す……その程度だ。

　ハーブ塩のさじ加減が絶妙なバーベキューも、何日も続けて食べれば飽きてくる。

　自らの料理スキルのなさを、少しだけ……いや、大いに恨むリィトだった。

　それでも、塩辛いばかりの芋や干し肉ばかり食べていた帝国暮らしよりは、少しはマシだけれど。

「ま、上手くいくことばかりじゃつまらないからね」

「リィトさん、カブとお芋が冷めちゃいますよ」

「ああ、行こう。フラウ」

「はいっ！」

　調味料の作り方だけでも、どうにか発見したい。

　卵と酢を仕入れて、マヨネーズとか作ってみたらいいかもしれない……たしか、あれはシンプルな作り方だったような気がする。

（もっと、自炊とかしておけばよかったなぁ……）

　そんなことを考えながら、花人族のみんなと食卓を囲む。

　日の出前からの農作業で、誰も彼もが腹ペコだ。

　ゲームをやり込むために、ほぼ毎日レトルトやカップ麺で暮らしていた前世を悔やむリィトだった。

「料理なぁ……そもそも料理の文化が乏しいところってのがネックだなぁ……」

　リィトは思った。

　日常的にまともな料理をする人間がいればいいのだが。

　新しいスキル習得という意味ではやり込み好きの血が騒ぐけれど、腕が上がるまでしばらく失敗作の料理を食べ続けるのは気が引ける。

　レシピ本など望めないが、せめてなにかの料理に長けた者がいないだろうか。

　あるいは、モンスターが地上で爆発的に増える前、ロマンシア帝国が栄華を誇っていた頃の料理の記録とか。

「……ま、気長にやるしかないよね」

　蒸したカブをかじる。よくいえば素材のよさが丸出しの――悪く言えば、カブの味しかしないカブを存分に味わいながら、リィトはひとまず目の前の食事を楽しむことにした。




◆




　農作業というのは、朝一番から昼過ぎまでが一番忙しい。

　昼食後に昼寝と日光浴（たぶん、光合成的なのをしている）をする花人族にならって、リィトもベッドに横になろうと自室に戻っていた。

　フラウは仲間と一緒に、畑のそばにコロンと横になって昼寝中だ。

　花人族はみんなピンク色や緑色のファンタジーな髪色で、さらには体のどこかから植物を生やしている。

　集団で寝転がっているのを遠目に見ると、花畑ができているようで綺麗だ。

　なかでも、フラウは髪色も頭に咲いている花も、かなり美しいほうだ。

　窓の外に見える、花人族の集団昼寝を眺めていると自然にあくびが出てきた。

「Ｈｅｙ、ナビ！　一時間後に起こして」

「一時間後のアラームをセットしました……。質問。マスター、こういったご用件の際だけノリがアレなのはなぜなのでしょうか」

「いや、癖というか、なんとなく落ち着くというか……」

　スマホ世代の最古参なもので。

　ベッドに体を預けたリィトは、ふとあることに気がついた。

「あっ！」

　思わず、飛び起きる。

「見てくれ、ナビ！」

「どうしましたか、マスター」

「芽が出てる！」

　ベッドサイド、日当たりのよい場所に置いていた鉢植え。

　宮廷魔導師団の物置から発掘した、謎の種子Ｘ。

　植物魔導に人生を捧げてきたリィトでさえも、なんの種子だかわからない青く光る種子を植えて置いた鉢植えに小さな芽が出ていた。

　ぴょこんと土から顔を出している、一枚の葉っぱ。

（謎の種Ｘ、単子葉植物だったんだ……）

　まず思ったのが、それ。

　まじまじと観察をしてみる。

　若緑色の葉から、ほんのりの青い光が放たれている。

　いや、よく見てみると、青から紫に、赤から橙色に……少しずつ光の色合いを変えながら美しく輝いている。

　魔力の光だ。

　発芽した葉をよく観察してみるけれど、今まで目にしたどんな植物とも似ていない……でも、とても美しい。

　そっと、芽に触れてみる。

　毎日じっと様子を見て、手塩にかけて世話をしていたのが報われた。

　ちょん、と葉に指先で触れる。

「か、か、可愛い……っ」

　これこれ、この感じ。

　リィトは悶もだえた。

「マスター、この植物はデータベースにありません」

「うん、わかってる」

　ナビのデータベースは、基本的にはリィトが見聞きした情報によって構成されているのだ。だから、料理のレシピ検索などはできないというわけだ。

「成長が楽しみだね……どんな植物なんだろう」

　種子の大きさからして、おそらくは樹木。

　ある程度育ってきたら、地植えしてみよう。

「しかし、本当に神々しいなぁ……」

　もっと育っていくのが、楽しみだ。

　発芽までは成長が目に見えないけれど、これからは目に見えてスクスク育つ。楽しみが増えた。

　謎の種子Ｘは、謎の芽Ｘに進化した！

　マンマが色々と情報を探ってくれているようだから、そちらも楽しみにしておこう。

「いい夢が見られそうだ」

　満ち足りた気分で、リィトは昼の日差しのなかで微睡まどろむことにした。




　一時間後。

　ナビに叩き起こされて、午後の軽作業を終えた頃に商人ギルド『黄金の道』のミーアがやってきた。例によって、情報ギルド『ペンの翼』のマンマも一緒だ。

　心なしか、走竜車が豪華になっている気がする。

　金回りがよさそうで、なにより。

「ニャーーーーッ！　リィト氏～～～ッ！」

「到着だなーぅ」

　ぴょんぴょん飛び跳ねる二人。

　短毛種と長毛種の猫人族が笑顔で手を振ってくる状況は、おそらく一部の猫人族マニアにしてみれば大金を積んででも実現したい夢だろう。

「トーゲン村の野菜は美味いって、大評判だニャッ！　ミーのお店、大繁盛だニャッ！」

「むふぅ～、色々なベリーの酒を試して、味の違いの情報を売ってくれってやつが増えているのですにゃ……。これは、わがはいにうってつけの情報にゃ～」

　うっきうきで踊っているマンマ。

　前から思っていたけれど、この長毛種の美少女はとんでもない酒好きなのでは。ミーアはどちらかというか、美味しいお肉や珍しい野菜に目がないようだけれど。それが商人ギルドの仕事にも活きているようだから、仕事熱心ともいえる。マンマはただの酒クズ。

「あ、例の作戦はどうなっている？」

　リィトの問いに、二人はニンマリと笑った。

　耳がピコピコしている。なるほど、首尾は上々らしい。

「パッケージに絵を使うとはリィト氏ってばやり手だニャッ」

「むふぅ……どこの店になんのパッケージを売るかって情報が飛ぶように売れたのにゃ～」

　満足そうな二人。

「そりゃよかった！」

「リィト氏のおかげで、ギルドの連中とも衝突せずに済んでるニャ！」

　リィトがやったことは、なんてことはないパッケージ商法だ。

　畑と農作物の種類を着々と増やしている花人族たちは、特に彼らの大好物で大量の水を必要としないベリー類の栽培に熱心だ。

　今が旬の春ベリー。

　ハイポーションの材料、赤ベリー。

　青ベリーに、黒ベリー、それから、リィトが品種改良に成功したブドウ。

　それらを片っ端から酒に加工したのだ。

　花人族たちの加工技術は謎が多く、花人族たちが足で踏み潰したベリーはなぜか急激に発酵が加速するし、味もいい。

　子どもみたいな背丈の花人族の娘たちが、桶いっぱいのベリーを踊るように踏み潰していく様子はファンシーで可愛らしい。

　というわけで、各酒類のベリー酒のパッケージを変えてみたのだ。

　マンマが情報ギルドで懇意にしている、大手芸術ギルド『女神の絵筆』の絵師に依頼して描いてもらった。

　花人族の可愛らしいビジュアルが、トーゲン村のベリー酒の人気をさらに後押ししてくれたようだ。一番人気のミックスベリー酒は、フラウの肖像画がパッケージになっている。

　フラウを近くの宿場町まで連れて行って絵のモデルをしてもらったのだ。なるべくトーゲン村の存在は外部に漏らしたくないから、この方法をとったわけだが。

　結果は、大正解だった。

　フラウは初めての外の世界に目を輝かせていた。都市部に連れて行ったら、どんな反応をするんだろうと考えるだけで楽しい。

「ニャハハハ、がっぽがっぽニャーッ！」

「うーん、この銭ゲバを隠さない感じよ」

　リィトの知る限り、パッケージに力を入れた酒というのはこの世界にはなかったので、差別化にもなった。

　マタタビ酒は、マンマとミーアが泥酔している様子を絵師がこっそり落書きしたものを、そのままパッケージにしてもらった。

　なんと、売上が二倍近くに伸びたらしい。

　美少女が酔い潰れているコミカルなパッケージが、猫人族マニアたちにも大ウケした形だ。味とパッケージにバリエーションを付けたら、もっと売れるかもしれない。

「うーみゅ、こんなに売上が伸びるとは」

「まぁ、パッケージ商法は定番っていうか」

　リィトは前世を思い出しながら感慨深くなってしまう。懐かしのゲームの復刻ミニフィギュア等が発売されたときに、コンプリートするために家賃以上の課金をしていた同僚がいたっけ。あれも、たぶん過酷な労働環境からくるストレスでの爆買いだったのだろう……いや、普通に金銭感覚ガバガバだっただけかもしれないけれど。

「ベリー酒、もっと増産できニャいのか!?」

　目を輝かせるミーア。

　だいぶ儲かっていると見える。

「ん？　それはおすすめしないよ」

「なんでニャ？」

「需要と供給っていうのは、供給の方がほんの少しだけ少ない状態が一番儲かるんだ」

「むむ、たしかに供給がぜーんぜん足りないと売上が厳しくなるニャ。前の、赤ベリー不作とポーション不足のときは大変だったニャ」

「そういうこと。逆に、買いたいときにはいつでも買えるってなってしまっては、プレミア感がないだろ？」

　商人ギルドのエースに釈迦に説法かもしれないが、一応、前世では販売データを扱っていたこともあるのだ。

「量産にシフトして質が落ちるってのも避けたいからね」

　まぁ、一番の理由は花人族たちをこき使いたくないということなのだが。

　勤勉で土いじりが大好きな種族なぶん、こっちがセーブしてあげないといけない。

「それに同じ作物ばかり作るのは、土を疲弊させるからなぁ……」

「ん？　そこは、リィト氏の魔導でジャジャーンと！」

「魔導っていうのは、事前の力を『借りる』ものだからね……土を根本的に蘇らせることができたのは、花人族のおかげなんだ」

「……難しいんだニャ」

「そこが面白い。あとは水をたくさん使う作物も育てるのは、難しそうだね」

「むーん……でも、あの水をじょろじょろ出してる木があるニャ」

「あぁ、ベンリ草。あれは、地下深くから水を汲み出してるだけだからねぇ」

「それじゃダメなのかニャ？」

「化石水ってやつだと思うんだけどさ、そもそもあまり水がないんだ、この土地は」

「ふにゃ……それはおかしいですにゃ」

　あくび混じりに、マンマが言う。

　フラウが興味深そうに身を乗り出す。

「どういうことですか、マンマさん」

「ふるーいふるい文献を読んだのである……わがはい、眠くて眠くてしかたにゃかったであるが」

　マンマがリュックから紙の束を取り出す。

　束は二つあって、そのうちひとつが、トーゲン村のある地方についてまとめた資料らしい。

「この一帯は、むかーしむかしは『美しく青き肥ひ沃よく地帯』って呼ばれてたらしいですにゃ～」

「……全然想像つかないな」

　乾いた大地に、申し訳程度に木の生えている東の山。

　遠くには森があるけれど、トーゲン村近辺はカラカラに乾いている。

　みすぼらしい乾燥地帯って感じだ。

「今までに、なにかがあったってことか？」

　たまたま土地管理局から買い上げたトーゲン村。

　しばらく住まって耕せば、興味も愛着も湧いてくるのが不思議だ。

　もしかしたら、水源を蘇らせる方法があるのだろうか……まぁ、水源がなんだったのかということすらわからない現状では、いったん考えないでおこう。

　マンマが、もうひとつの紙の束をリィトに差し出す。

「……で、こっちは『青く光る変なタネ』についてですにゃ。ほっとんどわからにゃかったけど、古文書ギルドの一般書架で調べられる情報だけまとめてきたのである」

「おお！　ありがとう、マンマ」

「にゃあ。古文書なんて、読めるのであるか～？」

「まぁね」

「お任せください、マスター」

　ナビが微笑む。

　人族ニュートの文字や言葉については、ナビはある程度の翻訳をしてくれるのだ。転生者であるリィトにとって、ナビの存在は頼もしいことこの上なかった。始めは声だけの存在だったけれど、彼女に会うために人工精霊タルパとして実体を与えるほどには。

　ナビを通して古文書を解読。

　ものの数分もかからずに、ナビが翻訳してくれた内容は神話ともお伽とぎ噺ばなしともつかないものばかりあった。

「総括えーっと。どの文書にも共通しているのが――【世界樹】という単語です」

【世界樹】の部分は、古代語そのままだったので意味を教えてもらった。

「世界樹……それって、大昔にあったっていう精霊樹だろ」

「はい。この世界がもっと豊かで、モンスターたちの暴走などもなかった頃に世界各地に数本あったと記憶されている、清らかな魔力を生み出す樹木です」

「謎の種子Ｘが、その種子？」

「いえ、世界樹は光を帯びていたという記述が見つかるのみでして……そもそも、世界樹が種子をつけるというのも聞いたことがありませんし」

「そりゃそうだ。僕だって聞いたことない」

　種子が現存しているとしたら、Ｓ級遺物だ。

　特に、植物魔導なんて変な魔導を使う、酔狂な魔導師にとっては重要な情報だ。リィトが聞いたことがないのだとしたら、きちんとした記録は残っていないのだろう。

「みゃ～、この短期間でこれだけ資料かき集めたわがはいを褒めてほしいですにゃ……」

「あ、すまない、マンマ。すごく助かったよ」

　ただの酒クズと思っていて悪かった。マンマは有能な情報屋だ。

　まさか、世界樹なんて単語が飛び出すとは思わなかったけれど。

　リィトがひとりでアレコレ考えていたら、検討すらしなかった可能性だ。

「にゃふっ、お礼はマタタビ酒！」

「やっぱり酒クズだった！」

　まったく、この子は。

　リィトが思わず吹き出すと、少し言いずらそうにマンマがチラリと上目遣いでリィトを見る。

「それか、頭ナデナデで手を打つにゃ～」

「えっ、そんな……逆にいいのか!?」

　頭なでなで、という単語にリィトは色めきだった。

　人族ニュートよりも小柄な猫人族ではあるが、無断で触るのも、なでなでの許可を申し入れるのも気が引けてしまっていた。

　だが、猫派のリィトとしては、可能ならばしてなでなでしてみたかったのだ。

　もふもふの耳の生えた、柔らかそうな猫っ毛のマンマをもふってみたかったのだ。

「遠慮なく！」

「ふにゃ？　え、あ、今のは軽口で……ふにゃ～～～～」

「よーしよしよし！　さすが敏腕記者！」

「ふんにゃ～～～～♡」

　うきうきで頭をなで回すリィト。

　まんざらでもなくゴロニャンするマンマ。

　双方、まったくもって他意はないものの、絵面としてはややショッキングなものになっていた。いや、本当に、モフりたい、モフられたいという需要と供給がマッチした結果なのだけれど。お互い、まだ年若いがいい大人だ。

「……マスター、これはさすがにアレすぎます」

「おおう、フラウちゃん。見ちゃダメなのニャッ」

「はわーっ」

「ミーが塞いでてあげるニャ」

「はわわぁ」

　至福のもふもふタイムの間、フラウの目はミーアの肉球ばりにぷにぷにの手のひらで目隠しをされていたのであった。

　我に返ったリィトは、心から思った。




「どうせなら、ナビの絶対零度の視線を隠しておいてほしかった……」




　ともあれ、リィトの隠居生活最大の楽しみである「謎の種子Ｘ」についての自由研究はのんびり、まったりと進行中だ。

「まぁ、まさか世界樹ってことはないだろうけど」

　集めてもらった資料に目を通す。

　図表にある種子が、なんとなく謎の種子Ｘに似ている気がするが気のせいかデマだろう。

　いや、万が一、億が一。

　本当に世界樹の種子だとしたら、あんな小瓶に詰められて、いらない資料の墓場のような物置部屋に放置されているとか――。

「……ありえないよな？」

　鉢植えの可愛らしい芽を眺めながら、リィトは呟いた。










第13話『異世界にはメディアリテラシーが必要だと思う』




　山には栄養が眠っている。長い年月を重ねた土――要するに腐葉土は、畑を豊かにしてくれる宝物だ。

「うーん、花人族さまさまだなぁ」

　東の山から集めた腐葉土を活用して、花人族たちが畑の改善を進めてくれた。

　結果として、リィトの植物魔導の出番もないくらいに効率的に収穫が進んでいる。

　早期に収穫物を納品するために実るまでをリィトが『生長すく促進すく』でブーストし、そこからの管理や収穫を花人族たちが引き継いでいる。

　ミーアとの打合せのためにも、少し現状をまとめておこうとリィトはベンリ草で作った机に向かっている。

「現在の花人族のコテリーは三つ、コロニー全体で四十五人」

　これが主な農作業の労働力だ。やはり、当初より少し増えている気がするが、そこは今は置いておく。

　老人や子どもも含めての人数だが、植物の相手に関しては誰もが抜群に優秀だ。もう夜中の作業はやめてもらって、全員で早寝早起きしている。

「経理の処理は、ナビに担当してもらってる」

　ナビは「異世界転生者であるリィトをナビゲートするプログラム」をもとにした人工精霊タルパという性質上、物理的な作業では消耗しやすい。

　アシスト作業として、経理や花人族とリィトの連絡役を務めてもらっている。

「農作物の卸先は、商人ギルド『黄金の道』で……」

　短毛種の猫人族。食いしん坊で元気なミーアが担当だ。

　売上は上々。ああ見えて、やり手らしい。

「で、トーゲン村についての情報操作は――情報ギルド『ペンの翼』」

　長毛種の猫人族、マンマが担当記者だ。

　酒クズであるところ以外は、可愛らしく愛嬌のある猫人族だ。

　今のところ、彼ら以外にはトーゲン村に外部から接触はない。

　二人がギルド自治区ガルドラントとトーゲン村を往き来するのに使っている特急走竜車は、運送ギルド『ねずみの隊列』のものだ。

　御者は、リィトが帝都から自治区に来るときにお世話になったメル。リィトの力を目の当たりにしている彼女にも、秘密を守ってもらうことと引き換えに定期的な大口収入を約束した。

　特急走竜車の運賃にプラスして、トーゲン村で育てた芋を毎回お土産に持たせてあげることにしたのだ。

　聞けば、メルの稼ぎで幼い妹と弟を育てているらしく、食べ物はいくらあっても困らないとか。

　この世界では芋はメジャーな主食なので、メルとしても扱いやすいらしい。

　今度、彼女の家族を新鮮な肉を焼くバーベキューに招待しようと思っている。

「今のところ、妙な人がトーゲン村に来たこともないし……いい感じだね」

　誰にもなににもわずらわされない、誰もリィトのことを知らない生活。

　現状、いい感じの余生を送れている。

　関わる人間を極力少なくすることで、トーゲン村の所在地やリィトの存在を隠しているというわけだ。

「そういう意味だと、マンマもやり手だよなぁ」

　トーゲン村の商品情報や、花人族の秘境であることなどを面白おかしく小売りにして売っている。マンマにはゴシップギルドからの引き抜きヘッドハンティングも来ているそうだ。

　肝心なところをぼかしたり、はぐらかしたり、意図的にフェイクを入れたりして、トーゲン村の秘密を守ってくれているらしい。

「おかげで、村は今日も平穏だ」

　近頃は、花人族のための家を畑の近くの平地部分に作っている。

　東の山に住んでいた彼らだが、フラウいわく本来は山に住むような種族ではないそうだ。

　平地部分がカラカラに乾燥してしまったことで、数世代前から東の山に隠れるようにして移り住んだとか。もう遠い伝承になってしまっているが、トーゲン村のずっと南に広がる深い森の向こうにも移住していった花人族がいるとか。

　平地に移り住むときには、リィトのベンリ草で家を作ってやった。あまり建物に詳しくないため、リィトの小屋をひと回り小さくした感じの同じような小屋がいくつも並んでいる集落になってしまった。金太郎飴みたいに並ぶ、新興住宅地の建売住宅みたいだな……とリィトは思った。

　数週間経つ頃には、花人族たちはお気に入りの植物を屋根や壁で栽培して、かなり個性的になったので、一応は結果オーライというところだろうか。

　窓際で日の光を浴びて輝く、謎の芽Ｘを眺めながらリィトは充実感に浸った。

「いやぁ、本当に平和だな――」

　しかし、平和というのは脆いもの。

　フゥァン、という音とともにナビが緊急顕現した。

「報告。マスター、侵入者です」

「へ？」

「ですから、侵入者です」

　急なアポなし訪問か。

　……勘弁してほしいな。




◆




　豪華な走竜車。

　ロマンシア皇帝家の紋章付き。

　しかし、その御者台に座っているのは御者ではない。

　トーゲン村への侵入者は、よく知る人物だった。

「リィト様！」

「あ、アデル殿下!?」

　第六皇女、アデリア・ル・ロマンシアだった。

　対魔戦争中に、「名誉団長」でありながら自らモンスター討伐と地下遺跡ダンジョン戦役の最前線へと突っ込んでいった女傑だ。

　ロマンシア帝国の価値観としては、「ありえない娘」なのだけれど、リィトとしては歓迎だった。

　それはアデルが、他の冒険者や騎士よりもよっぽど個人としての戦闘力に優れていたからだ。

　要するに、リィトはアデルのことを認めているのだ。

　アデルもそれと同様にリィトのことを尊敬している。

　いや、尊敬しすぎている。

　終戦後も、あれこれと便宜を図ってくれたことについて、リィトは深く感謝しているのだけれど――。

「ああ、リィト様！　こんなド田舎にいらっしゃるなんて……参りましょう、帝都に戻り、リィト様に仇あだを為したものどもを、共にブチのめしましょう。このアデル、全力でリィト様をお支えいたします！」

　走竜車から飛び降りるなり、固く握った拳を振り回して演説を始めたアデルに、フラウやミーアがあっけにとられている。

　マンマだけは、さらさらとメモにペンを走らせているのだから立派な記者魂だ。

　リィトは、急な来客、しかも思わぬ知り合いの襲来に思わずしろどもどろである。

「え、あの、違うんですよアデル殿下？」

「殿下などと！　どうぞ、わたくしのことはアデルと！　いつものようにアデルとっ！」

「あー……アデル、心配はありがたいけど、僕は帝都には戻らないよ」

「なぜですか、あの貧弱な宮廷魔導師どもでしたら、わたくしがぶん殴って差し上げますので……力こそ暴力であり、暴力こそパワーです！」

「哲学的っぽく見せかけて普通に暴力的な発言はやめてください、アデル殿下！」

「アデルと！」

「ア・デ・ル！　……あー、その、なんだ。ここにいるのは僕の意思なんだけど」

　リィトの言葉に、アデルは凍り付いた。

「…………はい？」

「いや、だから。追放されたっていっても、僕としてはラッキーというか……もう帝都で悪目立ちするのはコリゴリっていうか」

「なっ、なっ……？」

「こないだの戦争のときも、名前と顔を出さないでやってただろ」

「あ、あれはリィト様が謙虚すぎるのです！」

「いや……のんびり平凡に暮らしたかったからなんだけど」

「リィト様が平凡だったら、この世は一騎当千のもののふばかりですわ！」

　わなわな震えるアデル。

「……わかりました」

　艶やかで美しい容姿からは想像できない、超直情型の姫騎士はすらりと腰の剣を抜いた。

　花人族たちがパニックを起こしたように怯え出す。

　ナビに「みんなを安全な場所に」とオーダーを飛ばす。

　抜刀は、ちょっとあまりにも穏やかじゃない。

「なにもわかってなさそうなムーブだけど!?」

「なにがですか？」

「わかったって人は、剣を抜かない」

　アデルはリィトのツッコミを無視して、剣を構える。

　完全に、目つきが剣呑だ。

「リィト・リカルト――力尽くで、あなたを帝都にお連れします」

　ロマンシア帝国第十五騎士団、名誉団長。

　それは名誉職ではなく、数々の上級モンスターを単騎で撃破してきた無双の剣。その閃ひらめきが、リィトに襲いかかる。

「……はぁ」

　アデルの服装は一分の隙もなく着込んだ、勲章付きの騎士団の隊服。

　対するリィトは、農作業にぴったりの洗いざらしのシャツとオーバーオール。アデルの一方的な蹂じゅう躙りんになるのだと、誰もがそう思うだろう。

　だが、もちろんそうはならない。

　ここにいる、ご機嫌な若隠居は地下遺跡を壊滅させ帝国を救った、侵略の英雄リィト・リカルトだ。

　ぽとり、ぽとりと足もとに落とされたベンリ草の種子が芽吹くとき。

「……すくすくと育て」

「ひゃんっ！」

「アデル。ちょっと落ち着いて話そうか、フレッシュハーブティがおすすめだけど」

「ふっ、さすがはリィト様です……手腕、衰えてはいらっしゃいませんね」

「……はぁ」

　――すでに勝負は決していて、蔓にグルグル巻きにされたアデルはなぜかちょっと嬉しそうなのであった。
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　というわけで、歓迎のバーベキューとなった。

　猪突猛進、リィトを連れ戻しに来たアデルを歓迎というのも変な話だが、トーゲン村の村人である花人族たちがすっかりその気になってしまっているのだ。さすがは、パリピ気質。

　ちょうどミーアが仕入れてきてくれたチキンを食べるつもりだったのでちょうどいい。

　ベンリ草でグルグル巻きにされたアデルを解放し、ハーブティでもてなしながら仕込みをしていく。

　花人族の半分が急いで今日の農作業をして、残り半分がバーベキューの準備をしていく。おかげで、リィトは落ち着いてアデルと話すことができた。

　今までの経緯を説明すると、アデルは不満そうに眉をひそめて聞いていた。

「それにしても、よくここがわかったね」

　リィトの言葉に、アデルは胸を張る。

「ギルド自治区ガルトランドは帝都と違い、雑多で統一感のない街でしたから少々苦労しました。ですが、情報ギルドでリィト様のことを訊ねてみたところ、あちらの猫人族が教えてくれたのです」

「えっ」

　あちらの、というアデルの指はどう見てもマンマに向いている。

「……マンマ、あれほどこの場所と僕のことはナイショだって！」

「ふにゃ、誤解なのですにゃ～……その帝国人さんが、『答えるまでは離しません！』ってわがはいをいじめたのである……」

「……アデル」

「いじめなんて、誤解です。わたくしはただ、リィト様のことを伺おうと！」

「……はいはい」

「リィト様!?　なんですか、その冷淡な態度は！」

「いや、久しぶりに会って思い出したけど……アデルはこう、真っ直ぐすぎるときがあるよね」

「ありがとうございます、強く正しく逞しく！　それがロマンシア皇帝家の掟おきてですので！」

「相変わらず、どこまでもストロング！」

　さすがは、百年にわたるモンスターとの攻防を繰り広げてきた皇帝家である。リィトの知る限り、皇女であるアデルが、もっともその家訓を体現しているような気がするが。

「リィト様！　どうぞ帝国へお戻りください。リィト様の才能を失うなど、帝国歴百年を失うに等しい損害です！」

「買いかぶりすぎさ。他の人はそう思わないから、僕を追い出したんだろ」

「宮廷魔導師どもが無能なのです！」

「皇帝陛下も、特に引き留めはしなかったけれど」

「……それは、その……たぶん、わたくしのせいかと」

　アデルが珍しく、歯切れの悪い尻すぼみになった。

「え？」

「な、なんでもありません！」

「あ、そう……？」

　アデルは俯いて、大きく深呼吸をした。

　アデルに持ち上がっている婚約話とリィトへの理不尽な仕打ちが見逃されたことは、おそらく無関係ではない。

　魔導師リィトのことを、アデリア第六皇女が慕っているのは誰から見ても明らかで。

　もし、リィト本人が「英雄でーす！」というのを胸を張って言いふらすタイプであれば、継承権の低い皇女に箔が付き、皇帝家の威光を高めることになると、アデルの淡い気持ちは喜ばれたかもしれない。

　いかんせん、リィトは無欲だった。

　なるべく目立たず、普通に過ごしたい――植物魔導の研究ができれば、幸せ――そんな性質の魔導師と皇女は釣り合わないのだ。

　娘に婚約者を選ばせようという段になれば、その邪魔になる者は遠ざけようとするだろう。

　かつて戦乱の中では英雄だった者が、大人しく――不気味なまでに大人しく宮廷魔導師をしている状況も、事情を知る者には獅子身中の虫っぽさを感じさせていたのかもしれない。

「とにかく、リィト様が、その、リィト様を……」

「うん？」

「り」

「り？」

「うわーーん、リィト様リィト様リィト様ァッ！」

「ぶふ、ぐええぇっ」

　感情のコントロールができなくなったアデルにとんでもない力で首根っこを掴まれて揺さぶられ、リィトは死を覚悟した。対魔戦争においてもそうそうなかった、命の危機であった。

「だって、わたくしになにもおっしゃらずに行方を眩ませたリィト様がいけないのですっ！」

「わ、わがっ、だ、ぐるじ……」

　もう一度ベンリ草を使うしかないか、とリィトが薄れゆく意識の中で思った瞬間。

「あの……」

　可憐な、たどたどしい声がした。

「あなたが、リィトさ……んのお友達ですか？」

「む？　あなたは」

「フラウは、フラウです」

「そう。わたくしはアデリア。帝国第十五騎士団の名誉団長よ」

　こういうときに、アデルは皇女とは名乗らない。

　彼女にとってのアイデンティティは、騎士団の一員であることだから。

「わっ、騎士様なのですね！　リィトさんを、リィトさまって呼ぶお友達……前に、リィトさんから聞きました」

「なっ、り、リィト様がわたくしのことを!?」

「話の流れでね……助かったよ、フラウ。ありがとう」

　フラウが話し掛けてくれたおかげで、首を絞めるアデルの腕が外れた。

　危ないところだった、とリィトは胸をなで下ろす。

「アデルさん、バーベキューの支度、ちょっと時間がかかりそうです。お腹は空いていませんか？　いま、たくさん薪を集めているんですが」

　申し訳なさそうに肩を落とすフラウ。

　そうか、月に一度の薪割りの日は明後日だ。

　ちょうど、薪が足りなくなる頃だった。大規模にバーベキューをするのに、薪が足りなかったのか。

　人手があまりないのもあって、突発的なことが起きるとバタバタしてしまうトーゲン村だった。

「問題ないわ、フラウ。携行食をいただいたばかりだから。それに、言っては悪いけれど、わたくしの口は肥えていますわよ？　帝都の食事より、そのバーベキューとやらは美味しいのかしら？」

「……ま、それは見てなよ。アデル」

　塩辛い加工肉と、味気ない芋が主食の帝国とはわけの違う、新鮮で絶妙な塩気の美味しい料理を味合わせてあげよう――とリィトは思った。

「リィト様、とにかく帝都に帰ってください。この土地は誰か領事を派遣して治めさせればよいではありませんか。自治区内とはいえ、リィト様が買い上げた土地なのでしょう？」

「そうだけど、それじゃ意味ないんだよ」

「はい……？」

「モンスターたちは討伐が進んでいるし、モンスターの発生源だった大迷宮も封印できた。僕はもう帝国にいる必要はないだろ」

「ですが、こんな田舎にいる意味などないのでは」

「意味がないからいいんだよ」

「……さきほどから、おかしな問答を」

　ぷぅ、と頬を膨らませるアデル。

　帝都では決して見せない、幼さの残る仕草だ。

　リィトの前だからこそ、ほろりと綻び出た素の姿。

「……いつも、なにか意味のあることをしないといけないわけじゃないですよ。アデリア殿下」

「…………リィト様」

　アデルはリィトを上目遣いで睨む。

　深い諦めと疲労が滲んだような、まるで老婆のような声。

　ギルド自治区にやってきてからは、生き生きと働く人々ばかりとつるんでいたリィトが、すっかり忘れていた皇女殿下の秘密の顔。

「意味のあることをし続けないと、皇女は騎士ではいられないわ」

「……ほら、行こう。アデル」

「行くって……どこへ行くんですの？」

「畑と山」
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　トーゲン村は快晴。




　バーベキューパーティーに向けてみんながせっせと働いている。

　猫人族二人はすでにマタタビ酒でご機嫌になって、花人族たちが作業の合間にエノコロ草で二人をじゃらして遊ぶのにうってつけの状況。

　リィトがアデルをつれて畑に行くと、ナビがいくつかのモニターを空中に表示させた。

　近未来的なビジュアルだが、この世界風に言えば人工精霊タルパによる精霊術だ。

「ナビは相変わらず有能ね」

「当然。マスター、バーベキューに必要な薪の量は提示の通り、それから本日中にこなすべき畑仕事はこちらです。本日はチキンがメインディッシュです……ややマンネリですが」

「ありがとう、ナビ。どうかな、アデル……畑仕事と薪拾いどっちを手伝ってくれる？」

「えっ、あの、わたくしが……手伝うのです？」

「うん、よかったら」

　この場所でのんびりと農作業をすることで、少しはアデルがリィトの意図を汲んでくれるかもしれない。

　そうでなくとも、帝国のめまぐるしい権力争いのなかで暮らす彼女にとっては、トーゲン村のあまり豊かとはいえない土をいじる時間が必要かもしれない。

「あの、アデルさん」

「フラウさん」

「えと。フラウといっしょに、薪ひろい、行くましょう！」

「薪拾い、ですか」

「はい、えっと、東の山、この間、大きなトラさん、でました。騎士さんが一緒に行くですと、フラウたち、安心です！」

　花人族たちは、マタタビ酒で猛虎型モンスターを眠らせることができる。けれど、誰かがモンスターを引きつけておくことで、より安全になる。

「……行きましょう、よ」

「え？」

「行くましょう、ではなく、行きましょう……よ。フラウさん」

「あ、えっと、」

「さ、行きましょう。ロマンシア帝国第十五騎士団名誉団長として、薪拾いを引き受けます」

　ナイスだ、フラウ。リィトとナビは顔を見合わせた。

　アデルは、騎士として頼まれたことは断らないし、断れない。

「さぁ、どちらまで薪拾いに行くのです？」

「はいっ、こっちです！　行きましょう！」

　手を繋いで駆けていく二人の背中を見送った。

　リィトのほうで畑仕事を手伝えば、すぐにバーベキューを始められるだろう。




　――小一時間後。

「ただいま帰りました」

「お帰り、こっちの食材の準備はバッチリ……って、えぇ!?」

　リィトはまさかの光景に驚きょう愕がくした。

　乾ききった大木を、まるまる一本。アデルが担いで帰ってきたのだ。

　しかも、けっこうな巨木である。

「な、なにそれ！」

「なにって……我々が薪拾い中に倒れてきた木です。立ち枯れしていたみたいですわね」

「アデルさんが、フラウたちを助けてくれました！」

　フラウが熱っぽく喋っている。

　すっかり、フラウはアデルのファンになってしまったらしい。

　たしかに、アデルの異常ともとれる腕力は、目の前で見せつけられると惚ほれ惚ぼれしてしまう。

　倒れてきた大木を、可憐な姫君がその腕ひとつで受け止める――身体強化の魔導かと思うけれど、そうではない。鍛え上げてきた彼女の肉体が可能にする芸当である。

　それを、筋肉皇女だのと馬鹿にする連中は、わかっていない。

　――これほどまでの力を手に入れるのに、彼女がしてきた研けん鑽さんの量を。

「……トーゲン村の住民を守ってくれて、ありがとう。アデル」

「い、いえ！　騎士として当然のことをしたまでです」

　耳を赤くして照れるアデルが、もごもごと続ける。

「薪割りの手間はありますが、村にこうした資源があったほうがいいのではと」

「そ、それにしても多くない？」

「リィト様がいらっしゃってから、薪はいくらあっても足りないくらいだ、とフラウさんがおっしゃっていましたので」

「……まぁ、そうだね」

　リィトは、アデルがどすんと地面に置いた枯れ木を分析する。

　幹はともかく、枝は完全に乾ききっている。薪割り用の斧では落とすのが難しそうな太い枝だけれど、ミーアからのこぎりを買い付ければ切り落とせそうだ。

「……フンッ！」

「あっ」

　ベキョ、という軽い音とともにアデルは太い枝をへし折った。

　アデルは手慰みに、大男の胴くらいある枝を弄ぶ。

「しかし、なんですね……リィト様」

　メキッ！

「無心で薪を拾う時間、今までにない経験でした」

　バキッ、

「農作業をする花人族のみなさんのことも、遠目で拝見しまして」

　メキョッ、

「その……わたくしも、お手伝いをさせていただけないかと、」

　べキベキッ！

「……そう思うのですが、いかがでしょう」

「う、うん。いいと思うよ」

「本当ですか！　ありがとうございます、リィト様！」

　メキメキメキィ！

　太い枝はいい感じの薪になっていた。

「……。あの、アデル」

「はいっ！」

「薪割り、どうもありがとうね」

「え？　いえ、その……ダメでした？」

「いや、とても助かったよ。素手でいくとは相変わらずだね」

「はいっ！　戦後も研鑽は欠かしていません！」

　輝く笑顔のアデル。

　彼女の圧倒的なパワーを揶揄することなく認めていたのは、リィトだけだった。それでも、鍛えるのをやめないアデルのことを、リィトは密かに尊敬している。

　少々、人の話を聞かないのが玉に瑕きずだけれど。

「しかし、この木があるのは助かるね」

　たしかに、この木を切り崩すだけでもしばらくは危険を冒して東の山に薪拾いに行かなくてもよさそうだ。
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　夕焼け空に藍色が混じり、一番星が光る頃にやっと始まったバーベキューは、普段よりは穏やかに盛り上がった。

　塩焼きのチキンは皮目が香ばしく、芋と一緒に食べると脂が甘くとろける。

　リーズナブルな肉だけれど、チキンにしかない味わいがある。

「ん～～みゃい！」

「ニャ！」

　猫人族コンビは完全にご機嫌で、この芋の食べ方をトーゲン村特産のほくほく芋と一緒に売り出そうと楽しい計画を立てている。

　いいぞ、とリィトは思った。

　ギルド自治区に、リィト好みのグルメが流行すれば、リィトの目指す「美味しいごはん」をいつでも食べられるようになる。

　乏しい調理スキルを伸ばすよりも、外食が充実するように立ち回るのが得策なような気がしているリィトである。

「しかし、この木はよく燃えるなぁ」

「同意です、マスター。よき資源になると分析します」

　ナビが頷いた。人工精霊タルパは食事は必要としないけれど、こうして焚き火を囲むのを気に入っているらしい。
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　特に、アデルが見つけてきてくれた木材は、かなり燃焼効率がいい。

　花人族はもともと火をあまり使わないが、リィトはそうはいかない。火魔導を使えないリィトは、炊事洗濯入浴、すべてに薪が必要だ。

　この大きさの木は、花人族だけでは運べないし。

（ふむ、東の山の整備っていう意味でも、立ち枯れした木を取り除くのは悪くないなぁ……）

　改めて、アデルに向き直る。

「よかったら、こういう木を集めるの手伝ってくれないかな」

「えっ」

「まだまだ先だけど、冬になってから薪が尽きるのは死活問題だからね」

　本当であれば、リィトは薪くらいならいくらでもベンリ草で生成できる。もちろん魔力も種子も消費する、効率はよくないやりかたではあるが。

　ただ、それを差し置いても、アデルにお願いしたかった。

「帝都にすぐに戻らなくちゃいけないなら、話は別だけど」

「いえ、そういうわけでは――」

　アデルの表情が少し曇る。

　帝都に帰った彼女を待っているものは、望んでいない婚約話と、騎士団の仲間からの揶揄、親族や貴族たちからの嘲笑だ。帝国に必要なのは、第六皇女という立場の女であって、アデル本人ではない。

　戻らなくても問題ない、という状況が切ない。

　戻らないほうが気が楽だと思っている、自分の心も。

「わたくしでよければ……」

「そうか、それは――」

「「「アリガトー!!」」」

「わっ!?」

　花人族の「アリガトー」に、アデルが飛び上がる。

　まっすぐな感謝の言葉。

　リィトが帝都で得ることがなかったもの。

　もちろん、アデルも。

「……っ！」

「いいもんだろ、こういう暮らし」

「……。そう、ですね」

　ゆっくりと、時間が流れる。

　自分の働きが、誰かの糧になる。

　それを、誰かに感謝される。

　対魔戦争では勝利を収めて当たり前、敗北など許されないという状況で戦ってきたリィトたちにとっては得がたい幸せだ。

「あっ、でも！　リィト様に帝都へお戻りいただくこと、諦めてはいませんからね！」

「はいはい」

　ふっ、とリィトは思わず笑ってしまう。

　どこまでいっても、アデルはアデルみたいだ。

「じゃあ、そろそろ寝ようか」

　フラウはすでにウトウトと睡魔と戦っている。花人族たちは、日没と同時に一気に眠くなってしまう傾向にあるようで、バーベキューの序盤からしっぽりモードになっていた。

　膝で酔い潰れている猫人族たちをそっとどかして、リィトは伸びをする。

「えぇっと、アデルの寝る場所は……っと」

「り、り、リィト様と同じ場所でかまいません！」

「そうもいかないよ――すくすくと育て」

『生長促進』で、ベンリ草の家を編み上げる。

　アデルが寝泊まりするための客用コテージだ。

「じゃ、おやすみなさい。アデル」

「あ、はぁ……はい、おやすみなさい、リィト様」

　少しガッカリした顔のアデルに、ひらひらと手を振る。

　ふと、リィトはあることを思い出す。

　しまったな、と反省した。

　自分がもらって嬉しかったものを、アデルに返していないじゃないか。

「ありがとう」

「……え？」

　コテージに入ろうとしていたアデルが振り返る。

「目立たず好きなように暮らすから、帝都には帰れないけど……僕を迎えに来てくれて、ありがとう」

「り、リィト様……っ」

「いや、抱きつかないで！　アデルやめろ、本気で抱きつかれたら骨が粉砕されちゃうっ！」

「はっ!?　も、申し訳ございません……はしたない真似を！」

　焚き火に照らされていた名残なのか、アデルの乳白色の肌がぽっと赤らんだ。

　リィトの小屋に来たがるアデルを客用コテージに押し入れ、リィトはやっと自分の小屋に帰っていく。

「さて、僕も寝るか」

　焼きすぎたチキンが余っているようだ。

　明日も同じ味のものを食べるのは、少し味気ない気がするけれど、帝国の塩辛い加工肉よりはマシだ。
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　翌日からの三日間、アデルはトーゲン村で汗を流した。

　早朝から畑仕事。

　午後からは東の山で薪の調達。

　期待通り、アデルの怪力はトーゲン村の役に立っている。

　アデル自身も、山歩きや農作業を楽しんでいるみたいだ。

　しかし、だ。

　アデルの、パワー以外の新たな能力が判明したのは、リィトにとって意外なことだった。

「チキンスープ美味いな……」

　バーベキューで余った鶏肉でアデルがささっと作ってくれたチキンスープは、濃厚な鶏出汁が嬉しい。

「こっちの鶏ハムっぽいのも絶妙」

　まだ調理していなかった鶏肉も、アデルの手によって調理された。

　むね肉を芋のデンプンを使ってつるりと仕上げ、ハーブと塩で味付けをした鶏肉。コンビニで売っていたサラダチキンみたいな味だ。

「帝国のお姫様が、料理上手いなんてな……」

「訂正。アデリアの調理能力は、どうやら鶏肉のみに特化しているようです。野菜やその他の肉については、一般的な調理レベルの域を出ていないかと」

「でも、チキンは絶品だ」

　いい歳をして、昼食前につまみ食いをしたくなってしまうくらいには美味い。

　意外な才能だ。

　アデル曰く、

『チキンを食べると、筋肉の調子がいい』

　ということで、それを発見してからずっと食べ続けていたのだとか。

　栄養学を自ら切り開いたということか。

「うーん、ずっと一緒にいたけど……ここまでとは」

　鍛錬マニアなところはあるな、とは思っていた。

　しかし、口にするものまでこだわっていたなんて――アデルのことを『筋肉皇女』と揶揄している連中のうち、ここまで頭を使って鍛錬をしている人間がいるだろうか。

「……アデルに料理を教わりたい」

「むしろ、この村で調理を担当いただくのはいかがですか。マスター」

「いや、それはさすがにさ。相手は皇女様だよ？」

　ナビとそんな話をしていると、噂のアデルが帰ってきた。

　フラウたちと一緒に東の山で見つけた大きな倒木の運搬に出かけていたのだ。誰も怪我なく帰宅してくれたようで、なにより。

「ただいま戻りました！」

「ああ。おかえり、アデル」

「た、た、た、ただいまっです、リィト様あぁぁ！」

「……うーん、この様子のおかしさ」

　どうやら、「おかえり」がアデルの琴線に触れたらしい。

　乙女心はわからないものだ。

「今日もありがとう、ハイペースすぎないか？」

「いえ！　東の山での薪集め、よい鍛錬にもなっています。リィト様は、またその鉢植えの世話をされていたのですか？」

「ん、まあね」

　謎の芽Ｘは、少しずつ育ってきている。

　虫食いもなくて、瑞々しい。うん、順調だ。

「アデルさん、とてもかっこいいのです！　フラウたちではビクともしない木を、ひとりでずりずり動かします！」

「フラウの応援のおかげよ。それに、今日は花人族の集落だったところに案内してもらったのも興味深かったわ」

「隠れ里ですね。リィトさんが畑を貸してくださっているおかげで、フラウたちは山から下りてこられました」

「もっと褒め称えるといいわ。リィト様はいつだって、弱き者や虐げられている者の味方です！」

「いやいや、買いかぶりすぎだよ」

「そんなことは！　対魔戦争のときにも、正体を隠して様々な善行を――」

「目立ちたくなかっただけだって」

　結局は、アデルに正体を暴かれて帝国の騎士団に力を貸すことになり、英雄とか呼ばれることになったわけだけれど。

「そんなことより、トーゲン村の暮らしはどうだい」

「そ、うですね……はい、リィト様。思っていたよりもずっと、すばらしい場所だと思います」

　思ったよりも素直に、アデルがはにかんだ。

「帝都にはない時間の流れというか、畑に出ると、土と自分しかいないというか……リィト様が植物魔導を使わずに畑仕事をされている意味が、少しわかったような気がします」

「じゃあ、僕は帝都に帰らないって方向でいいかい？」

「……それは、でも――」

「アデルが困っていたら、僕はかならず駆けつけるよ。でも、帝都での暮らしはもう窮屈なんだ」

「……わかりました」

　アデルが頷く。

　この数日、本当に色々と考えてくれたみたいだ。

「よかったら、いつでもトーゲン村においで。フラウたちも、アデルのことを尊敬してるみたいだし」

「そ、そうでしょうか」

「うん。あと、このチキン料理……また、作ってくれるかい。チキンスープとか」

「えっ!!」

　アデルが真っ赤になった。

　はわ、はわわ……と震えている。

「あの、その、スープを毎日作ってほしいというのは、庶民の間では、その、その……」

「あっ」

　しまった。

　リィトは戦慄した。

　味噌汁を毎朝作ってくれとか、そういう時代錯誤なアレではないのだ。断じて！　というか、異世界でも同じような言い回しなんだなぁ、と転生してから十数年、ちょっと感心してしまった。

「ごめん、アデル！　なんかセクハラっぽい言動だったら許してくれ！」

「はら……？　それは存じませんが、その、即座にお答えはできないといいますか」

「うんうん、さっきのはナシで頼みます！　皇女殿下に不敬を働いたとかで、軍事制裁とか受けたら困るしね！」

「道ならぬ恋というやつですね……！」

　完全に乙女心が沸騰しているアデルと、焦るリィト。それをじっと眺めていたナビと、頭の上にハテナマークを飛ばしているフラウ。

　ナビが、人工精霊タルパのわりには人間くさい、大きな溜息をついた。

「まったく。マスターは本当に、アレですね」

　今回の「アレ」には、人たらしとかそういう文言が入るのではあるが、ナビの言葉を拾うものはいなかった。

　比較的察しのいい猫人族ズが、朝一番で自治区に帰ってしまっているのが悔やまれた。




　アデルがやっと落ち着いて、食後のお茶を飲んでいるとき、彼女はしみじみと呟いた。

「本当に、ここはいいところです」

「そろそろ、帝都に帰らねばならないのが惜しいくらいです」

「アデルさん、帰ってしまうのですか」

「ええ。帝国人のギルド自治区への滞在は、帝国市民権を放棄していないかぎりは最大でも十日間と決められています」

「リィトさんは？」

「僕は市民権を放棄したから問題ないよ」

「そんなあっさり……まぁ、そこがリィト様のいいところではありますが」

　アデルが眉をひそめる。

　くっとお茶を飲み干して、一息つくとアデルは改めて話を切り出した。

「明日にはここを発とうと思います」

「そうか……また来てくれるだろう」

「ええ、リィト様を説得するために」

「えー、まだ諦めてくれないのか」

「当然です。英雄の不在は、誰がなんと言おうと帝国の損失ですから！」

「うーん……本当に、買いかぶりすぎだと思うんだけど」

「フラウは、アデルさんがまた遊びにきてくださるのを待っています！」

　純真無垢なフラウの言葉に、アデルが微笑む。

　この数日の滞在期間に、ずいぶんと仲がよくなった様子。

　こないだの戦争のときには、いつも張り詰めた表情であったアデルが年下の女の子と穏やかに話している様子は微笑ましい。

「ええ、私も楽しみにしているわね――また、例の場所で遊びましょう、フラウ」

「例の場所？」

　荒野と山しかない土地だけれど、例の場所なんてあっただろうか。

「はい、倒木に隠れていたのですが、小さな沢のようなものが」

「沢！　沢って、水のある!?」

「水がない沢などあります？」

「すごいぞ、これで地下水に頼らず農業用水が――」

　なぜかほとんど雨の降らない土地である。雨が降ったとしても、水はけのよすぎる土地だから保水できるかは不明だが。

「残念ながら、本当に小さな沢ですよ……ロマンシアの城にある、手水桶みたいなものです。水たまりかと思ったほどで」

「そ、そうか……なんだ……」

「ただ、不思議なものを見つけました」

「ん？」

「なにかの紋様のような」

「はいっ、花人族フローラの紋章でも、人族ニュートの言葉でもないです！」

「フラウも見たことがない紋様か。今度、見に行ってみよう」

「ええ、リィト様でしたらなにかおわかりになるかも」

「だから、買いかぶりすぎだよ」

　だが、土地に関する新しい発見はありがたい。

　今度、フラウに案内してもらおう。できればアデルも一緒がいいけれど。

「そうだ、アデル」

「はい……？」

　リィトはアデルに、ひとつの提案をした。

　彼女がトーゲン村に帰ってきやすいように、そして、リィトにも利があるように。

「君に頼みたいことがあるんだ」










第14話『筋肉皇女』




「おい、聞いたか？」

　帝都、ロマンシア城の騎士団詰所では冷えた茹で芋を頬張りながら、兵士たちが噂話に明け暮れている。

「筋肉皇女殿が、なんでもギルド自治区に乗り込んだらしい」

「あんな南大陸のド田舎に？」

「騎士の真似事が好きな野生児姫にはお似合いなんだろうが」

「こないだの戦が終わってから、発散できなくてイライラしてるのかねぇ」

「第十五騎士団をつれて、わざわざ元大迷宮の跡地を巡回してたんだろう？　ご苦労なことだな。やっとモンスターとの戦いが落ち着いたんだから、城で大人しくしていればいいのに」

「ドレス姿は本当にお美しい方だからなぁ」

「なんだよ、惚れてるのか？」

「皇女殿下が貴族や将校以外と結婚なんてありえんからなぁ？」

　女は男の背後を守れ、という価値観の強い帝国ではアデルの評判はよろしくない。

　特に、騎士のなかには皇女とはいえ、女性を名誉団長にするなど――という反発は根強いのだ。

「……もしかして、リカルトの件じゃないか」

　リカルト、という名前に騎士の何人かが険しい顔になる。

「あのヒラのくせにやたら目立ってた宮廷魔導師の？」

「おい、言葉を慎め！」

「え……？　な、なんだよ、宮廷魔導師の肩を持つのか」

「あ、いや……すまん、リカルトさんは思ってるより悪い奴じゃないっていうか」

　騎士団の古株の中には、リィトがあの『英雄』であると気がついている者もいる。本人やアデルからキツく口止めされているけれど。

「しかし、そこまで惚れてるとはなぁ……」

「第六皇女殿下が駆け落ちするほうに賭ける奴～？」

「はーい！」

「やめろ、さすがに失礼だろ」

　危険なモンスターが際限なく地上に湧き出てくる日々から解放された騎士団は、ずいぶんと暇なもの。




　一方、皇帝の側近たち。

　枢すう密みつ院いんと呼ばれる皇帝補佐機関の人間たちも、おおむね同意見だった。

「宮廷魔導師団の暴走でリィト・リカルトが去ってから、しばらく経ちましたが――」

「とりたてて不穏な気配もございませんな」

「もとより、目立つことを嫌がる妙な男でありましたゆえ。欲のない、不気味な男よ――」

「うむ、たしかに金や名誉で動く人間は御しやすいが」

　枢密院の重鎮たちにとっては、リィトは危険な異分子だった。

「英雄というのは、平時には危険な存在になりえますからな」

　だからこそ、本人が望んでヒラ魔導師として宮廷に仕え、ヒラ魔導師として同僚達から職場を追われたのであれば、彼らにとっては願ってもないことだったのだ。

「きゃつの研究はどれも植物魔導に関するもので……まぁ、保存の価値はあれど、欲しがる者も少なそうな代物だとか」

「ならば……このまま、お望み通り平凡に生きてくれればよい」

「跳ねっ返りの第六皇女殿下も、リカルトを見習ってしおらしくしてくれればよいのですが」

　とにかく、現時点ではリィト・リカルトの不在については、ロマンシア帝国では些細なこととして扱われていたのだった。
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　そして。

　アデリア・ル・ロマンシアは浮かれていた。

「リィト様が、わたくしに頼み事なんて……」

　ロマンシア城にある、国立帝都図書室。

　普段のアデルであれば近寄らない場所で、そわそわと目録に目を通していた。

　尊敬するリィトからのお願い事に、力が入る。

　ギルド自治区で手に入る情報と、帝国で手に入る情報は異なっている。

　だから、アデルにしか頼めない――と。

「――世界樹伝説」

　ロマンシア帝国を始め、世界各地に残された、世界樹伝説。

　それについて、帝都図書館で調べてほしい。

　そうして、わかったことがあればトーゲン村に来てほしい。

「まずは、この棚からね」

　あまり好きではない、可憐なアデルの姿に似合うドレスを翻ひるがえして、本棚の間を踊るように走った。
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　いよいよだ。

　朝日がほのぼの昇る中、リィトは期待と不安に胸を高鳴らせていた。

「思ったより早く育ったなぁ」

　謎の種子Ｘは、謎の芽Ｘに――そして、謎の苗Ｘに成長を遂げていた。

　なんでも上手くいってばかりでは、つまらない。

　そうは言っても、めちゃくちゃ珍しい、たったひとつしかない光る種子――その育成は失敗できない。

　どんなまだ見ぬ植物が育つのか、はたまた枯らしてしまうのか。

　植物魔導は便利だけれど、万能ではない。

　枯れた植物の蘇生は、土地や水などの力をかなり必要とする。トーゲン村の今の土壌では難しいだろう。

「マスター、緊張していますか」

「うん、ちょっとね」

「とてもきれいな苗です。きっと、元気に育つとフラウはおもいます！」

「ありがとう、フラウ」

　季節は春から夏へと移り変わりつつある。

　何年もかかる畑仕事を植物魔導で軌道に乗せて、商売も順調――だからこそ、この植え付けはドキドキする。

　未知の植物は植え付け時期を決めるのだって、手探りだ。

　色々と考えて、葉の特徴や、育ち具合から判断した。

　発芽からかなり生長が早かったことから、一般的な樹木ではなく魔力を糧にして育つことができる『魔樹』の類いだろう。

　魔樹であれば、なにかあったときにもリィトの魔力を分け与えることで持ちこたえられる可能性が高い。

　その目算も、この春に植え付けをするという決断に繋がった。

　ざくざくと深く大きく土を耕していく。

　ベンリ草で作った地下水汲み上げ式の水道の近くに場所を決めた。

　少し離れたところにある岩のおかげで、まだ幼い苗が一日中日差しに晒されることがない。

　それに大きく樹木が育てば、リィトの小屋をその木陰にいれてくれるだろう。

　トーゲン村のほぼ中心地。

　どこからでも、遠くからでも、その樹影を見ることができるだろう。

　いつかやってくる、そんな光景を想像して、リィトは大きく深呼吸をした。

「よし、やろうか！」

　作業は順調。

　太陽が昇りきるかきらないかのうちに、謎の苗Ｘはトーゲン村の大地に植えられた。

「よし、と」

　畑のほうも順調だ。

　ベリー類の収穫に花人族たちが手慣れてきたおかげで、リィトの監督が必要なこともない。

　これから暑くなる季節に向けて、リィトがやってみたい作付けはほとんど終わっている。

　北大陸とは気候も季節の巡りも違うゆえに、今年はベリー類と芋や、ブドウやリンゴなどのフルーツに注力するつもりだ。

　いつかは麦、そして前世は元気な現代日本人だったリィトにとって、懐かしく恋しい愛しの米にもチャレンジしたい。

　だが、お楽しみは先々にとっておこう。

「今日の夕方にミーアたちが来る予定だから、出荷の準備を――」

「フラウたちが準備バッチリにしました！」

「なんと。さすがだね」

「うふふ、アリガトー」

「うん、ありがとう」

　アデルのおかげで、薪を拾いに東の山に行く必要もなくなった。

　手持ち無沙汰で村にいると、ずっと苗の心配をしていることになりそうだ。それは少々、つまらない気がする。

「……よし、じゃあ午後は散歩に行こうか」

「おさんぽ！」

「うん、例の場所ってところに案内してくれないかな」

「え、でも……アデルさんが……」

「ああ、そのことだけど」

　リィトはトーゲン村とギルド自治区を繋ぐ道へと目をこらす。

　そろそろのはずだ。

　北に開けた地平線、その向こうに煌びやかな走竜車が土煙を上げて走ってくる。鞍上にいるのは、麗しい女騎士。

「リィト様ァ～～～～ッ！」

「アデルさん！」

「今から向かう、って伝書ふくろうを飛ばしてきたんだよ」

　伝書ふくろうは、人間の魔力を探知して手紙を運ぶ使い魔だ。とても貴重な存在なので、帝国では上級貴族と皇族しか使うことが許されていない。

　ギルド自治区での普及状況は知らないけれど、郵便ギルドが大きな勢力をもっているようだから、少なくとも一般に伝書ふくろうが普及していることはないのだろう。

「リィト様、アデリア・ル・ロマンシアが参りましたっ！」

「やあ、昨日の晩にふくろうが着いたから、もう少し時間がかかるかと」

「徹夜で走竜車を走らせてまいりました！」

　帝都からトーゲン村は、特急走竜車を使っても一週間はかかりそうなもの。

　手紙の署名の日時から考えると、本当に不眠不休でやってきたらしい。

「こちらが、世界樹についての資料です」

「こんなに……」

　アデルから手渡された資料は、リィトが両手で持たないと取り落としそうな紙の束だった。アデルは片手で軽々と持ち上げていたが、両手で抱えてもなおずっしりと持ち重りがする。

　本当にこの皇女様は、力持ちだ。

　リィトはしみじみと感心した。

「ありがとう、今夜にでもゆっくり目を通すよ」

「おや、お忙しいのですか？」

「ああ、この間アデルが見つけたっていう沢に行こうかと思ったんだけど、少し休んで明日にするかい？」

　さすがに、不眠不休でやってきた姫君に無理をさせることはできない。

「まさか、すぐに参りましょう」

「えー、大丈夫なのか？」

「フラウも心配ですっ！　いっぱい寝ないと、枯れちゃいますよ」

　フラウが心底心配そうにしている。

　花人族たちは、基本的には植物と同じようなライフサイクルらしい。日が昇ると起き出して、日没と同時に眠る。それを怠ると、頭から生えている花が萎れて枯れてしまう。

　アデルは目がギンギンに据わっている。

　フィジカルエリート特有の、徹夜ハイだ。

「問題ないわ、行きましょう」

　つまり、問題大ありということだ。

　こういう無理がたたると、過労死する。

「……こほん、アデル？」

「はい、リィト様！」

「これ、プレゼント」

「え、はい？　は、花束ですか!?」

　リィトは腰に下げたポシェットから、いくつか花の種子を取り出して成長させる。美しく咲いた花を、ベンリ草の蔓で束ねてブーケにする。

　受け取ったアデルは、その花の匂いを嗅いだ瞬間に。

「……くぅ」

　がくん、と眠りに落ちてしまった。

「アデルさん!?」

「フラウ、心配ないよ。ベンリ草に、催眠作用のある花をつけさせたんだ。花束に紛れているから気付かなかったみたい」

「そうなのですか……」

「かなり疲れている人じゃないと反応しないくらいに、弱い成分だったんだけどね」

　リィトが肩をすくめる。

　見た目よりもずっしりと重いアデルをおぶって、客間にしている小屋へと連れていく。

　寝室から先のことは、ナビに任せることにした。

「報告うん。アデルはよく寝ています。明日の朝までは目覚めないかと」

「そうか。ありがとう、ナビ」

「リィト様が疲労回復効果の見込める成分を花束に混ぜていらっしゃるので、体調は心配ないはずです」

「なによりだよ。アデルは無理しがちだから」

　アデルは昔から、猪突猛進の努力家だ。

　彼女にとっては、のんびり暮らしたいリィトの望みはわからないのかもしれない。

　ぐっすり眠り続けたアデルは、翌朝の昼過ぎに起きてきた。

　眠り込んでしまったことを本人はとても恥ずかしがっていたが、花人族たちはアデルを心から歓迎していた。

　リィトとしても、アデルのまとめてくれた資料に目を通すことができたので助かる。ほとんどは、マンマが仕入れてきた情報と同じようなことが書いてあったけれど、やはり帝国にしか伝わっていない情報があった。

　軽い昼食を終えて、リィトは出かける支度をした。

「アデル、沢まで案内してくれる？」

「は、はい！　もちろんです」

「フラウもいっしょにいきます！」

　夕方に到着する予定の猫人族ズが来る前に、沢を見に行くことにしたのだ。

　トーゲン村にやってきて、何ヶ月か経った。

　今までほとんど、雨らしい雨が降っていないことが、いい加減気になってきた。

　多少の小雨は降っても、畑はちっとも潤わなかった。




◆




　死ぬ。ぜったい死ぬ。

　リィトはぜぇぜぇと息を弾ませながら、前を歩くフラウとアデルの後ろを必死についていく。

　東の山に足を踏み入れたのは、花人族の集落を助けたときと、何回か薪集めを手伝ったときくらい。

　今回歩く道は、そのときとは比べものにならないくらいに野性味あふれる山道だった。

「は、はぁ……はぁ……」

「大丈夫ですか、リィト様～？」

「だ、大丈夫、です」

「フラウのおやつの春ベリー、食べますか？　元気でます」

「ぜ、ぜぇ、ありがとう……食欲はないかな……」

　ちょうど腰掛けられそうな倒木があったので、少し休憩をとることになった。小まめな休憩が山歩きには欠かせない。

　水筒の水をごくごくと飲み干し、ふぅ、と人心地つく。

　植物魔導への突出した才能以外は、リィトは本当に普通の人間だ。

　しかも、インドア派。

　山道を歩けば、当然息が切れる。

　第十五騎士団名誉団長の純白の装いを少しも汚さず、余裕綽しゃく々しゃくで歩いているアデル……については、いいだろう。もともと彼女はフィジカルエリートだ。

　予想外なのは、いつもの辞書を両手に抱えたままのフラウも、さくさくと山道を進んでいくことだった。

（ふぅ……きっつ……。でも、これで仮説が立ったなぁ）

　花人族が畑仕事に精を出し、様々な植物を愛でて育てたがる理由だ。彼らはどうやら、周囲に植物があればあるほど、身体能力や生命力が底上げされているようだ。

　その昔、花人族が東の山に逃げ込んで、そのままこの場所を離れられなかった理由もそれだろう。彼らは周囲に植物がないと、極端にパフォーマンスが落ちてしまうのだ。

　となれば、カラカラに乾いた荒野を突っ切って別の土地に移動するというのは難しい。

「……だとすると、水不足には理由がありそうだよなぁ」

　もともと、花人族はこのトーゲン村の周辺で暮らしていたらしい。

　ならばほぼ間違いなく、平野部分も緑に溢れていた、ということになるだろう。それなのに、今はこの有様だ。

　昔から同じ気候や降水量だったとは考えられない。

　気候や天候だけではない。

　そもそも、花人族が栄えるためには水場が必要だったはず。

　これだけの土地に、川のひとつも見当たらないことが本来であれば異常なのだ。

　水は高いところから低いところに流れる。

　東の山、という「高いところ」があるのに、川がない。

　それはつまり、水源が失われた――ということではないだろうか。

「沢まで、あとどれくらい？」

「あともう一息ですよ、リィト様」

「そうか……よし、頑張って歩かなきゃね」

「マスター、休息は充分でしょうか」

　ふわりと空中に顕現したナビに、リィトは頷いて見せる。

　いいなぁ、人工精霊タルパ。

「うん、あまりのんびりしていたら日が暮れちゃうし」

「リィト様、よろしければ、わたくしがリィト様を抱きかかえて――」

「遠慮させていただきますっ！」

　お姫様にお姫様抱っこで運ばれるのは、少し、いや、だいぶ気が引ける。

　物事にこだわらないタイプのリィトだが、やっぱりちっぽけなプライドというものがあるのだ。

「むぅ」

　不満げなアデルをなだめて、なんとか自力で歩くことにする。

「確認。マスター、植物魔導を使った歩行補助も可能なはずですが、実行しますか？」

「いや、それじゃつまらないだろ？」

「そうなのですか」

「リィトさん、がんばってくださいっ」

「ありがとう、フラウ」

　なんとなく元気のない木々の間をしばらく歩くと、不意に視界が開けた。

「ここです」

「あー……」

　たしかに、水場があった。

　ただそこを「沢」、というにはあまりにも小さい。

　水たまりという呼び方が、本当にしっくりくるほどに小さな沢だった。

　ただ、たしかにそこには湧き水があった。

「量は少ないけど、綺麗な水だ」

　かすかに、清らかな魔力を感じる。

　水質がいい。

　けれども、これを農業用水にするには量も足りなければ、畑までの水路を引くのもひと苦労。水路はベンリ草でどうにでもなるだろうけれど、せっかく見つけた水場を万が一枯らしてしまったら目も当てられない。

　水場の近くのマイナスイオン的な癒やしパワー（この世界ハルモニアでいうところの、空中魔力エアル・マナだ）をあてこんで、沢のほとりでひと休みすることにした。

　空中魔力エアル・マナは、いわゆる天然資源だ。

　魔導の発動に使うことのできるエネルギーのひとつだ。

　ただし、北大陸では地下遺跡ダンジョンの暴走とモンスターの大量発生が起きたときに、急激に枯渇した。世界的にも、空中魔力エアル・マナは減少傾向にあるらしい。

　それにともない、人が体内に持つ魔力で魔導を使うようになったわけだが、どうしても出力は落ちてしまう。リィトは生まれつき、かなりの量の魔力を体内に備えているため苦労はしていないが、人族ニュートのなかには魔力を持たない者も増えているとか。

「はー、気持ちいいなぁ……」

　小難しいことは置いておいて、空中魔力エアル・マナが満ちている空間は心地がいいし、癒やされる。

　トーゲン村にも、こういう水場があったらなぁ……とリィトは物思いにふけった。

「きもちいい、です……って、はわっ!?」

　冷たい沢の湧き水に足を浸していたフラウが、ぷるるっと身を震わせた。

　嬉しいときや興奮したときに満開になる、フラウの髪の花がぽぽぽぽん！っと音を立てて咲いていく。

「わ？　わわ？」

　恥ずかしそうにおろおろするフラウ。

「これ、もしかして空中魔力エアル・マナの作用……？」

「情報。空中魔力エアル・マナは生物の生命力を強化する作用があります」

「まぁ、これはお花見にぴったりね」

「アデルさん、フラウでお花見しないでください～っ」

「ふふ、ごめんなさいね」

　仲よさげにじゃれ合っているフラウとアデル。

　その横で、リィトはあるものを見つけた。

　沢は、リィトの小屋にあるシングルベッドよりもひと回り大きい程度の大きさ――要するに、ダブルベッドくらいの大きさしかない。

　深さも、フラウの足が底につくくらい。奥のほうは多少は深さがあるようだ。

　その、奥のほう。

　大きな岩が横たわっているのだけれど、そこになにか紋様が刻まれている。

「アデル。君が見つけた紋様って、あれのことかい？」

「あ、はい！　そうですわ、リィト様」

「たしかに、人族のものではないね」

　少なくとも、現代に伝わっている言語や魔導紋章ではなさそうだ。

　だが、どこかで見たことがあるような。

「……どこで見たんだったかなぁ」

「っ！　さすがリィト様です、なにかご存じなのですか!?」

「うーん、いや、全然思い出せない……」

　今度、マンマになにか情報がないか調べてもらおう。

　情報ギルド『ペンの翼』のお手並み拝見だ。

「せっかくだから、ここの水を少しもらっていこうか」

「はいっ」

　水筒に、沢から水を分けてもらうことにする。

　不可解な紋章といい、周囲に満ちている空中魔力エアル・マナといい、自分で飲むのは少し腰が引けてしまうけれど、サンプルとして手元に置いておきたいところだ。

「……よし、と」

　水筒にたっぷりの水をいただき、リィトは立ち上がる。

　さぁ、と風が吹く。

　すでに夕方の匂いがする。肌寒い。

　日が沈む前に帰らなくては。

「じゃあ、そろそろ帰ろうか」

「はいっ」

「ええ、リィト様」

「――警告」

　……警告？

「ナビ？　どういうことだ、警告って」

「敵性反応。マスター、先日の猛虎型モンスターです――周囲の魔力反応により索敵精度が低下していました、申し訳ございません……奇襲です」

　ナビの声が終わるか終わらないか。

　そのとき、低いうなり声が地面を震わせた。

『ＧＹＡＡＡＡＡＡＡ！』

　トーゲン村を襲撃し、花人族たちのマタタビ酒で撃退された猛虎型モンスター。

「二人とも、下がって――」

　リィトは、魔力を集中させる。

　ベンリ草の種子を発芽させていたら、間に合わない。周囲にある植物の力を借りることにした。

　リィトの魔力を吸い込んだ下草が、爆発するように巨大な背丈に成長する。

　トゲトゲと固い草が目を引っ掻いたらしく、ヌシが驚いて少し怯んだ。

　その隙を見て、リィトたちは大きく撤退する。

「マタタビ酒はあるか、フラウ！」

「ご、ごめんなさいっ。持ってないです」

「問題ない。あの虎には悪いけど、少々手荒なまねをしないと」

「だ、ダメですっ！」

「え？」

「あのトラさんは、フラウたちと生きてきたお山のヌシだから、あの、だめ、傷つけたり、やっつけたりしたら……っ！」

「でも、」

　リィトは困り果てる。

　たしかに、あの猛虎型モンスターと共生関係にあったおかげでフラウたち花人族たちは、ここの東の山で生きてこられたのかもしれない。

　けれど、今は命の危機だ。

　どう見ても、ヌシと呼ばれた猛虎型モンスターは興奮して怒り狂っている。

　戦わねば、食われる。

　今は、そういう状況だ。

　しかも、肝心のマタタビ酒もないのだから。

「フラウ、ダメだ……やっぱりここは」

　ベンリ草に手をかける。

　リィトの二つ名は『侵略の英雄』。

　大量のモンスターを相手に、大地を蹂躙する植物魔導でもって、彼らのテリトリーを侵略しつくした帝国の英雄だ。

　中級から上級の猛虎型モンスター程度ならば――。

「リィト様」

「……アデル？」

「よくわかりませんが、あのモンスターを傷つけずになだめればいいのですね？」

「アデルさん、できるのですか？」

「いや、ちょっと待てって！　危ない、アデル」

「危ない？」

　つかつか、と迷いなく目を押さえてグルグル唸っているヌシのほうへと歩いているアデルが、背中越しに呟く。

「リィト様、今のお言葉は撤回を――」

　アデルが、ヌシに手を伸ばす。

「わたくし、危ない目にあって守られるような、」

「や、やめろアデル！」

「か弱い姫君ではありませんの！」

　目にも留まらぬ速さで、ふさふさの毛皮を掴んで――。

「――フンッ!!」

「な、投げたーーーーっ!?」

　投げた。

　ぶん投げた。

　空中をぶっ飛んでいくヌシを追いかけたアデルは、地面に落下する寸前のヌシを掴んで、地面に叩きつける。

　ずぅん、と重い地響き。

「ひゃっ」

　とフラウが固まった。

　ロマンシア帝国第六皇女、戦ヴァル神姫キリアアデル。

　鬼神のごとく戦う勇猛果敢なさまは、モンスターたちですら震え上がった。

　リィトが植物魔導で動かした巨木を、彼女は別の方法で動かすことができるだろう。

　――さて。リィトの知り合いでどういう理屈か知らないが大型モンスターを飼い慣らして使い魔にするという離れ業を行う馬鹿がいた……いや。

　今も、目の前に、いる。

「危ない？　危ない、危ない、危ないって、敵から守られるお姫様なんてたくさんですわ……わたくしはね、民を守る側でありたいの――わたくしには、それが、できるのだから」

　アデルは、誰にともなく呟く。

　目の前の猛虎型モンスターに、その思いを叩きつける。

　あわれなヌシは、びったんびったんと何度も地面に叩きつけられた。

「オラァ！　どっちが強いのか、わからせてあげますわよ！」

『ＧＹＡＡＡＡＡッ！』

　彼女はいつだって、自らを鍛え上げていた。

　誰にも馬鹿にされないように。

　誰にも負けないように。

『ＧＹＡ……』

「こんな山の奥で、その強さを持て余していたのですわね――」

　猛虎型モンスターが、ついに、ごろにゃんとアデルに腹を見せる。

　まるで、子猫のように。

「いいわ、あなたもわたくしの弟子になるのなら……いつでも、稽古の相手になりましょう」

『ＧＹＡＯ！』

　フラウが信じられないものを見るように、アデルの背中を見つめている。

「す、すごいです。アデルさん」

「……相変わらずだなぁ、まったく」

　猪突猛進で、一生懸命。

　そのまっすぐな、まっすぐすぎる心根が、モンスターをねじ伏せる。

　対魔戦争のときに、アデルが力でねじ伏せて手懐けたテイムしたモンスターは七頭にもおよんだ。

　今でもそのうち何頭かは、決して人を襲わない野生の個体として生き延びているとか、いないとか。

　ただ打ち倒すだけではなく、場合によっては心を通わせる。

　アデル曰く。

「力のあるものほど、対話ができる。対話をする機を得るために、力というのはあるのだから」……とか、なんとか。

　リィトには、アデルの心中はわからない。

　けれど、焼き払い、なぎ倒す――それを誉れとする騎士団の男たちでは成し得ないことを、何度もアデルは達成していた。

　実際、対魔戦争のときにはアデルの存在がなければ乗り切れなかった局面が何度もあったのだ。

「……危ないって、あのモンスターに警告したつもりだったんだけどな」

　リィトは、ふーと息をつく。

　ひとまず、事態は落ち着いたようだ。

「アデルさんって、すごい人……ですっ」

　フラウが目を輝かせている。

　同じ女として、規格外のアデルの姿は胸を打つものがあるのかもしれない。

「うん。すごいやつなんだよ、アデリア殿下は」




　――こうして、南大陸の地でもアデルの使い魔が誕生したのだった。










第15話『世界樹って、マジですか』




　トーゲン村に帰ると、猫人族ズが到着したところだった。

　出荷するベリー酒や農作物のやりとりを終えてしまえば、あとは宴だ。

　東の山からアデルが連れ帰ったヌシ――アデルにより「トラ」という身も蓋もない名前をつけられた猛虎型モンスターを見て、花人族たちは驚いたり喜んだり大騒ぎだった。

　マンマが記事にしたそうにしていたが、ちょっとした賄賂（マタタビ酒）で手を引いてもらうことにした。

　上級モンスターをテイムしたとか、帝国の皇女が出入りしているとか。

　そういう情報はできるだけ漏れてほしくないのだ。

　悪目立ちは絶対にしちゃいけない。

　……ただでさえ、雲行きが怪しいのだから。

（アデルの持ってきてくれた資料……これって、やっぱり謎の苗Ｘのことだよなぁ）

　帝都図書館の資料室にあった目録らしい。

　宮廷魔導師が買いつけた魔導具や素材が書かれているのだが、大昔――モンスターの大量発生に端を発する対魔戦争が始まるずっと前、まだ帝国が小さな小国だった頃、ある宮廷魔導師が大量の怪しげな品々を買い付けたらしい。

　その目録の中に、ありえない逸品があった。そこには、こう記されていた。

　世界樹の種子、と。いわば超ド級のアイテムだ。

　正直、偽物を掴まされたと考えるほうが理にかなっている。

　元の世界で言えば……徳川の埋蔵金、いや、エクスカリバーみたいなものだ。

　そもそも世界樹の種子なんてものが存在するかどうかも怪しいし、あったとしても手に入れられるわけがない。

「でも、状況証拠がすごいんだよな……」

　青く光り輝く種子。

　魔力で育ち、七色の光をまとった苗に成長する。

　マンマが調べてきてくれた、お伽噺のような言い伝えの通りなのだ。

　まさか、本当に世界樹の種子なのか。

　だとしたら、大変なことになってしまったぞ……とリィトは胃を痛くする。

　だって、もしこのまま世界樹が育ったとしたら……数百年、いや、数千年ぶりにこの大陸に世界樹が存在することになる。

　悪目立ちしていること、この上ない。

　目立たずに、ごく平凡に、隠居ライフを送ろうと思ってこの土地にやってきたのだ。

　まさか、帝都からたったひとつだけ持ってきた種子が――ちょっと面白そうだからと育ててきた、珍しい植物が、世界樹だなんて。

「そんなこと、ある？　あああ……なにやってるんだよ、僕はぁあぁあ……ッ」

　やばい。

　やってしまった。こんな、諍いの種になりそうなものを。

　でも、正直……めちゃくちゃ、ワクワクする。

「ニャーーッ？　リィト氏そんなとこでなにしてるのニャ？」

「あー、ミーア……ごめん、ちょっと自己嫌悪中」

「ふーん。ミーからちょっと話があるんだけど、今は無理な感じニャ？」

「話？」

　バツが悪そうにしているミーア。

　どうやら、あまりいい話ではなさそうだ。

「……正直に言ってごらん」

「ニャッ!?　いや、まだ悪い知らせというわけではっ！」

「……本当は？」

「うっ……わ、悪い知らせニャ」

　しょぼっ、とミーアが肩を落とした。




◆




「誤受注!?」

　誤発注なら聞いたことがある。

　ＳＮＳでのバズを狙ってか狙わずか、間違えて大量に発注してしまったらしき同じ商品を山のように積み上げている小売店の写真を前世ではよく見たものだ。

　だが、誤受注とは？

「最大手の創薬ギルドから、赤ベリーの発注が来たのニャ……それから、酒場組合からもベリー酒の発注が……」

「それで？」

「ミーは近頃、リィト氏のおかげで大もうけしてるから、大喜びのテンヤワンヤで発注書をよく見ていなかったのニャ……創薬ギルドからは赤ベリーをいつも一〇〇カゴ注文してもらってるニャ」

　つい先日まで一粒の赤ベリーすらも手に入らない状況だったのもあり、ポーションの生産に追われているらしい。

「それが……一〇〇〇箱になっていたニャ」

「ん？」

「一〇〇カゴだと思ってた発注書が、一〇〇〇箱になってたニャ」

「そんなに!?　なにに使うんだよ！　ひと箱って、だいたい一〇カゴだよな」

　そんな量の赤ベリーの仕入れが必要なはずがない、異常な発注だ。

　それこそ戦争でも始めるのかと疑いたくなるレベル。

「酒場組合からのベリー酒の発注も、一〇〇瓶だと思っていたのが一〇〇〇ケースで……」

　たしか、一ケースは十瓶だ。

　酒場組合とやらだけでも思っていた百倍の量の発注がきた、ということになる。

「……それ、向こうの間違いじゃないか？」

「ニャ……そうじゃなくて、本当に本気で発注してるって言い張られたのニャ！　しかも、もし納品できニャかったら……ミーとの取引を打ち切るって……」

　泣きそうになっているミーア。

　到着したときから元気がなかったのは、これが原因か。

「うーん、なんだか誰かにはめられてる感じがするけど」

　おそらくは……とリィトは考える。

　近頃、リィトのおかげでかなり調子のいいミーアの商売を憎々しく思っている誰かが、彼女を陥れるために悪巧みをしているのだろう。

　今のミーアにそんなことを言っても仕方がないので、胸の内に秘めておくけれど……とにかく、あまり穏やかではない。

「と、とにかく！　ミーを助けると思って、ベリーをたくさん収穫してほしいのニャアアァ」

「それは……ちょっと難しいかも」

「そ、そんニャ！　なんでニャ！」

「水が足りないんだ」

「み、水……ッ」

　リィトの植物魔導と花人族たちの卓越した緑の手で、かなり立派な畑になっている。

　収穫量だって安定している。

　でも、今が最大限だ。

　悪意のある相手が、非常識な量の発注をしてきているのだとすれば、こちらがその発注に答えてやることは有効な意趣返しだ。さきほどミーアが言っていた量のベリーを捌ききれる可能性は低いし、そもそもが支払い能力があるかどうかも怪しい。

　だが……今のところは、それは難しそうだ。

「地下から汲み上げられる水には限度があるんだ。それに、地下水脈だって枯渇する可能性がある」

　この土地の水の乏しさは異常だ。

　東の山に見つかった沢だって、本当に小さなものだった。

　土地管理局で見せられた地図に、なんだって泉やら川やらが記されていたのか。まったく意味がわからないほどの乾燥地である。

「お、終わったニャ……」

「顔面蒼そう白はくだぞ、ポーション飲むかい？」

「う……毛玉吐きそうニャ」

「そ、それはちょっと！」

「むっふっふ～～～、ミーアよ、わがはいのあんよの肉球を舐めるがいいのであるっ！」

「マンマ？　どうしたんだ、珍しく酔っ払ってないじゃないか」

「リィト氏はわがはいのこと、なんだと思ってるのである？」

「……酒クズ」

「ふにゃ～～っ!?　わがはい、さっきベロベロににゃって水を浴びるように飲んだから酔いなどふっとんだのですにゃあ～」

「やっぱりベロベロだったんじゃないか……」

　猫人族、自由すぎるだろう。

　リィトは少しだけ呆れながらも、マンマの手に一枚の書類があるのに気がついた。

「それって……？」

「ふふふ、わがはいが思うに、トーゲン村の水不足が解消するかもしれにゃいのである～」

「えっ」

　マンマの報告書には、こう書いてあった。

『南大陸荒野部における水ウン精霊ディーネ神殿遺跡存在の可能性』。

「水ウン精霊ディーネ……神殿……？」

「発掘ギルドの連中からのリークですにゃ。この報告書によると、近頃、帝国から流れてきた古文書が情報源ですにゃ～」

「帝国から流れてきた……？」

　もしかして、とリィトは嫌な予感に襲われる。

　リィトが管理していた、古い資料室――あそこにあったものを『ゴミ』として廃棄していたとしたら、それがギルド自治区まで流れ着く可能性はある。

　今の宮廷魔導師団が、そこまで愚かだとは思いたくないけれど。

　リィトはマンマから報告書を受け取る。

　ずっと昔には、上南大陸をすみずみまで冒険した者達がいたらしい。

　彼らの遺した地図や手記が、こうして後世に知らせてくれるものは多い。

「水精霊か……この資料、少し見せてくれる？」

「ふにゃ～……わがはいに感謝するといいのである～♪」

「うん、ありがとうマンマ」

「礼ならマタタビ酒でじゅーぶんにゃっ！　……あ、ミーアより多めで」

「りょーかい」

　古文書の出所が資料に書かれていないだろうか、と目を通す。

　すると、驚くべき発見があった。

「え、この紋章って、あの岩に刻まれてた……」

　沢だ。

　あの小さな沢に刻まれていた紋章に、そっくりだった。

「にゃ～？　なにか知ってるですにゃ？」

「与太話じゃない……のか……!?」

　精霊神殿の跡地がある、などという噂はほとんどがでまかせだ。

　古文書由来の情報であっても、それは変わらない。

　だが、古文書に記された紋章と同じものを、リィトは東の山にぽつんと存在する、わずかながらも魔力を含んだ沢で見つけたのだ。

（これ、面白いことになってきたぞ！）

　リィトのやり込み気質と旺盛な好奇心がうずき出す。

　精霊という、高位魔力生命体は観測されなくなって久しい。

　精霊の力の痕跡を宿した、精霊神殿も今やほとんどが失われている……だが、水精霊の神殿があったということは、ここはもともと水が豊かな場所だったことは間違いない。

（待てよ、ということはトラ……猛虎型のモンスターがこんな場所で、あそこまで強く育ったのも頷けるな。精霊由来の魔力の痕跡……トラがあの沢の水からその影響を受けたのだとしたら）

　山の様子を思い出す。

　沢の周囲だけ、不自然に木々が開けていた。

　濃度の高すぎる魔力は、ときに生命にとって毒となる。

　魔力に耐えうる個体であれば、その恩恵を受けられるが――そうでなければ、死んでいく。おそらく、沢の近くの木々は湧き出る水の魔力に耐えられずに枯れてしまったのかもしれない。

　魔力と生命体の関係は、複雑かつ繊細なのだ。

　だからこそ、植物という生命に直接働きかけるリィトの植物魔導への適性は希少なのだ。

　自分以外の生命に自らの魔力で干渉し、それを操る……ほぼ禁術に近い仕組みなのだから。

「なるほど……それは、調査してみないといけないね」

　リィトは踊り出したくなるほどの高揚感を抑えて、努めて冷静を保とうとする。

　そうでなくては、今すぐ沢に駆け出していきたくなってしまう。

　真夜中の山の中を進むなんて、怖くて仕方ない。トラも出るような山だし。

「水精霊の遺跡を調べて、もし水不足の原因が解決すれば……もっと畑を広げられるかもしれない」

「ニャ！」

「そうすれば、もちろんベリーを始め色々と収穫量が増えるだろうね」

「ニャーーーーーッ！　ミーの命が助かるのニャッ!?」

「にゃ～！　わがはいも神殿発掘をスクープしたいのである～……」

「うーん、外に情報を出すかどうかは、ちょっと保留だね」

　このトーゲン村は、のどかでまったりした場所にしておきたい。

　リィトののんびり隠居ライフの本拠地なのだから。

「そんにゃぁ……」

「でも、多少の情報は流すよ。いつも通りね」

「むふふ～、そうこなくっちゃ～！」

　ほっとしたのか、ミーアはマンマを連れて宴の輪に入っていった。

　食べるのと飲むのが大好きな二人は、たちまちご機嫌な酔っ払いになっている。なるほど、猫は夜行性だ。それに、目の前の楽しいことが大好き。

　花人族たちは半分くらいはもう眠ってしまっているけれど、フラウはまだ起きてアデルと話し込んでいる。

　焚き火に照らされた、そんな賑やかで穏やかなトーゲン村の風景を眺めるリィトに、ナビが囁ささやく。

「マスター、楽しそうですね」

「え？　そうかな」

「はい。まるで、幼少期のようなお顔をされています」

「子どもの頃の顔なんて、ナビは見てないでしょ」

「近くであなたの気持ちを感じてはいました」

　転生して、物心ついてからずっと一緒に過ごしてきたナビは少し誇らしげに胸を張った。

「……うん、そうだね」

　リィトは頷く。

「おかげさまで、とても楽しいよ」

　自由で、少し不自由で、気ままで心躍る生活。

　戦いの中で英雄と呼ばれたり、宮廷魔導師をしているよりも、ずっと楽しい。

　夏が来たら、新たに植えた作物の収穫が本格化する。

　種類が増えたら、美味しい料理のレシピ開発にも乗り出したい。

　水精霊の神殿探索なんていう、考えてもみなかったお楽しみまで降ってきた。

　これから、忙しくなりそうだ。

　世界樹疑惑の湧いてきた、謎の苗Ｘの様子も気になるところだし。

「……あ、そういえば。採取してきた沢の水ってどこにある？」

「わかりません、ナビの管理下にはありませんが」

「えっ！　ってことは」

　しまった。

　リィトはあたりを見回す。

　周囲の木々を枯らしている可能性もあるほどの、高濃度の魔力を含んだ水だ。フラウは足を浸しただけで、頭の花がコントロールできないくらいに咲き乱れていた。

「えぇっと、水筒に入れてこのあたりに……」

「警告！　マスター、あれを！」

「げっ、マンマ!?」

　マタタビ酒でさっそく酔いどれているマンマが、水筒を手にして千鳥足で歩いている。

　それはどう見ても。

　……どこから見ても、沢の水をたっぷり詰めた水筒だった。

「あああーーーーっ!!」

「ふにゃぁ～……酔っ払っちゃったのですにゃ～……お水お水ぅ」

　とろんと蕩けた顔。

　マンマが水筒の蓋を開け、今にもごくごくと飲もうとしている。

「飲んじゃダメだ、マンマ！」

「ふにゃっ!?」

　しくじった。

　珍しく切羽詰まったリィトの大声に、酔っ払いのマンマはフリーズした。

　それだけならよかった。

　強ばったマンマの手から、水筒がぽろりとこぼれ落ちてしまったのだ。

　――蓋が開いたまま。

　沢の水を、まき散らしたまま。

　しかも、その近くにある植物は――リィトが手塩にかけて育てている、謎の苗Ｘだった。

　頭痛の種ではあるけれど、育つのが楽しみな世界樹（仮）だった。

「ぎゃああああ！」

「ふ、ふにゃ……」

　目をまん丸にして、ぷるぷる震えるマンマ。

　リィトはどうにか、水が落下するのを止めようとしたが――。

「あっちゃ……」

　ばしゃ、と。

　沢の水が、地面にまき散らされた。

　多量の魔力を含んでいるとおぼしき水が、謎の苗Ｘに。

「ご、ご、ごめんなさいですにゃ……」

「あー、大丈夫。大きい声出してごめん、マンマ」

「うにゃあ……」

　普段は飄々としているマンマが、目を潤ませて硬直している。

　大変なことをしてしまった、と軽いパニックに陥っているようだ。

　アデルがマンマを抱き上げて、慰めてくれている。

「うーん、とりあえず、見た目は変化なしかな……？」

　沢の水をかぶった謎の苗Ｘは、今のところ特に問題なさそうだ。

　急に大樹に成長したり、あるいは触手っぽいバケモノ樹に変化したりはしていない。不幸中の幸いだ。

「とりあえずは経過観察だな」

　ふぅ、とリィトは胸をなで下ろす。

　アデルが「あら？」と周囲を見回す。

「……トラの姿が見えないわね」

「ん？」

「山に帰ったのかしら？」

　猛虎型モンスターといっても、マンマやミーアと同じく猫の魂を持つ生き物だ。気ままな性質なのだろう。

　夜も更けてきた。

　花人族たちは、ほとんどが眠りにつこうとしている。

「そろそろ、僕らも寝ようか」

　リィトの一言で、今夜の宴はおひらきになった。

　煌々と月の明かりがトーゲン村を照らしている。

「明日は、沢を調べてみよう」

「ふにゃっ、わがはいも一緒に行きたいのである……さっきのおわびは……むっふっふ、体で支払うのですにゃぁ～」

　と、マンマ。

　すっかりしおらしくなって、酔いも覚めてしまったらしい。

「そうだね、なにか情報を探るならマンマの出番かも」

「まっかせてほしいのであるっ！」

「では、明日に備えて眠りましょう。わたくしは、少々鍛錬をしてから休みますわ」

「え、アデルも来てくれるのかい？」

「ええ、もちろんですわ。リィト様」

　にっこり、とアデルは微笑む。

　リィトを帝国に連れ戻そう、という目的はいったん忘れてくれるらしい。

　トーゲン村の暮らしを、かなり気に入ってくれたようだった。

「遺跡を探して散策なんて、楽しそうです……それに」

「それに？」

「もしも水精霊の神殿に、まだ水精霊がいたとしたら、とんでもない発見です！　リィト様の素晴らしさを、宮廷魔導師どもに知らしめなくては！」

「いや、本当にやめて！　そういうの！」

　訂正。

　まだ、アデルは諦めてはいなかった。




　月明かりが青い。

　トーゲン村のみなが寝静まった頃、リィトの小屋の近くに植えられた苗が淡く光り出す。

　月明かりのように青く。

　夜明けのように藍色に。

　朝焼けのように橙色に。

　――リィトは、夢を見た。

　まだ花人族たちが起き出してきてもいない、夜明け前。

　世界がもっとも昏くらい時間、トーゲン村にひとりの少女が立っている。

　銀色に輝く髪。

　未発達の細い手足。

　少女というには、まだ幼すぎるくらいの女の子だ。

「なまえを」

　少女は、鈴の鳴るような声でリィトに問いかける。

　その表情は、モヤがかかったように見えない。

「なまえを、おしえて」

　リィト・リカルト。

　リィトは、そう答えた。

　少女はゆっくりと、かぶりを振る。

「なまえ」

　はた、と気がつく。

　少女は、少女自身の名を問うている。

「……まだ、わからない」

　リィトは答える。

　なにが「まだ」なのかは自分でもわからないが、少なくとも適当に少女に名を与えてはいけないことはわかった。

「…………」

　少女はじっと押し黙ってしまう。

　長く短い時間が経って、少女はふたたび口を開いた。

「おおきくなったら、なまえをくれる？」

　リィトはその言葉に、曖昧に頷いて――。







　……――びくん、と。

　リィトはベッドの上で、飛び起きた。

「……夢？」

　なんだったんだ、今の夢は。

　顔が見えないのに、超絶美少女であることが確信できるあの少女。

　いったい、なんなんだ。

「なまえをおしえて、って……ゲームのチュートリアルじゃないんだから」

　今はリィトの中で休眠モードにあるナビが緊急起動していないところを見ると、どうやら危ない夢ではないようだけれど。

「……もうひと眠りするか」

　毛布にくるまるリィト。

　明日からは、色々と忙しい。

　水精霊の神殿。少しだって休んでいるのが惜しいくらいに、楽しそうな案件だ。今は、ぐっすり眠って体力を付けておきたい。

　窓からは、月明かりが差し込んでいる……わけではない。

　月に叢むら雲くも、花に風。

　そんな雅な諺ことわざのとおり、月は分厚い雲に隠れてしまっている。

　窓から差し込んでいるのは、煌々とした満月の月明かりではない。

　……謎の苗Ｘが放つ、光だった。

　種子の頃から見せていた、淡い光などではなく。

　満月の明かりと見まごうばかりの、強い光。




「……りぃと・りかると」
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　苗木の前に、一瞬。

　銀髪の少女が現れて、夜闇にかき消えるように姿を消した。
















エピローグ







　ロマンシア帝国の意思決定機関、枢密院。

　そこには、帝国のある北大陸はもとより、今は正式な国交が断絶している南大陸のギルド自治区ガルトランドの情報も流れ込んでくる。

　手練れの情報員が大陸中にちらばっているのだ。

「……ガルトランドの状況が好転しています。残念ながら」

　ガルトランドのポーション産業にダメージを与えるべく、赤ベリーの流通を抑え、魔導師達を送り込んで不作を引き起こした。

　植物魔導の遣い手は信頼できないため、氷魔導や水魔導を得意とするものに頼んで、畑を季節外れの霜で台無しにさせた。

「どうやら、向こうにひとり有能な者がいるようだ」

「ほう、名を教えろ」

「不明だ。所在地も本名も不明の、非常に有能な者が現れた」

「……偵察機関はなにをしている」

「案ずるな。ポーション産業への工作は、帝国に有利な国交回復のただのひと駒にすぎない」

　しん、と枢密院の会議室が静まりかえる。

　偉大なる皇帝陛下は、対魔戦争で傷ついた領土各地への慰問で忙しい。

　百年にわたる戦いの日々が、皇帝陛下をただのお飾りにしてしまった。

　宮廷魔導師団の名誉団長が吐き捨てる。

「……まぁ、あの忌々しい英雄、リィト・リカルトは今頃どこかで目立たず地味に暮らしているのだろう。やつの望み通りにな」

　それに対して、帝国騎士団の総団長はぼやいた。

「本当にそうだろうか、あの英傑を追放するなど――」

「黙れ、あのような輩が英雄と持て囃はやされるようになったのは、騎士団が弱腰だったことが原因だろう！」

「騎士団は強かった。リカルトの戦術は、騎士団精神からは生まれない革新的なもので――」

「ふん、あの小僧の『たいしたことしてませんが？』というツラをぶん殴らんでおるだけでも、騎士団どもは腑抜けの腰抜けじゃわい」

「なんだと？」

　宮廷魔導師団と、帝国騎士団。

　両者は犬猿の仲である。

「……まぁ、よいではないか」

　枢密院の院長が、余裕綽々といったふうに肩を震わせる。




「ギルド自治区の謎の男は、多少頭が切れるとはいえ……リィト・リカルトほどの、腹立たしい驚異にはならんだろう」




　ロマンシア帝国の枢密院は、まだ知らない。

　そのリィト・リカルトが南大陸で始めた、のんびり隠居ライフが世界の常識を揺るがしつつあることを。

　……というか。すでにリィト・リカルトの不在により、帝国内部に不具合が出ていることを。




　知らぬが花、満開である。




つづく










あとがき




「ああ、生活ってツラいなぁ」

　あなたは、そんなことを思ったことがありますか？

　私はあります。めっちゃ思ってます。

　学校も会社も、ぜんぶ順風満帆とはいきません。自分のこと以外に目を向けても、世の中では毎日、ビックリしてしまうような厳しいことが起きています。

　だから、誰しもこう思ったことがあるのではないでしょうか。

「くそぉおぉっ、楽しく暮らしてぇーっ！

　何もかもを投げ出して、ハワイのビーチで、プラスチックでできたパラソルとか椰子の木とかが刺さった人工着色料丸出しのブルーが眩しいソーダを飲みたいんだあぁぁっ」

　私は、あります。頻繁に思ってます。仕事行く前とか、よく思います。

　この小説は、とにかく「いい人」でいようとした人たちがたくさん出てきます。

　主人公のリィトは、中間管理職気質です。

　困っている人がいたらお節介を焼いてしまうし、頼まれたら嫌な顔はできません。

　ヒロインたちも、どこか苦労性です。

　ピ○ミンみたいにけなげな花人族の少女も、ギルドの一員として働く猫人族たちも、筋肉パワーを努力の末に手に入れた姫騎士も、それぞれ嫌なことを飲み込んで、トーゲン村で農業をして、バーベキューをして、ちょっとした冒険をします。

　だけど、リィトはこう言います。

「ぜんぶが上手くいったら、つまらないだろ」、と。

　もちろん、リィトは主人公なので結局最後はすべて上手くいくのですが（笑）

　やり込みゲーマー気質なリィトですから、植物という思い通りにならない相手に向き合うなかで「目的ではなく、その道中が楽しいんだ」と達観してしまったのでしょうか。

　でもたしかに、生活しているなかで出会うツラいことも嬉しいことも、すべて含めて楽しいものなのかもしれません。

　そういうわけで。

　あなたの毎日の生活、そして、目標や夢への道のりが楽しいものでありますように！

　そして、少しでも本書を楽しんでいただけたら幸いです。

　本書の執筆に際して、ご担当いただきました編集の今林様、美麗で可愛らしいイラストをくださいました又市マタロー先生、校正やデザインはじめ多くの方にお助けいただきました。そして、この本を手に取ってくださった読者の方、みなさまに心からのお礼を申し上げます。

　それでは、また。蛙かえる田だアメコでした。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。










宮廷をクビになった植物魔導師はスローライフを謳歌する～のんびり世界樹を育てたら、最強領地ができました～
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